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破滅フラグしかない悪役令嬢をドＭ奴隷に堕として幸せにします
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イラスト／ばん！　






















プロローグ　ギロチンエンド　前世の記憶を取り戻して




第一章　改変リトライ！　お嬢様をＭ奴隷に堕とそう！




第二章　正ヒロイン登場　土下座でハメ乞いマゾアクメ




第三章　ＩＦルート突入　嫉妬とぶっかけ食ザーマーキング




第四章　忍び寄る破滅？　ラブラブＭ奴隷宣言の裏側で




第五章　逃れえない運命　囚われの悪役令嬢と闇堕ちヒロイン




第六章　ついに処刑へ!?　新女王と結ばれＭ奴隷レベルＭＡＸ




エピローグ　ＨＡＰＰＹ ＥＮＤ　没落幸せボテ腹メイド













プロローグ　ギロチンエンド　前世の記憶を取り戻して









　コンシューム大陸の中央に位置するガルゲイム王国には代々、女王が統治するというしきたりがあったが、現女王は子宝に恵まれなかった。

　そのため王家の縁戚に当たる貴族の名家・サドヒール公爵家の一人娘であるメリア＝サドヒールが次代の女王に選ばれるのではというもっぱらの噂だった。

　だが、このメリアという令嬢が非常に難物であった。

　幼き頃からいずれ女王になるという運命を感じ取っていたためか、常に居丈高に振る舞いワガママ放題。

　どれだけ周囲から不興を買おうとも、神が造りたもうたと賞賛せずにはいられぬ精緻な絶世の美貌をドＳに歪め、冷笑を湛える始末。

　金に輝く吊り上がった瞳からすべてを見下し傍若無人に振る舞う様は、まるで世界そのものに対しての悪役といった佇まいであった……。




　暗い空へ歪み一つない丸い月が輝く春の夜。

　大宮殿の三階奥に位置する、真紅のド派手なカーペットが敷かれ豪奢な天蓋付きベッドが置かれた寝室にて、メリアは巨大な姿見に向き合っていた。

　大きくくびれた腰に左手を当ててスラリと立つ、最高級の金糸で編まれた華麗かつ妖艶なノースリーブドレスを見事に着こなした長身の令嬢。

　十代後半とは思えぬ圧倒的な色香を魅惑の肢体から振りまき、ドレスからこぼれそうにツンと突き出た自慢の美巨乳をプルルンッと揺らす。

　苛烈な性格が具現化したがごとき腰まで伸びた長くつややかな真紅の髪を右手でファサリと掻き上げ、メリアは唇の端を吊り上げて自信満々に尋ねる。

「鏡よ鏡……世界で一番美しく高貴な存在は誰かしらぁ？」

　メリアの問いに、無理に搾り出したような少年の裏声が鏡の後ろから響く。

『それは、メリア＝サドヒール様でございます……』

　毎夜繰り返される同じ問いと答えに、しかしメリアはニタリと酷薄な笑みを満足げに浮かべ、右手を顎に添えて高笑いする。

「オーッホッホッホ！　当然の答えですわね。やはりワタクシは誰よりも美しく高貴……愚民たちを導くべく地上に降り立った美の女神の化身なのよ！」

　しなやかな肢体を大きく反らせてひとしきり哄笑を響かせたメリアは、切れ長の瞳を妖しく煌めかせて艶然と微笑む。

　ツヤツヤと光沢を放つ金のロンググローブに包まれたしなやかな指でツツーッと鏡の表面を丸くなぞれば、ジュッと音を立ててたちまち姿見に穴が開いた。

　サドヒール家の女は代々、炎の魔術を操る資質に長たけて生まれる。

　なかでもメリアは歴代屈指の資質を秘めており、学ばずとも自在に炎を操れた。

『ああっ！　メリア様、また鏡に穴を……。旦那様に叱られてしまいますよ』

　今夜でメリアが台無しにした姿見は、合計で百枚目となる。

　さすがにたしなめる鏡（の裏に立つ少年）へ、メリアは不満げに鼻を鳴らす。

「フン。このワタクシに指図できる者がいると思って？　たとえお父様であっても例外ではないわ。むしろ、新たな注文が増えて鏡職人は泣いて喜ぶでしょうね」

　メリアの母は娘を産んですぐに亡くなっている。

　そのためメリアの父は妻の面影を色濃く残す娘を目に入れても痛くないほど溺愛しており、ゆえにワガママ放題に育ってしまった。

「つまらないことを言っているんじゃないの。さあ鏡よ、今夜もワタクシが至高の女神である証を見せてごらんなさい」

　メリアが命じるも、少年は鏡の裏で逡巡する。

「うう、メリア様、やはりこのようなことは……もし旦那様に知られたら……」

　なんとか傍若無人な令嬢を諫めんとするも、腕組みをしたメリアは口答えする少年にタンタンと苛立たしげに床を踏む。

　やがてあまりにも容量の少ない堪忍袋の緒が切れたか、人相の悪いツリ目をさらに急角度で吊り上がらせ、指をパチンと鳴らす。

「いいから早くなさいなっ！　役立たずは燃やしてしまうわよ？」

　メリアが指を鳴らした瞬間、少年の股間に生えそろう毛がチリチリと焦げ、プスプスと煙が立ちはじめた。

　突如湧き上がった熱から逃れようと少年は慌ててズボンを下ろし、メリアが鏡に開けた穴のなかへ反射的に最も大切な己の分身を逃がす。

『わちゃちゃちゃっ!?　も、申し訳ありませんメリア様っ、ゆるしてっ！　あうぅっ、穴のなかもアツアツだよ、チ×ポが溶けるぅっ！』

　穴にも炎の魔術による熱がいまだ残っており、少年はたまらず身じろぎする。

　それでも引っ込めればまた折せつ檻かんされそうで、姿見の裏にしがみついて懸命に耐えた。

　穴から顔を出した肉竿は、おどおどした少年の声とは裏腹に灼熱にも見事に耐え抜き、次期女王の前にもかかわらず不ふ遜そんなほどに猛々しく反り返っていた。

　メリアは貴族の令嬢とは思えぬほどニヤ〜ッと美貌を歪めて好色に笑う。

　再び指を鳴らして陰毛のくすぶりを消してやると、右足を振り上げて肉竿をグニッと踏みつけた。

「フフン。今日もブザマに反り返っているわね。オスとはなんて汚らわしい生き物なのかしら。もっとも、ワタクシの美と威光にあてられては仕方ないのかもしれないわねぇ？　オーッホッホッホッ！」

　真紅のピンヒールパンプスに彩られた美脚が、肉竿をグリグリと踏みにじる。

　少年は恥辱に腰を震わせるも、湧き上がる快感に抗えずされるがまま。

　ビクビクと脈打つ肉竿の先端からタラタラとカウパーが滲み、つま先を卑猥に汚して淫靡に照り光らせる。

「まあ？　汚らしい汁が垂れて、靴が汚れたわ。これじゃもう履けないわね。お給金から天引きしておくわよ。またタダ働きの期間が延びてしまったわねぇ、ライト？」

　もう鏡の精とのやりとりというごっこ遊びは飽きたのだろうか。

　少年の名を呼んだドＳ令嬢は肉体と精神に加えて金銭的にも攻め嬲なぶり、ニヤニヤとなんとも楽しげで酷薄な笑みを浮かべる。

「ううっ。そ、そんなぁ……くあぁっ」

　姿見の裏でがっくりとうなだれるも、少年の股間だけは、人間の尊厳を失った愛玩動物扱いの状況を愉しんでいるかのようにますます硬く反り返っていった。




　ライトは孤児だった。

　幼い頃の記憶はない。

　覚えている最も以前の記憶は、五年前のある日、視察という名目で何人もの従者を従えて貧民街へとやってきた幼きメリアを遠巻きに眺めていたことだけ。

　容姿も衣服も何もかもがきらびやかな、住む世界の違う美少女を呆然と見つめていると、視線に気づいたメリアがフフンッと楽しげにほくそ笑んだ。

　取り巻きの制止を無視し、幼き令嬢はツカツカとライトの前まで近づいてきた。

　腰に手を当てふんぞり返った美少女は、小さな赤い靴に包まれたつま先をクイと突き出す。

「おまえ、最下層の平民にもかかわらず、身の程知らずにもこのワタクシをジロジロと見つめていたわね。……気に入ったわ。今からおまえはワタクシの使用人に決定よ。さあ、わかったら誓いの口づけを捧げなさいな」

　世のなかすべてが思うがままと考えている美少女は、周囲の困惑をよそに独断で一人の少年の人生を決定し、勝ち誇った笑みを浮かべる。

　だがライトは元より身寄りもなく、明日の暮らしもわからぬ身。

　なにより、目の前に立つ圧倒的な美少女のご尊顔を間近で拝む機会など、これを逃しては二度とないかもしれない。

　ライトは命じられるがままひざまずき、小さな足を両手でそっと捧げ持ち、美少女のつま先に誓いの口づけをしたのだった……。




（そしてボクは、メリアお嬢様専属の使用人になった……。

　と言っても使用人の仕事なんて何もわからなかったから、実際はお嬢様の遊び相手……ううん、オモチャみたいなものだったけれど）

　何がそんなに気に入ったのか、メリアは素性もわからぬ少年を使用人とすることを強引に父へ認めさせると、どこに行くにもライトを連れ回した。

　かといって、大切に扱われているわけでもなく。

　突然『疲れたわ』と言い出したかと思えば四つん這いで椅子になるよう衆目の前で強要されたり、珍しい果物のジュースを今すぐ持ってこいと命じられて街じゅうを駆けずり回る羽目になったり……。

　要はメリアのワガママをなんでも叶える、都合のよい道具でしかなかった。

　それでも、身寄りのないライトに衣食住を与え、使用人の務めを覚えるためとはいえ教育まで受けさせてくれた令嬢には感謝しかない。

　傲慢で傍若無人な振る舞いに陰口を叩く者も大勢いたが、ライトはメリアに大きな敬愛の念を抱いていた。

　だが、そんなライトにも一つだけ戸惑いがあった。

　いつからだろうか、愛らしい美少女から妖艶な美女へと羽化しつつあるメリアが、ライトを性的に弄もてあそびはじめたのである。




「ああっ、メリアお嬢様っ。そ、そんなに踏まれたら……くうぅっ！」

　姿見に開いた穴から肉竿のみをピコンと露出させたライトが、鈍い痛みのなかに混じるじんわりとした背徳の快楽に呻きを漏らす。

　しかしメリアは力を緩めるどころか、切れ長の瞳をますます輝かせて残酷な笑みを浮かべ、ハイヒールの足裏でグリグリと肉竿を踏みにじる。

「フフン。嫌がっているフリをしても、ココはビクビクと悦んでいるじゃない。汚らしい汁をダラダラと垂らして……。このブザマな肉の塊と穢けがれた汁のことを、下賤な民の言葉でなんと呼ぶんだったかしらぁ？　ホラ、答えなさいっ！」

　羞恥に口ごもるも、硬質な靴裏はますますグリグリと肉竿を攻め嬲ってくる。

　ドＳ令嬢を満足させねば、淫らな責め苦は終わらない。

　ライトはとうとう耐えかね、ガクガクと腰を震わせつつ卑語を口走る。

「くあぁっ！　チ、チ×ポですっ。メリア様の美しいおみ足に踏まれて、チ×ポからカウパーが漏れていますっ」

　ライトの切羽詰まった声を聞き、メリアはニタァ〜ッと意地悪く笑う。

　肉竿から足を放すとゴージャスな金のドレスから露出した胸元をプルンと揺らして前屈みになり、プッと唾を吐きかけた。

「うあぁっ？　あったかいヌルヌルが、チ×ポに……これって……」

「アハハッ。唾を吐きかけられて悦ぶなんて、さすがは最下層の平民ね。ワタクシの威光を恐れて目を合わせようともしない軟弱な貴族の子息どもとは大違いだわぁ」

　女の体温を感じさせる粘液に汚され、恥辱に震えながらもますます憤る肉竿。

　メリアは罵倒しつつもニヤニヤと満足げにほくそ笑む。

　メリアがライトを気に入ったのは、不遜にも自分に対して熱のこもった視線を向けてきたからだ。

　真紅の髪を揺らめかせる高貴なる令嬢の美貌は誰しもが認めるところだが、その気性もまた燃え上がる炎のごとく苛烈極まりない。

　下手に好色な視線を向けた者はサドヒール家の総力を挙げて家ごと追い込まれ、財産没収や国外追放、果ては公開処刑されるとまで噂されている。

　ゆえに誰もが幼少の頃からメリアに恐れおののき、近づこうとはしなかった。

　そんな万民にとっての悪役令嬢に対して無知かつ無垢ゆえに憧憬の視線を向けてきた少年を、メリアは新鮮さを覚えてすっかり気に入ってしまった。

　とはいえメリアの寵愛を受けるとは、人としての尊厳を踏みにじられて屈辱のなかで弄ばれることに他ならないのだが……。

　ライトは恥辱に身悶えつつも、ぬめる唾液の感触にブルブルと腰を震わせる。

　メリアに罵倒され唾を吐きかけられた経験は何度もあったが、肉竿に直接浴びたのは初めてだ。

　粘液のぬめりが屈辱感を溶かし、頭がぼーっとして何も考えられなくなってゆく。

　と、今夜はよほど機嫌がよいのか、メリアはしゃがみ込むと唾液とカウパーでテラテラと卑猥に濡れ光る肉竿をニヤニヤと間近で視姦する。

「まったく、おまえはどうしようもないオスねぇ。辱めを受けるほど発情するだなんて……。人間以下のケダモノには、キツ〜イ調教が必要よね……えろおぉ〜っ」

　赤髪を掻き上げると高貴な令嬢らしからぬはしたなさで唇をもごつかせ、口内に唾液を作り出し、肉竿へタラタラと垂らしてゆく。

　姿見の背面にしがみついているため状況がわからぬライトは、さらに増した股間のぬめりにガクガクと悶絶する。

「うひぃっ？　チ、チ×ポがますますネチョネチョにっ……」

「こらっ！　ブルンブルン暴れさせるんじゃないの。カウパーが飛び散るじゃない。もしワタクシを汚したりしたら、処刑するわよ？」

　ぬめりによる快感で跳ね踊る肉竿を、豪奢な金の長手袋に包まれた長くしなやかな人差し指でピンと弾く。

　鋭敏な亀頭へ走り抜けた痛みに呻くライトだが、尿道口からはますます大量のカウパーが滴る。

　メリアは先走り液にジュクリと汚された自らの人差し指を熱を帯びた瞳でジッと見つめると……ライトが見えていないのをよいことに、パクリと咥え込んだ。

（ンハアァァ〜ンッ！　なんて卑猥な、オスくさい味なのぉっ。ワタクシの高貴な舌が、汚らしい汁でジクジクと穢されてゆくわぁっ……）

　右手を頬に添え、どんな贅を尽くした馳走を味わっても浮かべたことのない歓喜の表情に美貌を蕩けさせ、ペロリと淫靡に舌なめずりをする。

　ワガママ令嬢は、性に対しても非常に貪欲であった。

　このまま自分だけの使用人である少年の肉竿に貪りつき、思うさま味わって散々に喘ぎ鳴かせ、屈服の証である種汁を搾り出して堪能したい。

　淫らな欲求に駆られるメリア。

　だが、彼女はいずれこの国の女王となるサドヒール家の令嬢。

　下賤な平民の種を嚥下して高貴なる肢体を内から汚染するなど、決してあってはならない。

　メリアはツンと高い鼻を寄せ、不快そうに眉根をひそめつつも小鼻をヒクつかせてうっとりと肉臭を嗅ぐ。

　汚臭を撒き散らす肉竿を折檻するように、右手でギュッと幹を握りしめた。

「うぐぐっ！　も、もげるぅ〜っ！　ああ、でもスベスベで柔らかな感触に包まれて……。も、もしかしてお嬢様……ボクのチ×ポを、手で……」

　最上級の布地から伝わる柔らかな女肉の感触に、ライトはゴクリと唾を呑む。

　だがメリアは心外だとばかりに、ガシュガシュッと火の出る勢いで肉竿を乱暴に扱しごき上げる。

「なにを勘違いしているのかしらぁ？　ワタクシは身の程知らずにも主人に欲情する下僕を折檻しているのよ。ホラッホラッ！　苦しくてたまらないでしょう。ブザマな声で鳴きなさいっ」

　ギュムギュムと力を込めて握り、ペッペッと何度も侮蔑の唾を吐きかける。

　だが意図しているのかいないのか、令嬢の唾液は極上のローションとなって肉竿をネットリと濡らし、苛烈な手淫のなかに得も言われぬ快感を生み出してゆく。

「うあぁ〜っ。お嬢様、す、すごいですっ。グチュグチュに濡れた手のひらにたくさんシゴかれて、くはぁっ、こんなに気持ちいい感覚は初めてでっ……」

「オシオキされて悦ぶだなんて、本当にどうしようもないケダモノねぇ。おまえのようなブザマなオスを、マゾと呼ぶんだったかしら？　まったく、ワタクシの大切な手袋が汚らしいカウパーでベトベトだわ。どう責任を取るつもり？」

　手淫で攻め立てながら言葉で詰なじり、メリアは湧き上がる嗜虐の興奮にゾクゾクと背筋を震わせニヤニヤと笑みを浮かべる。

「ワタクシが身に着ける衣服はいずれも最高級品質。手袋一枚でも……そうね。おまえがあと三年はワタクシに仕えないと弁償できないわ。フフッ。もうすぐ解放されると思っていたのでしょう？　残念だったわねぇ」

　手袋がカウパーで汚れるのもかまわず、親指と人差し指に中指、三本の指を用いて特に鋭敏な亀頭部分をクリクリと弄び、攻め嬲ってくるドＳ令嬢。

　メリアは来週から王国の最高学府であるメロディア魔導学院への入学が決まっている。

　そのため使用人としての務めもお役御免かと思っていたが、どうやら学院にもライトを同行させるつもりのようだ。

「ああっ……ボクはずっと、メリアお嬢様のモノなのですね……」

　苛烈なワガママ令嬢に悩まされる日々はまだまだ続くと知り、ため息が漏れる。

　一方、いずれは女王となる絶世の美女をこれからも間近で見つめることができる幸福に、肉竿はブルブルと歓喜で震えていた。

　メリアは指先でカリカリと尿道口をほじりつつ、不遜にも反り立つ牡のシンボルを見つめる。

（ワタクシを前にして、すくみ上がりもせず漲り続けるだなんて……。さすがは常識知らずのケダモノね。アァッ、もっとこの子を悶えさせ、喘ぎ鳴かせて、身の程というものを徹底的に思い知らせてやりたいわぁっ！）

　パクパクと尿道口を開閉しひっきりなしにカウパーを漏らす肉竿を金の瞳を煌めかせて悩ましく見つめ、口内に溢れる唾液をゴクンと呑み込む。

　湧き上がる欲望のままに食らいつき、根元まで口いっぱいに貪ってやったなら、少年はどんな無様な声を上げて喘ぎ鳴き、許しを乞うだろうか。

　想像するだけで胸が高鳴り、肢体が火ほ照てってたまらない。

　だが、メリアは女王となる未来が約束された高貴な存在。

　下賤な平民風情の体へ直に触れるなど、許されるはずがない。

　令嬢はこみ上げる牝の欲求をプライドで抑え込み、立ち上がる。

　憐れに震える肉竿を見下ろし、ライトからは見えないのをよいことにドレスの上から自らの乳房をグニグニと激しく揉みたくりながらピシャリと酷薄に命じる。

「さあ、戯れは終わりよ。不埒にもワタクシに欲情した罪を、身をもってあがないなさい！　本来ならその粗末なモノをちょん切ってやるところだけれど……無様に種汁をムダ射ちする姿を披露して心から深く反省すれば、許してあげるわ。慈悲深いワタクシに感謝することね。オーッホッホッホッ！」

　右手を顎に添えて上機嫌で哄笑を響かせ、左手の指でドレスに浮き上がった勃起乳首をクリクリと刺激しさらに昂りを募らせるドＳ令嬢。

　ライトの頭も射精でいっぱいになり、令嬢に侮蔑の視線を投げかけられる恥辱すら興奮に変え、腰を振り立てて姿見に開いた穴から肉竿を跳ね躍らせる。

「ああっ、メリアお嬢様っ。イキますっ、射精しますっ！　どうかおゆるしをっ。お嬢様に見られながら……チ×ポからザーメン、ぶちまけますっ!!」

　上質な絹手袋に包まれた令嬢のすべらかな手のひらの感触と高貴なる唇からちょうだいした唾液のぬめりを思い出すだけで、肉竿に触れずとも頂点へと昇りつめた。

「くあぁぁーっ！　メリアお嬢様の前でイクッ、出るうぅぅーっ!!」

　ライトは限界まで腰を突き出し、愛憎入り混じった滾る想いと共に大量の白濁をブビュブビューッと盛大に噴き上げた。

「アハハハッ！　この子ったら、触れてもいないのにワタクシに見つめられているだけで本当に射精したわっ。なんてブザマなのぉ。やはりワタクシは生きとし生ける者を魅了する、この世界において最も美しく気高い至高の存在なのねぇっ」

　視線だけで牡を情けなく果てさせ、メリアは己が絶対なる君臨者であると改めて実感し、途方もない充足感に酔いしれる。

　だが、令嬢は油断していた。

　戯れに施した愛撫により、肉竿はかつてないほどの射精量と勢いで暴発した。

　天井まで噴き上がった白濁は雨となってメリアの美貌にまでベチャベチャと降り注いだのだ。

「ハヒイィッ!?　な、なにっ？　アァッ、ワタクシの顔に汚い汁がっ！　お、おやめなさいライトッ。何をしているかわかっているのっ？　これ以上浴びせたら処刑するわよ、ンヒアァッ！　ザ、ザーメン、勢いが全然収まらないぃっ。ワタクシの高貴な美貌が、オホォッ、下賤な種汁に穢されるぅ〜っ!!」

　何度止めるように命じても、射精の快感に酔いしれているライトは主あるじの言葉も耳に入らぬのか、ただただ肉竿を脈動させて白濁を噴き上げるばかり。

　長身から常に周囲を見下してきた傲岸不遜な令嬢は、ひっきりなしに上から降り注ぐ白濁の雨になぜだか身体が硬直し、逃れることができない。

　誰しもを震え上がらせる悪女顔だけでなく自慢の赤髪や豪奢な金のドレスに長手袋までドロドロに染め抜く汚濁を、両手を頬に添えて呆然と受け止める。

　メリアは牡の劣情に塗り潰される生まれて初めての恥辱のなかで、不思議な陶酔感にしばし溺れていたのだった……。




　体内のすべてを放出し尽くすような強烈な快感に襲われたライト。

　大量の射精を終えた後も姿見の背面にしがみついたままカクカクと腰を震わせ、呆然と余韻に浸っていた。

（うあぁ……。お嬢様にチ×ポをイジメられて、見られながら射精して……たまらなく気持ちよかった……）

　メリアの言うように、本当にＭ性が眠っていたのだろうか？

　ぼんやりと考えていると、不意に脳内で盛大なファンファーレが鳴り響いた。




『パパラパッパパーッ♪

　実績が解除されました：ぶっかけ

　メリアのＭ奴隷ルートが解放されました』




（……ん？　なんだ、今の？）

　空中に浮かんだ黒いウインドウに文字が並ぶ。

　しかし数秒が経つと、記された不敬で卑猥な文章はウインドウと共にパッと消えてしまった。

　今のはなんだったのだろうと、ライトは訝いぶかしみ首を捻る。

　が、深く考える前に、少年は現実へと引き戻された。

　姿見の向こう側で、激昂したメリアが鏡面をハイヒールで蹴りつけたのだ。

「…………ライトッ!!　おまえは、使用人の分際で主に向かってなんてマネをするのっ！　ワ、ワタクシの美しい顔に……汚らしい汁をぶちまけるだなんてぇっ!!」

　ドカアァッ！　ガシャァァーンッ!!

「ひ、ひいぃっ!?　も、申し訳ございません、メリアお嬢様っ！」

　広大な屋敷じゅうを揺るがすような怒声に、ライトは慌てて姿見の裏から飛び出し床にひれ伏す。

　怒髪冠かんむりを衝いた令嬢の一撃で、豪奢な姿見は無惨にもバラバラに砕け散っていた。

　次は自分の番ではと、ライトは土下座ポーズのまま恐怖でブルブルと全身を震え上がらせる。

　メリアの美しいが人相の悪い面差しは、瞳が吊り上がり鬼のごとく歪んでいた。

　こめかみにビクビクと青筋を浮かべた令嬢はゲシゲシと何度もライトを踏みつけ、丸出しの尻を尖ったヒールでグリグリと踏みにじる。

「おまえという者はっ！　このワタクシが目をかけてやったというのに、恩を仇あだで返すだなんてっ。やはり最下層のケダモノにすぎなかったようね。処刑よ！　街の中央広場で、さらし首にしてやるわっ」

　怒りの収まらぬメリアに、ライトは呻きながらただただ詫び続ける。

「うぐぐぅっ！　すみませんお嬢様、ボク、本当にそんなつもりじゃっ……。お嬢様のスベスベの手のひらとトロトロの唾液があまりにも気持ちよくて、あんなにスゴイ勢いで射精しちゃうなんて思わなくて……あうぅ……」

　思わず馬鹿正直に答えてしまい、さらに折檻がきつくなるのではとますます体を縮こまらせる。

　が、メリアはライトを美脚で踏みつけたまま、ニタリとなんとも酷薄な笑みを浮かべて真っ赤な舌でレロリと唇を舐め上げた。

「フン……。まあ、美の女神の化身であるワタクシに触れられては、おまえのような獣は自制が利きかなくなっても仕方がないのかもしれないわね……。いいわ。一度だけ、許してあげましょうか」

　メリアはニヤニヤと意地の悪い微笑を浮かべてしゃがみ込む。

　土下座でひれ伏すライトの股間は、絶体絶命の危機にもかかわらず、彼女の予想通りビクビクと逞しくいきり立ったままだった。

　ゴールドのロンググローブに包まれたメリアの手のひらが、肉竿を一切の容赦なくギュウゥーッと強く握りしめる。

　鋭い痛みとその奥のわずかな快感に、ライトはひれ伏したまま無様に悶絶する。

「うぎぎぃっ、チ×ポがもげるぅ〜っ！　メリアお嬢様、お、おゆるしをっ……」

「おまえのような愚民、いいえ、人間以下の獣には、使用人などすぎた身分だったみたいね。おまえは今からワタクシの家畜よ。服も必要ないわね。ペット用の首輪を填はめ、これから一生、愛玩動物として裸で引き回してあげるわ。処刑されないだけありがたいと思いなさいな。オーッホッホッホッ！」

　夜空に浮かぶ月まで届く高らかな哄笑と共に、炎の魔力が漏れ出した熱のこもった手筒にますますギュムギュムと肉竿が潰れるほど圧迫される。

　ライトは己の人生が閉ざされてゆくのを感じ、それでも美しき令嬢のそばにいられるならと、卑屈な感謝の念を抱いて痛みと快楽のなかで気を失ったのだった……。




「…………さん……。……ライトさん」

　遠くから、自分の名を呼ぶ声が聞こえる。

　女主人の脳に直接突き刺さる苛烈な声とはまるで違う、安らかで心を落ち着かせる甘い声音。

　ゆっくりと目を開くと、肩で切り揃えた金の髪に真っ赤なリボンが載った愛らしい美少女が花のごとく可憐に微笑んでいた。

　澄みきった蒼き瞳は深い慈愛を湛えてライトの顔を覗き込んでいる。

　漂うどこか庶民的な雰囲気にホッと心が和むが、少女は煌めく光沢を放つまるで王族のような純白のドレスを身に纏っていた。

「え……？　キミは……」

　たしかに見覚えはあるものの、名前が出てこない。

　言葉に詰まっていると、少女は口元を手で押さえて悲しげに瞳を震わせる。

「覚えていないのですか？　おかわいそう……。イジメられすぎて、記憶が混濁してしまっているのですね……」

　憐れみの表情を浮かべた少女だが、すぐにライトを勇気づけようとニコッと微笑んで見せた。

「もう心配しないでくださいね。あなたを苦しめる元凶は、本日をもってこの世からなくなるのですから……」

　絹手袋に包まれた丸みを帯びた小さな指が、彼方を指す。

　指先の方角に視線を送れば……王都の中央広場と思おぼしき場所に、主人であるメリアが首と両手首をギロチン枷に填められ処刑台の上で無様にひざまずいていた。

『ライトッ!!　このワタクシを裏切って、そんな平民上がりの小娘に尻尾を振るだなんてぇ……ゆるさない、ゆるさないわよぉっ！』

　メリアの赤髪は怒りのあまり炎のようにユラユラと立ち昇り、金の瞳は恐ろしいほどに吊り上がって視線だけで殺されそうなほどにギラギラと輝いていた。

「ひいっ!?　メ、メリア様っ？　ど、どうして……」

　思わず悲鳴を漏らし、事態についてゆけずギロチンにかけられる主を呆然と見つめるライト。

　少女は罪人と化した令嬢の呪いのこもった視線からかばうように両手を伸ばしてライトを抱きしめる。

　メリアをも超えるたわわで蕩けるように柔らかな乳房がふにゅんっと顔を包み込み、表情がだらしなく緩んでしまう。

「大丈夫ですよ。枷によって彼女の魔術は封じられていますから。今までよく、家畜以下の理不尽な扱いに耐えてきましたね……くすん。これからは人間らしい、幸福な生を歩んでくださいね」

　ライトを憐れみ瞳の端に涙を滲ませた少女は、指でそっと滴を拭う。

　そして少女から威厳ある女王の顔へと変わり、右手を高らかに掲げた。

「罪人、メリア＝サドヒールよ！　家柄と権力を笠に着た数々の傍若無人、悪逆無道な振る舞い、目にあまります。今日、新たなガルゲイム王国の女王となったわたくし、リーネ＝プリムラスの名において、あなたを処刑いたします！」

　凜とした声が広場に響き渡ると、周囲から地を震わすほどの大歓声と拍手喝かつ采さいが上がった。

　メリアを憐れみ異を唱える者は、誰もいない。

「え、ええっ!?　そ、そんなっ！　待ってよ、処刑だなんてっ……」

「よいのですよ。あなたが気に病むことはありません。すべては彼女自身の振る舞いが招いた、自業自得なのですから……」

　ライトの動転の理由を勘違いしているのか、良心の呵か責しやくに苛まれる必要はないとリーネは優しい声をかけ、頭を撫でてくれる。

　だが、そうではないのだ。

　大罪人と化した元・女主人の処刑をこの場でただ一人望んでいないのは、彼女によって散々に虐しいたげられてきたライトだけ。

「ライトォッ！　野良犬同然だったおまえを拾い、目をかけてやったというのに、そんな小便臭い小娘に餌付けされて腑抜けた顔を晒してぇ……。呪ってやるっ！　たとえ地獄の業火に焼かれても、おまえだけは絶対にゆるさないわぁっ!!」

　数百歩は離れた距離だというのに、呪じゆ詛そのこもったメリアの言葉がグサグサと胸に突き刺さる。

「ち、違うんですメリアお嬢様っ。ボクはこんな……お嬢様の処刑なんて望んではっ。ああっ、待ってっ。どうかお嬢様を奪わないでっ！」

　必死に懇願するが、過度の虐待により誤った依存心が刷り込まれているのだろうと勘違いしたリーネは憐れみの視線で見つめ、悲しげに微笑むだけ。

　そして無情にもリーネの右手が振り下ろされ、鈍く煌めく巨大なギロチンの刃がメリアの首めがけて勢いよく落ちてくる。

『ライトオォォォォーーーッ!!』

　火竜の咆ほう哮こうのごときメリアの怒声が王都一帯に響き渡る。

「め、メリアお嬢様ぁーっ！　うわあぁぁぁぁぁぁーっっっ!!」

　ガシャーンッッッ!!




『ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ？

　　　〜エンディングナンバー　１〜』
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第一章　改変リトライ！　お嬢様をＭ奴隷に堕とそう！









「…………ハッ!?」

　目を覚ますと、そこは真っ暗な部屋だった。

　全身にビッショリと汗を掻いたライトは、額に噴き出した滴を腕で拭う。

　ギロチンの巨大な刃が落ちる直前で意識が飛んだため、決定的な瞬間こそかろうじて目撃せずに済んだ。

　だが今も瞼には、わずかながらも心を許した唯一の存在に裏切られたメリアの、激しい怒りと失望に染まった怒気を孕んだ美貌がはっきりと焼きついている。

　耳にも憤怒の咆哮がこびりつき、脳内にわんわんとこだましていた。

「ああっ、メリアお嬢様……。ボクはまた、救えなかったのか……。……えっ？　また、って……？」

　思わず漏れた呟きに、ライトは首を傾げる。

　しばし呆然としていると、混濁していた記憶がようやく鮮明になってきた。

「……そうだ。ボクは、あのゲームの世界を繰り返しているんだ……。悪役として処刑される運命が定められている令嬢……メリアお嬢様を救うため……『プリンセスグロリア』の世界を……」

　この無機質な空間にいる間は、忘れていた記憶が甦るのだろうか。

　顔を上げたライトの視線の先には、

『リトライ』『ギブアップ』

　という二つの選択肢が文字としてぼんやりと浮かび上がっていた……。




　生前の記憶ははっきりと残ってはいない。

　転生前の世界における名前も思い出せない。

　ただ、ガルゲイム王国のような魔法の存在する中世ヨーロッパ風のファンタジー世界ではなく、現代日本に暮らしていたのはぼんやりと覚えている。

　元の世界では少年は、密かに学院の生徒会長に憧れる一人の学生だった。

　彼女は鋭く吊り上がった瞳とキツイ顔立ちが印象的な美人だった。

　絶大な才覚で独裁を振るう彼女は周囲にとって畏怖の対象で、誰も近くに寄せつけぬその人を少年もまた遠巻きに眺めるのが精いっぱいであった。

　そんなある日、少年はホビーショップである一本のゲームを見つけた。

　ジャケットイラストには切り揃えた金の髪に赤いリボンを着けた愛らしい美少女のイラストと、彼女を意地悪い笑みで見つめる赤髪の美女が描かれていた。

　いかにもライバル役と思しき美女は、どこか憧れの生徒会長を彷ほう彿ふつとさせた。

　ターゲットは女性向けのようだが、少年は思わずそのゲーム『プリンセスグロリア』を衝動買いし、敵役の美女を目当てに寝る間も惜しんでプレイした。

　……だが、ライバルである少女・メリアは、どのルートに進んでも救われる展開がなかった。

　主人公である平民出身のリーネをさんざんにイジメては、物語終盤でリーネが王族の血を引くことが判明して立場が逆転し、処刑されてしまうのだ。

　メリアに初恋の人である憧れの生徒会長を重ねていた少年は、ひどく落胆した。

　思わず自分でメリアが救われる真ルートを妄想し、ノートにしたためるほどに。

　将来はラノベ作家になりたい、などと思春期にありがちな夢を描いていた少年は、いつかメリアをヒロインとしたハッピーエンドの物語を作ろうと心に誓った。

『プリンセスグロリア』の全ルートを制覇した数日後、ライトは下校の途中で生徒会長の後ろ姿を見かけた。

　どうしても気になって少し離れて後をつけてゆくと、空き地へと訪れた会長に、一匹の小さな野良犬が尻尾を振って駆け寄ってきた。

　薄汚れた野良犬に蔑んだ視線を送りつつも、会長はカバンを開けてドッグフードを取り出し餌皿に入れてしゃがみ込む。

　よほど腹を空かせていたのか美味そうにドッグフードにがっつく子犬を、美貌をニタリと歪めゾクリとする笑顔を浮かべて見下ろしていた。

「会長……怖いくらい美人だけど、本当は優しい人なのかな？　いいなあ、あの犬……ボクも生まれ変わったら会長の犬になりたいな……」

　知られざる初恋の人の一面を知り、少年は胸が温かくなった。

　だがその時。

　突風が吹き抜け、立てかけられていた鉄骨が崩れて子犬めがけてガラガラッと轟音を立てて落下してきた。

　会長は咄嗟に子犬をかばい、胸に抱きしめる。

　少年も、思わず勢いよく飛び出していた。

　けれども結局は間に合わず、救うどころか一緒に鉄骨の下敷きになってしまった。

　潰される瞬間、憧れていた美少女は少年を一いち瞥べつし、呟いた。

「……役立たずの駄犬ね」

　そして、激しい衝撃と共に少年の意識は完全に途切れた……。




「そっか……。ボクは元の世界で憧れの会長を助けられずに死んじゃって……この謎の空間に飛ばされてから、会長そっくりのメリアお嬢様を助けるために『プリンセスグロリア』の世界をループしているのか……」

　どうしてこんな状況に陥っているのかはわからない。

　初恋の人を救えなかった後悔、ゲーム本編でメリアのハッピーエンドが見られなかった無念が、強烈な悔恨の念となって死後の世界へ向かうことを拒んだのだろうか。

　ともあれ、ライトはメリアがゲーム的にはグッドエンドであるものの彼女にとってはバッドな結末に陥るのを防ぐため、プレイを繰り返しているようだ。

　しかしライトの役どころは、本編におけるモブ扱い。

　メリアが憎らしい悪役令嬢として描かれる証の一つ、全裸で首輪に繋がれ家畜として連れ回されるモブ少年という配役らしい。

「思い出してきた……。なんとかヒロインのリーネちゃんをイジメて処刑フラグが立たないようにメリアお嬢様を諫めたり、捻じ曲がった性格を少しでも変えようと色々とやってきたけど……。結局はかえって逆げき鱗りんに触れて、家畜に堕とされて……そんなボクを憐れんだリーネちゃんが、お嬢様を最終的に処刑しちゃうんだ……」

　自分の存在が、かえってメリアの破滅に繋がっているのだろうか。

　何度も目の前で繰り返され瞼に焼きついて離れない、メリアの処刑寸前の憤怒に満ちた表情が再び脳裏に浮かび、たまらずブンブンと首を振って悪夢を振り払った。

　これ以上メリアの無惨な姿を見せられては、気が狂ってしまう。

　こうなったらもう、なんでもいい。

　正攻法ではなくても、とにかく強引にでもメリアの人生を生存ルートへと捻じ曲げる手段を探さなくては……。

　焦ってキョロキョロと周囲を見回すあいだに、頭上に浮かんだ『リトライ』と『ギブアップ』の文字がチカチカと明滅しはじめた。

「や、やばいっ！　早くリトライしなくちゃ……ああ、でもこのまま初めてもまた同じことの繰り返しだし……」

　血眼になって部屋中を見回していると、不意に壁に描かれた文字と赤いボタンが目に入った。

「ん、なんだこれ？　『周回特典』……あっ！　も、もしかしてっ」

　実際のゲームのように、プレイを繰り返した結果、特典がもらえたのだろうか。

　ボタンを押してみると下から宝箱がせり上がってきた。

　箱を開けば、紫色の宝石が填め込まれた怪しげな指輪が入っていた。

　不安はあったが、どのみちこのままでは望むエンディングにたどり着けない。

　指輪を手に取り中指に填めると、再び頭上に文字がポップアップした。

『改変者の指輪を手に入れました』

「この指輪って……もし『プリンセスグロリア』がエロゲーだったらって妄想した時に考えた、チートアイテムじゃないか。まさか、本当に……？　ああっ、もう時間がないっ。ええい、とりあえずリトライだっ！」

　激しく明滅する頭上の文字を、ライトはジャンプしてタッチする。

『リトライ』を選んだ瞬間、空間がグニャリと歪みライトは再び気を失った……。




「…………ト…………ライトッ！　起きなさいっ！　いつまで寝ているのよ!!」

「うぅ〜ん……あとちょっとだけ……。……んっ？　モガモガッ!?」

　頬を撫でる柔らかな感触に酔いしれて惰眠を貪っていると、突然怒声が響き渡り、口内が埋め尽くされて呼吸ができなくなる。

　慌てて目を覚ますと、口のなかには妖艶な黒のガーターストッキングに包まれた美女のつま先がグポッと突っ込まれていた。

　視線を上げれば、ゴールドのドレスで着飾ったメリアが額に青筋を立てて腰に手を当て、イラついた表情でライトを見下ろしている。

　どうやら朝になっても起こしにこない使用人に腹を立て、サドヒール家の宮殿内の端に与えられたライトの部屋までわざわざ訪ねてきたらしい。

　先ほどまでの心地よさは、どうやら令嬢に顔を甘踏みされていた感触のようだ。

（ああ、今日もメリアお嬢様、怒ってるよ……ブルブルッ。でも、この美脚……スベスベで、とてもセクシーだ……クラクラするイイ匂いがする……はむっ）

　いまだ寝ぼけ中のライトは、無意識にメリアのつま先をチュバチュバとしゃぶりたてる。

「ヒィッ？　な、なにをしているのよ、このヘンタイ！　ケダモノめっ!!」

　さしもの令嬢も予想外だったか、愛らしい悲鳴を上げると、すぐに瞳を吊り上げ美貌を怒りで真っ赤に染めてゲシゲシと少年を何度も足蹴にした。

「いだっ、いだだっ！　も、申し訳ありませんっ。お嬢様のおみ足があまりにも悩ましすぎて、つい……」

　弁明しつつ、女主人の妖艶な美を持ち上げる。

　使用人となりそばに仕える時間が積み重なったことで、メリアの怒りをいち早く鎮めるにはどう振る舞えばよいか、ある程度はわかりはじめていた。

　ライトの読み通り、自慢の美貌を褒められたメリアはツンとした鼻を高々にし、ニヤリと意地の悪い笑みを浮かべる。

「まったく、どうしようもないオスね、おまえは。ま、最下層を這いずっていた愚民にはワタクシの美貌が眩しすぎて、獣じみた行動を取ってしまっても仕方がないのかもしれないわねぇ」

　メリアはニタニタとドＳに微笑み、脚に付着した唾液を拭うようにベッドへ横たわるライトの体をツツーッと撫でてゆく。

『おまえには夜着など必要ないでしょう？』という理不尽な命令により、ライトは人目に触れぬ自室内では裸で過ごすよう厳命されていた。

　メリアの濡れたつま先が胸板を撫で、クリクリと乳首を弄び、やがて盛大に朝勃ちしている股間へと達する。

「ワタクシを前にして、朝からこんなにもブザマにサカッて……やはりケダモノね。恥という感覚はないのかしらぁ？」

「うう、す、すみません……。ああっ、でも……スベスベの足の裏が、気持ちよすぎるぅっ……」

　メリアは生まれながらの支配者の資質で肉竿の感じるポイントを巧みに攻め立て、スリッスリッと肉幹を撫でては亀頭の傘裏を足指でくすぐり、淫猥に弄ぶ。

　湧き上がる恥辱の快感にライトは情けなく身悶え、肉竿をビクビクと震わせパクパクと開閉の止まらない尿道口からカウパーをひっきりなしに垂らす。

「あらあら、今度はカウパーでストッキングが汚れてしまったわぁ。ワタクシの大切な衣服をいくつダメにすれば気が済むのかしら。今日は食事抜きねぇ」

「そ、そんなっ。……ああ、でも……メリアお嬢様にこんな気持ちいい足コキをしてもらえるなら……」

　メリアに拾われるまで、毎日食事にありつける保証もない野良犬同然の生活だった。

　少年は目の前の欲望に正直に、ただただ快楽を求めてしまう。

　しかし苛烈な悪役令嬢が素直に褒美を与えてくれるはずもない。

　美脚には徐々に力がこもり、グリグリと痛いほどに肉竿が踏みにじられる。

「なにを勘違いしているのよ。これは罰なのよ？　なんでも褒美だと勘違いして、この発情オスめっ！　ほらほら、もっと情けなく呻いて反省なさいなっ！」

「うぐうぅーっ！　チ、チ×ポがつぶれるぅ〜っ!!」

　さしものライトも、強烈な踏みつけに快楽を痛みが上回って悶絶する。

　悲鳴を上げる下僕をメリアはニタリと美しくも恐ろしい笑顔で見下ろす。

　が、嗜虐の興奮に酔いしれるあまり、肉竿が限界を迎えたのに気づくのが一瞬遅れてしまった。

　無様なムダ射ちっぷりを高笑いと共に鑑賞してやるはずが、足を離す前に激しい放出が開始される。

「くはあぁぁーっ！　イクッ、メリアお嬢様の足コキで、出るうぅぅーっ!!」

　ドビュッ、ドビュドビューッ!!

　ビチャビチャッ、ネチャネチャァッ!!

「ハヒイィッ!?　な、なにをしているのよおまえはっ！　アァッ、ワタクシの高貴な足が、汚い汁でドロドロのグチャグチャにぃっ……きゃんっ！」

　一瞬にして足裏を塗り潰す粘ついた卑猥な感触に、メリアは放出を繰り返す肉竿から慌てて足を離す。

　だがバランスを崩してしまい、恐ろしい美貌に似合わぬかわいい悲鳴を上げてコテンとスッ転び、ベッドの上に尻もちをつく。

　しかし、なおもライトの射精は止まらない。

　ブリッジするがごとく腰を高く浮かせてビュクッビュクッと濃厚な朝勃ち精子を大量にぶちまけ、女主人の顔面や赤い髪をベチャベチャと卑猥に彩った。

「んぷあぁっ、アヒッ、ハヒィ〜ンッ！　んぷぷ、いい加減になさいライトッ。これ以上汚らしい汁を撒き散らしたら処刑よ、ぷはぁ、止めなさいったらぁ〜っ！」

　主人の命令も、獣の本能である射精の快楽に取りつかれた少年には届かない。

　ライトは背徳の快楽に酔いしれながら、この世で何よりも恐ろしい紅ぐ蓮れんの令嬢を文字通り頭から足の先まで真っ白に塗りつぶしたのだった。




　寝ている間に溜まった欲求を一瞬ですべて吐き出し、圧倒的な快楽の余韻に酔いしれたライトは天井を見上げて呆然としていた。

　すると、いつから身に着けていたのだろう、左手の中指に輝く紫の指輪の宝玉が妖しげな鈍い輝きを放つ。

　そして脳内に響くファンファーレ。

『パパラパッパパーッ♪

　メリアのＭ奴隷レベルが１上がりました。

　Ｍスキル：ザーメンフェチを覚えました』

（……ん？　なんだ今の音。この前も聞いたような……）

　ライトはぼんやりしながら上体を起こす。

　視線の先では、美貌も赤髪もストッキングも、豪奢なドレスまで大量の白濁でドロドロに汚された悪役令嬢がうつむいたままブルブルと震えていた。

「わあぁっ!?　も、申し訳ありません、メリアお嬢様っ！」

　慌てて飛び起きるライトだが、土下座で謝罪するよりも早く、メリアの右手は高々と掲げられていた。

「……何をしてくれてるのよ、このバカ犬があぁぁーっ!!」

　ベチイィィーンッッ!!

「いだあぁぁーっ!?」

　したたかに平手で打ち据えられた肉竿は、懺悔の涙のごとくブビュルルッと残り汁を宙に飛び散らせたのだった。




　ライトは午前中の間、『ボクはお嬢様に粗相を働いたバカ犬です』と書かれた大きな札を首から下げて宮殿の廊下に立たされていた。

　メリアはぶちまけられた白濁汚れを落としに、宮殿内の大浴場を訪れている。

　百叩きを受けた尻はいまだ真っ赤に腫れ上がりヒリヒリしているが、メリアの苛烈な性格を想えば、去勢されなかっただけまだ寛大な措置かもしれない。

　屋敷のメイドたちは主人の逆鱗に触れた少年を憐れみつつも、廊下をすれ違うたびにクスクスと笑みをこぼしていた。

「うう……は、恥ずかしすぎる……。たしかにとんでもないことしちゃったけど……朝勃ち中のチ×ポをお嬢様のスベスベの足でイジられたら、ガマンなんかできるわけないよ……ハァ」

　ライトはブツブツと令嬢へのボヤキをこぼし、大きなため息を吐く。

　以前ならばたとえどんな目に遭わされても自分を拾ってくれたメリアには卑屈なまでの感謝の念しか抱かなかったが、今は胸を沸々と不満の念が渦巻いていた。

　これも、左手に輝く怪しげな指輪のせいだろうか。

　宝玉が放つ紫色の煌めきを見つめていると、霞んでいた記憶が徐々に甦ってゆく。

「そうか……思い出してきたぞ。ボクはまた『プリンセスグロリア』の世界に転生したみたいだ。お嬢様がまだサドヒール家の宮殿に暮らしているってことは、どうやらメロディア魔導学院に入学する前みたいだな」

　令嬢の処刑まで一年の猶予があるとわかり、ホッと胸を撫で下ろす。

　だが、何かを変えなければメリアの苛烈な性格は修正されず、やがて次期女王となるリーネにより王国に仇なす悪役令嬢として再び首を刎はねられるに違いない。

　もう二度と、あんな絶望を味わうのは御免だ。

　どんなことをしてでも……たとえ憧れの令嬢を辱めて怒りを買うことになろうとも、彼女を救ってみせるとライトは誓う。

　結局は、メリアを想ってというよりも、自己満足にすぎないのかもしれない。

　だとしても、ゲーム世界の登場人物とはいえ、初恋相手の面影が滲む大切な人が無惨にギロチンへかけられる姿をこれ以上見るわけにはいかなかった。

　指輪の力で『プリンセスグロリア』の世界を繰り返し幾度も無念を味わった苦い記憶が、転生前のライトには考えられない大胆な決断を選ばせたのだった……。




　たっぷり数時間にわたって湯浴みを楽しんだメリアが戻ってきたのは、ランチタイム前だった。

　ようやく罰から解放されたライトだが、新たな仕置きが開始される。

　ダイニングルームにてテーブルの前で四つん這いになるよう命じられた少年は、令嬢の尻の下で人間椅子と化していた。

「こら、座り心地が悪いですわよ。もっと背筋をまっすぐになさい！」

　メリアの平手がペチンッとライトの尻を叩く。

「うぐっ！　は、はいっ……」

　屈辱に唇を噛みしめるも、今はまだその時ではないと必死に耐え忍ぶ。

　少年の無様な呻きをＢＧＭに、メリアは昼間から贅を尽くした料理を堪能した。

「ところでライト。その指輪はどこで手に入れたんですの？　おまえ風情が分不相応な……まさか、我が家の宝物庫から盗み出したんじゃないわよねぇ？」

　冷ややかに変化した声音に、ライトは極寒の地へ放り出されたかのごとくブルブルと震え上がる。

　指輪はライトにとっての生命線。

　必死で頭を巡らせ、口から出まかせを並べる。

「こ、この指輪は……。以前にメリアお嬢様からいただいたモノではないですか。お嬢様にとっては気まぐれでくださったガラクタかもしれませんが、ボクにとっては命より大切な宝物なんです。どうか、取り上げないでくださいっ……」

　半分は本心がこもっていたため、懇願は真に迫っていた。

　加えて、世のなかすべてを見下しているメリアは他者への関心が極端に薄く些細な事柄は気にも留めないため、ライトの言葉が真実かどうか興味もなかった。

　ただ、それほどまでに大切にしているという事実に、ニタリと意地悪く微笑んだ。

「ふうん。そんなに大事なの。じゃあ……取り上げてしまおうかしらぁ？」

　かえって逆効果だったかとうなだれるライト。

　無様にしょげ返る姿を見て満足したか、令嬢は本当に指輪を没収はしなかった。

「フフン。まあいいわ。ワタクシのプレゼントをそんなにも大事にするだなんて、なかなか感心ですわね。……仕方ない。そろそろ、今朝のことは許してあげましょうか。ほら、食事を取ってもいいわよ」

　機嫌を回復したメリアが、四つん這いのライトの頭を撫でる。

　とはいえ、同じテーブルにつくのを許されたわけではない。

　メリアがパンパンと手を打つと、メイドがペット用の餌皿を運んできて、人間椅子となったままのライトをチラリと見やり顔の前へコトリと置いた。

　肉や芋、野菜がたっぷりと入った煮込みスープから立ち昇る湯気と美味そうな匂いに、朝から何も食べていないライトの腹が刺激されてグキュルル〜と鳴る。

　屈辱の家畜扱いだが、温かで美味な食事を口にできるだけ、孤児時代のひもじさを思えば充分に耐えられた。

「ありがとうございます、メリア様！　いただきます……フー、フー……ズズッ……あっつっ！」

　四つん這いで手が使えないとなれば、アツアツのスープを啜るのも一苦労。

　懸命に息を吹きかけて冷ましては餌皿へ直接口をつけるライトの情けない姿を、メリアは目を細めてニタニタと見下ろす。

「まったく……がっつかないの、はしたない。本当にどうしようもないペットねえ……これからもワタクシが厳しく躾しつけてあげなくては。オーッホッホッホッ！」

　メリアの高笑いを聞きながら、ライトは愛玩動物のごとく尻を振る。

　来きたるべき機会のため、今はただ恥辱と共にスープを飲み込むのだった……。




　ランチを取ると自室のベッドで昼寝をするのがメリアの習慣だった。

　なんとも贅沢で怠惰な生活だが、脂肪はすべて乳と尻へ回りプロポーションがまるで崩れないのが、美の女神に愛された証といったところか。

　メリアが眠っている間は、ライトにも自由な時間が与えられる。

　ライトは宮殿の書庫へやってくると、本棚の奥にある隠し扉のスイッチを押す。

　ゴゴゴ……と鈍い音を立てて本棚がずれて現れた扉を開き、誰にも見とがめられていないのを確認して、地下への階段を下りていった。

　隠し部屋の存在は、かつて足繁く書庫へ通っていた頃に偶然見つけたものだ。

　メリアに不要だと捨てられぬため、一刻も早く使用人をきちんと務められるよう、覚えたての文字をなんとか駆使して書物から様々な知識を学んだのが懐かしい。

　階段を下りた先には、門外不出の禁書がいくつも並ぶ秘密の書庫があった。

　ライトは記憶を頼りに、最奥の書棚に並べられた禁呪について記された古びた書を手に取り、ページをパラパラと捲る。

「え〜と、たしかこの本に……あったっ！　やっぱり、同じ指輪だ……」

　書物に描かれた絵と左手に填まった指輪を見比べ、ライトは確信する。

『改変者の指輪』……触れた相手に自分の体液を浴びせることで、望んだ通りの性質を植えつけられるという禁断のアイテムらしい。

　元は嫉妬に狂った闇の魔導士が想い人を篭絡するために研究を重ねて生み出した呪いのアイテムだと、ページには綴られている。

　どうやらかつてサドヒール家が成り上がった背景にもかかわっているようだ。

　本来なら宮殿の宝物庫にある金庫へ厳重に保管されているため、メリアも実物を見た経験がなく、気づけなかったのだろう。

「いまだに半信半疑だけど……強引にでもなにかを変えなきゃ、またお嬢様が処刑される未来を繰り返すだけだ……。やるしかないんだ……」

　ライトは自分に言い聞かせ、グッと拳を握る。

　左手の中指に填まった指輪も、紫色の宝玉が妖しく煌めき、少年を後押しする。

　一方で、今まで散々屈辱を味わわされてきた憎らしくも愛おしい憧れの令嬢を思い通りにできる興奮に、股間もまた大きく膨らむのであった……。




　深夜。ライトはメリアに命じられ、彼女の寝室を訪れていた。

『ライト。今夜、ワタクシの部屋へいらっしゃい。おまえにはまだまだ躾が必要だわ。たっぷりとカラダに教え込んでア・ゲ・ル……』

　すべらかなゴールドのロンググローブに覆われた長くしなやかな指でツツーッと顎を撫でられ、耳に熱く湿った吐息を吹きかけられての、たまらなく淫靡なお誘い。

　もちろん断る理由などあるはずもなく、ライトはコクコクと何度も頷いた。

　ノックして室内に入ると、いつものように姿見の背後へ回るよう命じられる。

　今夜もメリアは炎の魔術でいともたやすく高価な姿見を溶かし、穴を開けてダメにしてしまう。

　ライトは衣服を脱ぐとゴクリと唾を呑み、これまでにない激しさで天井を向いていきり立っている肉竿を穴へと差し入れ、悪役令嬢の前にさらけ出した。

「あらまあ？　今夜は一段と元気じゃない。オス臭いニオイを撒き散らして……。ワタクシは躾をすると伝えたはずよね。おまえは何を勘違いしているのかしら？」

　メリアは金に輝くツリ目をさらに鋭く細めてニヤニヤと意地の悪い笑みを浮かべ、姿見の前にしゃがみ込むと穴から情けなくまろび出た肉竿に美貌を寄せる。

　フウ〜ッと熱い吐息を吐きかけツンツンと亀頭をつつき、尿道口をパクパクと憐れに開閉させカウパーを垂らす無様な牡のシンボルを楽しげに見下す令嬢。

「ああっ。申し訳ありません、メリアお嬢様。お嬢様のことを考えるとボク、頭がボーッとして、体がアツくてたまらなくて……。もし、お口で愛していただけたらと想像しただけで……くうぅっ！」

　ライトはできる限り情けない声を出し、肉竿をビクビクと憐れに震わせる。

　するとメリアは予想通り、屈辱をさらに煽ろうと上質の手袋がカウパーで汚れるのもかまわずに指先でクリクリと尿道口を嬲ってきた。

「ワタクシの高貴な口で、愛してほしいですって？　ずいぶんと調子に乗っているわね、最下層の平民風情が。ならば望み通り、歯で噛み千切ってやろうかしら？」

　ツルツルの真っ白な歯をわざと大袈裟にカチカチ鳴らしてみせるメリアに、性悪な令嬢ならば本当にやりかねないと、ライトはブルブルッと背筋を震わせる。

　ピクピクと恐れおののく肉竿の根元を、メリアは満面の笑みでキュッと摘まむ。

　さらなる恐怖心を煽ろうと「ア〜ン」と声を出し、大きく開いた口を近づけてゆく。

　性悪なメリアがこの後にどんな行動を取るのか、何度もループしてそばに仕え続けてきたライトには容易に想像できた。

　寸前で口を放して期待を粉々に砕き、さらなる侮蔑を投げかけて想いを踏みにじってくるに違いない。

　だがこれは、千載一遇のチャンス。

　ライトはギリギリまで憐れに勃起を震わせて、初めての口淫への期待に胸を震わせる純朴な少年を演じ、機会を待つ。

　やがてメリアの唇が限界まで近づき熱く湿った吐息が亀頭をくすぐった瞬間、大きく腰を突き出し、グププゥッと令嬢の口穴を埋め尽くした。

「んむっ、んぷぷぅーっ!?　わ、わたくひのおくひに、オスの穢れた肉塊がっ!?」

　予想だにしていなかった事態に、メリアは怒りを覚えるよりも先に動揺が広がり、口穴を塞がれたまま硬直してしまう。

　一方のライトは初めて味わうぬめり蕩ける圧倒的なまでの快感に腰が砕けそうになるが、理性を掻き集めてなんとか堪え、拳を強く握って言葉を絞り出す。

「くうぅ〜っ、アツアツのヌルヌルで、チ×ポがとけるぅっ。……メ、メリアッ！　その高貴な口をオマ×コに代えて、ボクのチ×ポを存分に味わうんだっ！」

　左手に填めた指輪へ唇を重ねて命じると、紫の宝玉がポワッと妖しげな光を放つ。

　ペット扱いしてきた使用人に突然呼び捨てで命令され、メリアは姿見の向こう側に立つ見えないライトを視線で焼き尽くさんばかりにギロリと睨みつける。

「お、おまえはっ！　誰の名前を気安く呼んでいるのよ、愚民風情がっ！　調子に乗ってると、この汚らしいモノを噛みきって……おむむぅっ？　な、なんなのっ？　唇が、オ、オチ×ポから離れにゃい……おくひが勝手に吸いついてひまうぅ〜」

　怒りに任せて思いきりガブリと歯を立ててやるつもりが、ぽってりと悩ましい高貴なる赤い唇はひとりでに長大な肉竿の根元へムチュリと吸いついていた。

　無意識の内に頬はへこみ鼻の下ははしたなく伸び、美貌を崩し口内を淫猥なチ×ポケースへと変えて、ペット扱いしてきた少年の分身を包み込んでしまう。

　炎の魔術を自在に操るだけに熱耐性にも優れているはずが、肉竿から伝わる牡の体温に口内粘膜も舌もジンジンと疼き、自由に動かせなくなる。

　灼熱の怒張が放つ淫熱を少しでも冷まそうと次々に唾液が溢れ、悪役令嬢の口内が淫らな口オナホへと変わってゆく。

「ああっ。メリアお嬢様、なんてイジワルなお方なんだ……。柔らかな唇で根元を締めつけながら、ヌメヌメのお口でチ×ポを蕩かそうとイジメてくるだなんて……。うう、気持ちよすぎてボク、あっという間に射精しちゃいそうですっ」

　指輪の力で無事にメリアの口内を征服したライトだが、あえて怯んでいるふりを装う。

　実際に、初めてナマで味わう女体の感触はあまりにも心地よく、過度な演技など必要なかった。

　ビクビクと口内で打ち震えカウパーをひっきりなしに垂らす憐れな肉塊に、屈辱で煮え滾っていたメリアの胸も嗜虐欲に満ち、溜飲が下がってゆく。

「フフン。そんなにキモヒイイの？　ヒンポがなさけな〜くブルブルひてるわよぉ。ワタクヒのおくひに勝手に侵入した罰よ……ムチュルルッ……もっとブザマな声で鳴かせてやるわぁ……ンポッンポッ！」

　これも『改変者の指輪』の効力だろうか。

　身の程知らずの平民への処罰には火あぶりではなく、男として恥を掻かせてやりたいとのドＳ願望により、淫らな肉処刑が用いられた。

　メリアは赤髪を振り乱して猛然と頭を前後に振りたくり、初めての口淫にもかかわらずジュポッジュポッと卑猥な汁音を立てて苛烈に肉竿をしゃぶり抜く。

（アァッ、ワタクシはいったいなにをしているの……下賤な使用人の体の一部を、自分から咥えるだなんて……。でも、我が物顔で侵入してきた不埒な輩に、吠えヅラをかかせてやらねば気が済みませんわっ。ホラホラッ、もっと先っぽからタラタラと情けなく涙を流して、悶え苦しみなさいっ！）

　姿見に両手を添えてすがりつき、ただ肉竿だけを見つめ、唇をすぼめ頬をへこませてジュパジュパと牡を貪り尽くす。

　口内に広がるカウパーも、牡を無様に屈服させた結果である勝利の美酒に思えてくる。

　貪欲な美獣は体内で燃え盛る牝の肉欲を抑え込むどころかむしろ剥き出しにし、ブチュルルーッと苛烈にカウパーを吸い出してはゴクンッと嚥下する。

「うあぁ〜っ！　お嬢様の口マ×コ、すごすぎるぅっ。カウパーが溢れて止まらない、ザーメンもギュンギュン吸い上げられてますっ。ああ、もしも今、怖いくらいビンカンになってる先っぽを甘噛みされたり舌でイジメられたりしたら……」

　ライトは初めて味わう口淫による鮮烈な快感に身悶えながら、あえて自らの弱点を匂わせる。

　メリアは肉竿を咥えたままニタリとドＳに笑い、カリカリと亀頭に歯を立て、真っ赤な舌をベロッベロッと淫猥にくねらせて執拗に舐めねぶる。

「フフン、そんなにたまらないの？　オチ×ポがビクンビクン震えてシクシク泣きっぱなしよぉ？　ワタクシにイジメられたくて、こんな身の程知らずなマネをしてしまったのね……。本当にどうしようもないバカ犬ねぇ。改めて躾をし直さなくてはいけないわね……ネロッネロッ。カジカジ……ジュプルルゥ〜ッ」

　口いっぱいに広がる濃厚な牡の味も、普段なら吐き出すところだろうが、発情に火照った肢体にはたまらなく美味に感じられた。

　亀頭の傘裏を舌先でくすぐり、裏筋をなぞり、尿道口をほじってカウパーを啜る。

　早くもドＳな口淫攻めのテクニックを開花させた悪役令嬢に、ライトは姿見の背面にしがみついて腰を震わせるばかり。

（ハァン、楽しいわ、なんてイイ気分なのっ！　相手が平民風情というのが気に入らないけれど……。いいえ、そもそもワタクシ以上に高貴なオスなど存在しないのだから、誰が相手でも同じことよね。むしろ、この子はペット……いいえ、オモチャにすぎないのだもの。ワタクシを悦ばせて然るべきなのよ、オホホホッ♪）

　そう。貴族だろうと平民だろうと、メリアの前では等しく地面にひれ伏すべき下層の存在にすぎない。

　ならば、使い慣れた玩具こそが丁度よいに決まっているのだ。

　そう自分に言い聞かせて山より高いプライドを守り、メリアはこみ上げる肉欲のままひたすらに肉竿を貪る。

　次第に身体が熱くてたまらなくなり、ドレスの胸元をグイッと引っ張り下ろして、ツンと自慢げに前方へ突き出た流線型を描く美巨乳を自らさらけ出す。

　発情にプクプクと膨らんだ真っ赤な乳輪とピンピンに尖った乳首を冷たい鏡面に押しつけ、ズリズリと擦りつけて慰めつつ口淫へ一心不乱にのめり込む。

　もたらされるあまりの快感に、ライトは腰から下が痺れ脳もふやけてゆく。

　このまま溺れきってしまいたい想いに駆られるが、一時の快楽に流されては、やがて正気を取り戻した主人による処刑が待っているだけ。

　互いの関係を決定的に変える次の一手を打つべく、ライトはこみ上げる強烈な射精衝動に歯を食いしばって堪え、メリアに限界を告げる。

「ああっ、メリアお嬢様っ。ボクもうイキます、口マ×コに射精しますっ。このまま出してもいいですかっ」

「ンボッンボッ……またワタクヒの高貴なるおくひを、くひマ×コなどとっ！　おまえのような下賤な犬風情が、ブポブポッ、穢してよいはずがないでしょっ！」

　当然のごとく拒絶されるが、想定内。

　ライトはさらに言葉を重ね、悪役令嬢のプライドをくすぐる。

「そんなぁ……。あっ、もしかして怖いのですか、口マ×コでイッてしまうのが？　初めてのフェラで発情しまくりだし、ドロッドロのザーメンをぶちまけられたら、マゾに目覚めてゴックンアクメしちゃいそうだもんね……仕方ないですよね……」

　わざと大袈裟にため息を吐き、挑発的に肉竿を震わせるライト。

　見下ろされるのが何より許せないプライドの高い悪役令嬢は、カチンときたかこめかみにピクピクと青筋を浮かせ、金に輝く瞳を恐ろしいまでに吊り上げる。

「んももっ、な、なんれひゅってぇっ!?　ワタクヒがマゾなどという、下等な存在なはずがないでひょ！　どこまでも調子に乗ってぇ……この駄犬がっ！　いいわ、やってみなひゃい！　しょの馬鹿げた勘違いを正してやるわ！」　

　売り言葉に買い言葉、メリアはたやすく挑発に乗ってしまう。

　激昂し怒りで燃える胸の奥底には、牡の迸りを味わってみたいという淫らな牝の願望が沸々と湧き上がっていたのかもしれない。

　ベッタリと姿見に貼りつき、ひしゃげるほど美巨乳を押しつけて勃起乳首が擦れる快感に身を捩りながら、さらにグッポグッポと苛烈に肉竿を貪り尽くす。

「くあぁぁ〜っ！　メリアお嬢様の鬼フェラ、ヤバすぎるぅっ。ああっ、イキます、ボクのチ×ポの負けですっ。射精してしまいますうぅっ！」

「ンッポンッポッ、オーッホッホッホッ！　先ほどのナマイキな口はどこへ行ったのかしらぁ？　ほらほらっ、さっさとブザマに敗北の証を撒き散らしてしまいなひゃいっ！　ブジュルルルゥ〜ッ!!」

　ビクンビクンと暴れ踊る肉竿に自らの勝利を確信し、メリアは勝ち誇った顔で唇をすぼめ頬を限界までへこませ、全力で口内に満ちた淫液ごと肉竿を吸引する。

　ライトは目もくらみ脳が痺れる最大級の快感にガクッガクッと悶絶し、それでも懸命に放出を耐えて左手に填めた首輪を口へ寄せる。

「くうぅぅーっ!!　イクよ、メリアッ。ザーメンをチ×ポからゴキュゴキュ直呑みしながら、アクメするんだっ！　マゾに目覚めて、ボクのチ×ポのトリコになれぇっ!!　うはあぁぁーっ!!」

　紫の宝玉に唇を重ねて命じた瞬間、狂おしい射精衝動も限界を迎える。

『改変者の指輪』がポワワッとひときわ眩く輝くと、物凄い量の白濁が尿道をゾワゾワと勢いよく駆け昇り、尿道口からブビュルルルーッと噴射した。

「んもももっ、もひいぃぃーっ!?　おくひに、汚らわしい汁があふれてぇっ？　ンポポッ、ど、どうひて？　唇が、オヒンポから離れにゃいぃっ。ドロドロのオスくひゃいザーメンに、むぐぐっ、ワタクヒが塗りつぶひゃれりゅぅ〜っ!?」

　口いっぱいに広がる汚辱感に、メリアはたまらず射精肉棒から逃れようとする。

　しかし妖艶な赤い唇は脈打つ太い肉竿に吸いついて剥がれず、グツグツと煮えたぎった灼熱の白濁がドパドパと容赦なく口内を埋め尽くしてゆく。

　舌が、内頬が、口内粘膜すべてが粘つく卑猥な感触でこってりと塗りつぶされる。

　脳みそまでグジュグジュと溶け崩れてゆく得も言われぬ感覚に、メリアはペタンと絨毯にへたり込む。

　豪奢なドレスのスカート内では、恥丘を覆う妖艶な黒下着にグジュリと濡れ染みが広がる。

（おひいぃ〜っ……舌がぁ、頬がとけりゅぅ……。くひのなかが、駄犬の汚らしい汁でいっぱいぃ……。うえぇ……吐きそうだわ、きもひわるくてたまらにゃいぃ……。ああ、なのにどうして……？　喉が疼くぅ……胃が震えるぅ……マズイはずのザーメンを、ライトのオチ×ポミルクを呑んでみたくて仕方がないのぉ〜っ！）

　口内を白濁で埋め尽くされ、鼻腔も逆流した精臭で充満して、息苦しさが限界を迎えたメリアの喉はとうとう勝手にグビリと動く。

　生存本能に駆り立てられてついゴクリとわずかに一滴だけ嚥下した結果、指輪の効力によって恥辱が背徳の興奮に裏返る。

　気づいた時には、メリアは放出の続く肉竿を猛然とむしゃぶりゴキュゴキュと白濁汁を直呑みしていた。

「くあぁ〜っ！　イッてる最中のチ×ポ、しゃぶり抜かれてるっ。イキッぱなしで止まらない、射精しっぱなしになるぅっ！」

「ムジュッ、ムジュルルッ！　おしゃぶりするたびに、ンクッンクッ、ドロドロがどんどん溢れてくるわぁっ。ジュルジュル〜、ゴッキュンッ！　ぷぁひぃ〜っ？　喉がふやけりゅぅ、おなかが焼けりゅぅ〜っ！　ンホオォォ〜ッ、イクッ、イクゥッ！　このワタクヒがぁ、下賤なペットのザーメンミルクでイクウゥゥ〜ッ!?」

　メリアの瞳がクルンと裏返り、天井を陶然と見上げてふわふわと揺らぐ。

　絶頂に呑み込まれてもなお唇をすぼめて肉竿から離れない獰猛な悪役令嬢に、ライトは達成感に酔いしれながらも間断なく襲いくる射精快楽に悶絶する。

「や、やったっ！　ボクのザーメンでゴックンアクメしたぞっ。これでメリアお嬢様はボクのマゾ奴隷だ……うひぃっ？　お、お嬢様、ちょっと待ってくださいっ。そんなにしゃぶられ続けたら、あうぅ、チ×ポが痺れてこわれるぅ〜っ！」

「ジュパジュパッ、うるひゃいわねっ。黙ってもっとザーメンを出しなひゃいっ！　ゴキュンゴキュンっ、アァッ、またイキュッ！　ザーメンで喉がイキュウッ！　ワタクヒがマゾだなんて、おまえの奴隷だなんて認めにゃいわっ！　駄犬のオチ×ポになど屈するはずがにゃいわ、ひゅもおぉ〜、イキュウゥゥ〜ンッ!!」

　苛烈に貪られ続けた結果、ひときわ濃厚な塊がドビュルルッと噴き出し、メリアの喉にベチャリと貼りつく。

　メリアは白い首をヒクヒクと痙攣させ、息苦しさの奥に潜む倒錯の絶頂感に酔いしれる。

　呆然と姿見に目をやれば、いつもつまらなさそうに世のなかを見下していたツリ目がすっかり潤み、トロ〜ンとなんとも幸福そうに垂れ下がっていた。

　すべてを踏みつけて生きてきた悪役令嬢は、姿見の向こうに立つ逞しい少年の姿をぼんやりと思い浮かべ、うっとりと鏡面にすがりつく。

　呑み込みきれずに口端からダラダラと垂れこぼれた白濁で淫猥に汚れた美巨乳をムニムニと鏡面に擦りつけ、口内で震える肉竿を愛おしげに舌で舐めねぶる。

　素直になれぬ口の代わりに、ドレスのスカートに隠された秘所からプシャッと絶頂の飛沫が噴き上がる。

　メリアの肉体は犬と見下していた少年を新たな主として認めたのだった……。




『実績が解除されました：精飲

　メリアのＭ奴隷レベルが１上がりました』




　これほどまでに強烈な快感を味わうのも、長く大量に射精したのも初めてだった。

　頭の奥で響くファンファーレの音を呆然と聞きながら、ライトはすべてを忘れて口淫による放出の余韻にしばし酔いしれていた。

　が、股間から再び快感が湧き上がり、たまらず腰を震わせる。

　どうやら口内の白濁をすべて呑みつくしたメリアが、さらなる精液を求めて貪欲に肉竿へ貪りつきはじめたようだ。

「うはぁっ？　ちょ、ちょっと待ってくださいメリアお嬢様。ストップッ！」

「んもっんもっ……なによぉ……もっとドロドロミルクを出しなひゃいったら」

　唇をすぼめて肉竿を離そうとしないメリアをなんとか振りほどき、ライトは腰を引いてヌポンッと口穴から抜き取る。

　ふう〜っと満足げに大きく息を吐くと、ようやく姿見の後ろから出た。

　メリアははだけたドレスの胸元から美巨乳がプルンッとこぼれ出たまま、なおも肉竿に熱い視線を絡みつかせている。

　初めて目の当たりにする女のナマ乳に、ライトはゴクリと唾を呑む。

　肉竿も再びムクムクと鎌首をもたげてゆく。

　視線に乳房が疼いたか、メリアはフルフルっと肢体をくねらせる。

　同時に緩みきった理性も戻ってきたか、沸々と湧き上がる怒りで美貌が歪み、金の瞳が徐々に吊り上がる。

「な、なにを見ているのよっ！　誰が見てもいいと言ったかしら!?　よくもやってくれたわねぇ、ライト……覚悟はできているのかしらぁ……？」

　ユラユラと立ち上りはじめた赤髪と美しくも恐ろしい微笑に、ライトは思わずヒッと悲鳴を漏らして息を呑む。

　ゴールドのロンググローブに包まれた右手に、ボワッと灼熱の炎が宿る。

　ライトは慌てて左手の指輪に口を寄せ、悪役令嬢の怒りで焼き尽くされる前に新たなる命令を下した。

「メ、メリアッ！　ボクに向かって炎の魔術を使っちゃダメだよっ！」

「また呼び捨てにしたわねっ!?　身の程を知りなさい、愚民がっ!!　……あ、あら？　どうして炎が出ないのっ？」

　すんでのところで『改変者の指輪』が妖しく煌めき、メリアの魔術を、というよりも少年に向けられた怒りの炎を鎮火したようだ。

　ライトはホッと胸を撫で下ろすと、生まれて初めて不発に終わった右手を困惑顔で見つめるメリアに近づき、手のひらに肉竿を握らせる。

「あっつっ！　手のひらに熱が残ってるや。危なかったぁ……あとちょっとでチ×ポが消し炭になるところだった。ダメですよ、お嬢様。大好物のザーメンが出てくるチ×ポがなくなっちゃってもいいんですか？」

　ライトはすべらかな布地に包まれたメリアの手を用いて、唾液やカウパー、残滓で卑猥にぬめる肉竿をヌコッヌコッと扱かせる。

「フ、フンッ！　ワタクシはこんなモノ、なくたって……ゴクッ……。アァッ、ダメよ、なくなるなんてダメ！　おまえのチ×ポもザーメンもワタクシのモノよっ」

　プライドから強がって見せたメリアだが、すぐに欲望を抑えられなくなり、自らゴシュゴシュと激しく肉竿を扱き上げつつ亀頭へ美貌を近づけてゆく。

　もはや男根しか目に入らぬ様子の、瞳にハートマークを浮かべ舌を垂らして発情顔を晒す貪欲な悪役令嬢。

　ライトも再び興奮が湧き上がり、肉竿がグングン硬度を取り戻してゆく。

（ああ、発情したメリアお嬢様、エロすぎるっ！　このまままたチ×ポに貪りつかれたら、さっき以上にきっと気持ちよく……。いや、ダメだダメだっ。ボクはこの根性曲がりの性悪令嬢を、『調教』しないといけないんだから……）

　悪役令嬢の破滅フラグを回避するためには、ジコチューでワガママな性格をなんとしても矯正せねばならない。

　かといって、正攻法ではどうにもならぬことはこれまでのループで経験済み。

　ならば、たとえメリアの意志を無視してでも、都合よく手に入れたチートアイテムの能力を使うしかないのだ。

　ライトは夢中になって肉竿を扱くメリアの前に一歩進み出ると、カウパーの滴る亀頭をツンと高い形よい鼻へグリッと押しつけた。

　途端、鼻腔にムワンッと充満する強烈な肉臭といまだこびりついた精臭。

「ふごぉっ!?　お顔に穢れたカウパーがっ？　ぷひぃっ、ワタクヒの完璧な鼻が潰れりゅぅ〜っ！　な、なんてマネをするの、この駄犬っ！　ゆるさにゃいっ、ハァハァ、ゆるしませんわよぉ〜っ。スンスンッ、むほおぉ〜っ！」

　ギラギラと瞳を燃え立たせてライトを睨みつけるメリアだが、顔を背けるどころか自分から鼻を亀頭に押しつけて牡臭を嗅ぎまくっている。

　言動と行動があべこべなメリアが愛らしく思えてならず、ライトは笑みを浮かべてつややかな赤髪を撫で、新たな命令を下す。

「へへっ。本当にチ×ポが大好きになっちゃったみたいですね。さあ、しっかりボクのチ×ポ臭を覚えてください。ニオイだけでアクメできるようにね」

「フ、フンッ！　ワタクシがおまえなどのニオイで、ハスハス、絶頂などするわけがないでしょ。あまり調子に乗っているとこの汚らわしいモノを噛みきって、ふごごぉっ、グリグリらめぇっ！　イキュッ、下賤なチ×ポ臭でイキュウゥ〜ッ!!」

　睨みつけてくるメリアだったが、ライトの指輪がポワァッと光を放つと、いともたやすく絶頂してしまった。

『Ｍスキル：匂いフェチ（チ×ポ・ザーメン）を覚えました。

　メリアのＭ奴隷レベルが１上がりました』

　頭上に再びウインドウが浮かんでくる。

　メリアは肢体から力が抜けたか、へなへなと床に突っ伏してしまう。

　散々自分を駄犬扱いしてきたくせに、同様に無様な獣の四つん這いポーズを取る悪役令嬢を、ライトは溜飲が下がる想いでニヤニヤと見下ろす。

　するとドレスのヒップがぼんやりと光っているのに気づいた。

　ゴクリと生唾を呑みスカートを捲り上げれば、悩ましいハート型を描くキュッと上がった白桃のごときみずみずしい美尻が露わになる。

　恥丘にはぐっしょり濡れそぼった極小の黒いセクシーランジェリーが貼りついている。

　下着からこぼれ出た尻たぶには左にＭの文字、右に数字の『４』が鈍い光を放って浮かび上がっていた。

「ああ、これがメリアお嬢様のお尻……なんてキレイで、いやらしい形なんだ……。それにしても、この数字はなんだろう……？」

　謎の文字と数字に首を傾げながらも、ライトの手は無意識に尻たぶへ伸びる。

　手のひらに吸いつく極上の柔らかさを堪能しグニッグニッと揉みしだくと、呆けていたメリアがピクピクッと身悶えた。

「み、見るなと言っているでしょっ。おまえごときが究極の美を誇るワタクシのボディに触れてよいと思っているの、アンアンッ。こ、こらっ！　そんなに乱暴に掴んだらパーフェクトな形が崩れてしまうでしょ、ヒアァンッ」

　叱りつけるものの、声音に甘ったるい喘ぎが滲んでいる。

　チートな指輪によりライトの調教スキルもまた目覚めたか、肉竿をくすぐる熱い吐息から、メリアが愛撫で感じているのだと確信できた。

　美尻を揉みたくる手は離さぬまま、ライトは四つん這いのメリアの前で膝立ちになり、美貌へ勃起をズリズリと擦りつける。

「ほひいぃ〜っ？　お、おやめなひゃいっ！　ワタクシの高貴な顔に、ふごふごっ、オチ×ポのくひゃいニオイが染みついてしまったらどうしてくれるのよぉっ」

「そう言いながら、カワイイ子ブタちゃんみたいに鼻がふぐふぐ鳴りっぱなしですよ。ザーメンフェチで匂いフェチ……メリアお嬢様はとんでもないドＭだったんですね。なら、こういうのも好きかな？　それっ！」

　ライトは調子に乗り、愛撫で桃色に染まったメリアの尻たぶをペチンッと平手でぶった。

　その瞬間、生まれてこのかた誰にも手を上げられた経験のない箱入り令嬢は驚きと衝撃に大きく目を見開き、ガクガクッと全身を激しく痙攣させた。

「アヒイィィーンッ!?　……ぶ、ぶたれた……このワタクシが、駄犬に……最下層の愚民などにぃっ……！」

　尻に走った痛みと熱は脳天までビリビリッと痺れさせ、メリアはすっかり硬直してしまう。

　捲れ上がったスカートから覗くスラリと長い美脚もブルブルッとわななき、やがて黒下着のクロッチから飛沫がプシャッと噴きこぼれた。

　尻たぶに刻まれた数字が、『４』から『５』へゆっくりと変化する。

　ライトはようやく数字が何を意味しているのかを理解した。

「ああ、すごいっ。お嬢様、お尻を叩かれただけで潮を噴いてイッちゃった。……そうか、わかったぞ。この数字は、メリアお嬢様のドＭレベルなんだ。イジメられてアクメしながらマゾに目覚めるほど、増えてゆくんだっ！」

　左手の指輪がライトの推測を肯定するかのごとくパアァッと輝く。

　しかしメリアはブンブンと首を横に振って否定する。

「イ、イッてなんていないわっ。なにを勘違いしているのよ、この駄犬っ！　選ばれた存在であるワタクシが、マゾなどというイジメられて悦ぶ無様な牝のはずが、ハヒィンッ！　ま、またぶったわねぇっ？　アヒッ、アヒンッ！　いっぱいぶたれてるっ、お尻が腫れてしまうぅ〜っ！」

　怒りを露わにしたメリアが食ってかかろうとするたび、ペチンッ、ペチンッとライトの平手が尻たぶを打ち据える。

　湧き上がる痛みとジンジンとした熱が、甘い痺れに呑み込まれて倒錯の快感へ裏返ってゆく。

　ライトはメリアのランジェリーに指をかけ、クイと横へずらす。

　さらけ出されたぽってりと悩ましく膨らんだ恥丘の中央では、縦長の秘唇がすっかりだらしなく楕円形にほころび、パクパクと物欲しげに開閉を繰り返していた。

「嘘をついてもダメですよ。ほら、やっぱりオマ×コは悦んでる。ああ、これがメリアお嬢様のオマ×コ……。パックリ開いた穴の奥で、真っ赤な肉がグネグネ蠢うごめいて……ダラダラ涎を垂らしてる……。なんて欲張りで、いやらしい穴なんだ……」

　テラテラとぬめり光って蠕ぜん動どうを繰り返す淫肉はあまりにも生々しく淫らで、ライトはゴクリと息を呑む。

　興奮で脳がカァッと沸騰し、肉竿にドクドクと激しく血流が流れ込む。

　顔に押しつけられた怒張からムワッとひときわ濃い肉臭が立ち昇り、メリアは瞳をクルンと上向かせてピクピクッと悶絶した。

「むほおぉ〜っ？　オチ×ポ臭がますますキツくぅっ……。ゆ、ゆるせないわっ。ワタクシの許可なしに、一番大切な場所を……オ、オマ×コを見るだなんて……。しかも、ハァハァ、興奮してオチ×ポをますます反り返らせるだなんてぇっ……」

　恨みがましく呟きながらも、自らの秘所がライトを魅了したのが誇らしいのか、メリアはフリッフリッと無意識に悩ましく美尻を左右へ揺すりたてる。

　ツンと高い鼻をふぐりに埋めてクラクラくる濃密な牡臭をふぐふぐと嗅いでは、秘唇をグニュグニュと淫猥に蠢かせ蜜を垂らしてさらなる恥辱の興奮をねだる。

「うはぁっ！　タマ臭をいっぱい嗅がれてる……メリアお嬢様も興奮してるんだ。オマ×コも、イジメてほしいんですね……。触っちゃいますよ……誰も触れることを許されない高貴な穴に……使用人にすぎないボクが、指をっ」

「ダメッ、ダメよっ！　ゆるさないわ、もしそんなマネをしたら処刑よ！　そこはおまえのような下賤なオスが触れてよい場所ではないわっ。いずれこの国の女王となるワタクシの聖なる穴を、駄犬などに穢されるわけには、アヒイィィ〜ンッ!?」

　どれだけ権力をちらつかせようと、肉欲にとりつかれた牡を留めることなどできはしない。

　ライトの中指はヌプヌプと膣口に侵入し、ヌッポリと奥まで差し入れられた。

　発情に疼く淫肉を内から撫でられる快感に加え、女の最も大切な部分を下等な牡に穢された狂おしい恥辱が背徳の興奮へと裏返り、混ざり合って燃え上がる。

　四つん這いのメリアはグイィッとおとがいを反らし、目を剥いてガクガクッと激しく痙攣する。

　押し広げられた膣穴からプシャプシャと熱い飛沫が飛び散り、尻たぶに浮かんでいた数字が『５』から『６』へと書き換わった。

「ああっ、これが女の子の、オマ×コの感触なのかっ。グチュグチュでトロトロで、いやらしすぎる。指を入れてるだけで、気持ちよすぎてチ×ポまで溶けちゃいそうだ……」

　ライトもまた中指にまとわりつくぬめり蕩ける淫肉の感触にたまらず腰を震わせ、亀頭の先端からピュルピュルッとカウパーを撒き散らす。

　もはや少年は、自分を抑えられなかった。

　メリアの膣穴に中指をヌプリと差し入れたまま、豪奢なドレスに包まれたしなやかな肢体をくびれた腰に左腕を回してギュウッと抱き寄せる。

　しっとりと汗の玉が浮いた白い首筋に鼻を埋めて、高貴なる令嬢の芳しい匂いを存分に嗅ぎまくる。

　ドレスの胸元からこぼれ出た美乳が胸板に当たって潰れるプニプニと柔らかな感触を堪能しつつ、赤く色づく尻たぶをグニッグニッと執拗に揉みしだいた。

「アンアンッ！　は、放しなさいこの駄犬っ。ワタクシを誰だと、ヒアァァ〜ッ」

　ライトの肩に両手を置いて振りほどこうとするも、膣壁を指にゾリッと撫で上げられるとたちまち腕から力が抜け、逆にへなへなとすがりついてしまう。

　昨日までは常に主人の機嫌を窺い小さく縮こまっていた少年の体が、今日はずいぶん大きく逞しく思える。

　ガチガチにそそり立った剛直が露出した縦長の形よい臍穴にゴリゴリと当たり、まるで狙いをつけられたかのようで、子宮がキュウンッと切なく疼いた。

「放しませんっ！　だってお嬢様のオマ×コは、こんなにもウネウネクニクニと、切なくおねだりしまくってるから……。本当はずっと、誰かにイジメてほしかったんですよね？　でもプライドが邪魔して、素直になれなかったんでしょう？」

　ゾリッゾリッと中指の腹で濡れた媚肉を撫でつつ、ライトはメリアの潤んだ金の瞳を覗き込む。

　主人を想う真摯な少年の視線にドキンと胸が震えたメリアだが、プイと顔を背けて否定する。

「フ、フンッ。何をバカなことを……。ワタクシはいずれこの国を、この世界を支配し、すべての民の上に君臨する女なのよ。イジメられたいなどと、下らない願望を抱くわけが……アッアッ。そこはダメよっ、刺激しないでぇ〜っ」

　ライトの指先が、膣の上壁にある鋭敏な突起が密集した性感帯、Ｇスポットを探り当てる。

　執拗な愛撫に悪役令嬢のプライドはたちまちヒビ割れ、甘ったるい喘ぎをこぼしてペット扱いしてきた少年にしなだれかかってしまう。

　快楽に脳が痺れツリ目がトロンと垂れ下がってきたメリアに、ライトはねちっこく尻を揉みしだきヌプヌプと膣愛撫を続けながら囁きかける。

「大丈夫ですよ、メリアお嬢様……。ボクにはすべてをさらけ出してください。ボクは絶対に裏切ったりはしませんから。ボクの望みは、お嬢様の幸せだけです。ドＭなお嬢様が最高のアクメを迎えられるよう、お手伝いをさせてくださいっ」

　ライトはメリアの形よい耳を舌でなぞり、耳穴に舌先をツプツプと差し入れネロネロと舐めねぶる。

　想像もしていなかった箇所に広がるぬめる感触と脳内にこだまする卑猥な汁音に、メリアは大きく目を見開き瞳を上向かせてピクピクと身悶える。

「オッオッ、み、耳を舐めるだなんてぇっ。な、なんて破廉恥なマネを思いつくのよ、本当に発情した獣だわぁ、あひぃ〜っ。……し、信じられるものですか。おまえもどうせサドヒール家の財産や家柄を狙っているのでしょう。ワタクシに理解者など必要ない、はひいぃ〜っ？　か、顔までペロペロ舐められてるわぁっ」

　どこまでも頑ななメリアの心を解きほぐすべく、ライトは恥を捨ててペットになりきる。ベロッベロッとすべらかな頬やおでこなど、顔じゅうをひたすら舐め回す。

　やがて美貌に唾液を塗りたくられる汚辱感がＭ性を刺激したか、悪役令嬢のキツい面差しもだらしなく緩みはじめた。

「んふあぁ〜っ？　お、おまえというオトコは、本当に人として一片のプライドも持ち合わせていないのね……。クスッ。なんだか、バカらしくなってきたわ。いいわ、ならばやってみせなさい。ワタクシを最高に心地よく酔わせてみせるのよ」

　想いが伝わったのだろうか。

　顔じゅうをテラテラと濡れ光らせたメリアは、両腕をライトの首に絡めて挑発的に目を細める。

「ライト、おまえはワタクシの愛玩動物、肉玩具。ただの所有物にすぎないの。モノの前で自分を取り繕うなど、微塵も必要ない……そういうことでしょう？　さあ、ワタクシを愉しませなさい。ただし……出来の悪いオモチャは、燃やすわよ？」

　メリアの手が、キュッと肉竿を握る。

　魔術は禁じたはずなのに、金の手袋に包まれた手筒がカァッと熱を持ち、急所を握られたライトはブルブルッと体を震わせた。

「は、はいっ！　必ずお嬢様を、マゾアクメで満足させてみせますっ」

　ライトは力強く頷くと、ドレスからこぼれ出た美乳に顔を近づけ、大口を開けてパクリとかぶりつく。

　ハリのある乳房をジュパジュパと思うさまむしゃぶりながら、膣穴を右手の中指でグチュグチュと掻き回し、空いた左手はメリアの尻たぶをペシィンッとぶった。

「ハアァ〜ンッ！　乳房に吸いつかれているわっ、駄犬に貪られてるぅっ。アンアンッ、噛むんじゃないの、完璧な形が崩れてしまうでしょっ。アヒィ〜ッ、吸われて伸びちゃうぅ〜っ！　オマ×コも、アッアッ、お尻もアツイわぁっ！」

　強烈な乳ねぶりにより湧き上がる初めての快感に身悶えるメリアを、さらに膣愛撫と尻叩きで追い込んでゆく。

　元より我慢のできない性格である悪役令嬢は、とうとう己を剥き出しにしてダイナミックによがり鳴きはじめる。

　いつもは恐れすら感じる冷たい美声もすっかり熱を帯びて甘く蕩け、ライトの耳朶を悩ましくくすぐり、興奮がグングンと引き上げられる。

　ライトは夢中になって勃起乳首を歯でこそぎ、処女膣に容赦なくズポズポと指を突き立て、スパンッスパンッと腫れ上がるまで美尻を打ち据える。

「オヒィッ、アヒィンッ！　炎を自在に操るワタクシが、こんなにも身体を燃え上がらされるなんてぇっ。おひりがイタイわ、ズキズキするぅっ！　ワタクシをこんな目に遭わせる身の程知らずの駄犬が、ンッンッ、憎らしくてたまらないはずなのにぃっ。オマ×コのナカが疼いて、おかしくなりそうなのぉ〜っ！」

「うあぁ〜っ。指がオマ×コにしゃぶられまくってるっ。もしチ×ポだったら、あっという間にイカされてたよ……。お嬢様、もうイキそうなんですねっ。思いっきりイカせてあげますから、遠慮せずに最高のドＭアクメをキメてくださいっ！」

　指輪の効果だろうか。女体に触れるなど初めての経験だというのに、どこを弄ればメリアがどう反応するか、手に取るように理解できた。

　憎らしくも愛しくてたまらない悪役令嬢に至上の悦楽を届けるべく、ライトはピンピンにはしたなく尖りきった勃起乳首へガリッと鋭く歯を立てる。

　秘唇の付け根でチョコンと顔を出した陰核を親指と人差し指でギュッと摘まみ、膣壁のアクメスポットを中指でゾリゾリッと強烈にこそぎ上げる。

　あらゆる性感帯から弾ける鮮烈な快感にメリアがビクビクンッと全身を大きくのたうたせると、トドメとばかりに尻たぶをベチィンッと思いきり打ち据えた。

「ヒギイィッ、キャヒイィィーンッ!?　イクッイクッ、イックウゥゥゥーッッ!!　オッオッ、お乳がイクッ！　クリがイクッ、オマ×コがイクゥッ！　お尻をぶたれて、ブザマにイクウゥゥーーンッ!!」

　メリアはライトの腕のなかで背骨が砕けんばかりにグイィーッと大きく仰け反り、脳天から落雷を受けたかのようにガクガクッと激しく痙攣した。

　グネグネッとうねり暴れる膣穴からブシャッブシャッと噴水のように絶頂の証を撒き散らし、ドＳな美貌を完全に崩壊させてベロォ〜ッと舌を垂らしアヘ顔を晒す。

　三点攻めが功を奏したか、尻たぶに浮かび上がった数字は一気に『10』まで上昇していた。

「ああっ、メリアお嬢様がイッてるっ。キレイでコワイ顔をグチャグチャにして、ボクの愛撫でイキまくってるっ！　うう、うれしくてたまらないよ、最高の気分だっ。もっと、もっとイカせてあげたいっ！」

　目の前で繰り広げられる憧れの令嬢の凄艶な痴態に、ライトの劣情も狂おしく燃え滾る。わななきの止まらぬ膣穴から中指をチュポンと抜き取ると、愛液塗れの手で美巨乳を形が変わるほどグニッグニッと揉み搾る。

　左手は尻叩きの連続で腫れ上がった尻たぶをグニュグニュとわし掴む。

　絶頂の波が引ききっていない肢体にさらなる苛烈な快感を送り込まれ、さしものメリアもおののいた表情を浮かべ、ライトの胸を力なくポコポコと叩く。

「アヒイィッ！　おやめなひゃいっ、もういいったらぁっ！　ワタクヒ、まだアクメが続いているのよっ。これ以上されたら、ヒギュウゥ〜ッ!?　またイクッ、おチチもおひりも、イキっぱなひになりゅぅ〜っ！」

「まだまだこれからですよっ。メリアお嬢様のマゾボディは、攻められれば攻められるほどアクメが深く激しくなってゆくはずです。イッてる最中のオッパイをギュッて搾られて……ほらっ、乳首がピンピンにマゾ勃起してますよっ。任せてください、もっともっと、ボクがお嬢様をイキまくらせますからっ！」

　ライトはメリアの虚飾に彩られた言葉よりも肉体が示す剥き出しの反応を信じ、ヒクつきの止まらぬ肢体に遠慮なく快楽を上塗りしてゆく。

「アッアッ、おチチがはじけりゅぅっ、お尻が焼けりゅぅっ！　ワタクシのすべてが、台無しになりゅぅ〜っ！　もうらめぇっ！　これ以上は、ゆるひてぇ〜んっ」

　あまりの快楽地獄に、メリアは生まれて初めて他者に許しを乞うた。

　しかしライトはその悲痛な叫びも、素直になれぬ悪役令嬢が淫欲の宴を盛り上げる演出だと思い込む。

　結局、メリアの尻に刻まれた数字がさらに二つアップするまで、飽きることなく愛撫で攻め続けたのだった。




「おまえというオスはっ！　よくもワタクシに恥を掻かせたわねっ！」

「うひいぃ〜っ！　お、おゆるしくださいお嬢様ぁっ！」

　連続絶頂にぐったりと疲れ果てた様子のメリアを、ライトは抱き上げてベッドまで運んでやった。

　汗塗れのドレスを脱がせて「次はどうしますか？」と尋ねたところで、どこにそんな力が残っていたのか、ライトは蹴り飛ばされてベッドの上にひっくり返った。

　素早く立ち上がったメリアはライトの両足を取り股を開かせ、黒のストッキングに包まれた美脚で股間をグリグリと踏みつけ、いわゆる電気アンマを決めたのだ。

　たまらず悲鳴を上げるライトを見下ろし、溜飲が下がったのかメリアは足を止める。

　足裏にはベットリと大量のカウパーがへばりついていた。

　苛烈な折檻を受けてもなお、肉竿はビクビクと逞しく反り返っている。

　濡れた布地がジュクジュクと貼りつく卑猥な感触にブルブルッと肢体を震わせたメリアは、自分からライトに跨って腰を下ろし、ニィッと意地悪く笑った。

「フンッ。まあいいわ。おまえに何を見られたところで、ワタクシの高貴さに傷がつくことなどないんですもの。ライト、おまえは人ではないわ。ワタクシのペット、オモチャ、ただの路ろ傍ぼうの石！　そうよね？」

　スタイル抜群の肢体にゴールドのロンググローブと黒のガーターストッキングのみを妖艶に纏ったメリアが、腰に手を当てて見下ろし宣告する。

　ライトは屈辱感よりも興奮が上回り、うっすら口を開けてテラテラと濡れ光り愛蜜を垂れこぼす秘唇を見上げ、コクコクと頷いた。

「は……はいっ！　ボクはメリアお嬢様の、ただの肉バイブです。どうかお好きにお使いくださいっ」

　肉竿を垂直に屹立させ、玩具になりきるライト。

　メリアは満足げに頷くと、ライトの腰に跨りゆっくりと腰を下ろし、右手の人差し指と中指でクパァと秘唇を左右に割り広げる。

　媚肉にチュプッと亀頭が当たると一瞬動きが止まったが、貪欲な性格はやはり未知の快楽を求める渇望を抑えられなかった。

　思いきって深く腰を落とし、自ら処女膣に肉竿をグプグプゥッと咥え込んだ。

「んぐぐっ……ンハアァァーンッ!!　ワタクシの高貴なるオマ×コに、下賤なオスのチ×ポがぁっ！　太いわっ、裂けるぅ〜っ！」

「くあぁぁ〜っ!!　ボ、ボク……童貞を卒業したんだ……メリアお嬢様に逆レイプで奪われちゃったっ。うあぁ〜っ、生マ×コの感触、すごいよぉっ。アツアツでグチュドロで、口マ×コよりもっと気持ちいいっ。あっという間に出ちゃうぅっ！」

　破瓜の痛みなどあっという間に消え去り、メリアは媚肉を剛直で内から抉られる強烈な感触に背筋をグイィッと仰け反らせて美獣のごとく甲高くいななく。

　ライトもぬめる熱い蜜がたっぷり溜まった肉壺に鋭敏な肉竿をヌッポリと根元まで包み込まれ、目もくらむ圧倒的なまでの快楽にブルブルッと全身を打ち震わせた。

『処女貫通』の実績解除を祝うファンファーレの音が、頭の片隅で鳴り響く。

　あまりの快感にあっという間に果てそうになり、肉竿が射精を求めて暴れ踊る。

　だが我に返ったメリアはライトの首に両手をかけ、ギュウゥッと力を込めた。

「な、なにを勝手に射精しようとしているの、この駄犬っ！　誰がワタクシの子宮を穢してもよいと言ったかしらっ？」

「うぐぐっ、く、くるひぃ……。も、申し訳ありません〜。でも、ああっ……お嬢様のオマ×コ、あまりにも気持ちよすぎて、我慢なんてムリですよぉっ」

　首を絞められ息苦しさに顔を真っ赤にしながらも、ライトは必死に弁明する。

「ヌメヌメのヒダヒダが、あらゆる角度からチ×ポを撫でてきて……くうぅっ……穴全体も、搾るようにギュッギュッて締まって……うはあぁっ！　ここまでセックスが気持ちいいなんて、思いませんでしたっ。うあぁ〜、頭がバカになるぅ〜」

　快楽に呑み込まれ脳まで蕩けたか、だらしない顔でただただ悶え喘ぐ少年。

　自慢の肉体が牡を完全に魅了したと確信したメリアは、ニンマリとご満悦な表情を浮かべて高笑いする。

「ウフフフッ、オーッホッホッホッ！　そうなの、そんなにもキモチイイのねぇ？　舌まで垂らしてブザマにサカって、本当におまえはバカ犬ねぇ……。仕方ないわねぇ、少〜しだけご褒美をあげるわ。ンッ、ンッ……ありがたく思いなさいっ」

　自分の下で牡が情けない姿を晒す様子に、Ｓ心が刺激されたのだろうか。

　メリアはチロリと舌で唇を舐めると、騎乗位の体勢で緩やかに腰を回しだす。

　快感でパンパンに漲った肉竿が媚肉を擦るたびに甘い声が漏れるも、主人の威厳を見せつけるべく、ぎこちなくも懸命に腰をくねらせ膣穴で肉棒を締めつける。

「ああっ、すごい、オマ×コにチ×ポをしゃぶられてるみたいだっ」

「ンアァァッ、ハアァンッ！　ワタクシのナカで、オチ×ポがビクンビクンあばれているわぁっ。ますます大きく、硬くなって……アッアッ。肉バイブ……だったかしら？　さすがはワタクシ専用のオモチャね……褒めてあげるわぁ」

　大きく張り出した亀頭の笠に感じるポイントを自らグリグリと擦りつけ、早くも性交の快感に目覚めて貪欲に堪能する悪役令嬢。

　膣奥からはひっきりなしにトロトロの愛蜜が溢れて肉竿をネットリと濡らし、さらなる悦楽を求めて穴全体でキュムッキュムッと揉みしゃぶり、放出を促す。

　先ほどまで首を絞めていた手が、ライトの頬に添えられ優しく撫でる。

　珍しく褒められたことで喜びが胸いっぱいに溢れ、滾る劣情と混じり合い、少年のなかで一気に爆発した。

「うあぁ〜っ！　うれしいですお嬢様っ。うれしすぎてボクもう、イッちゃいますっ。お嬢様も絶対にイカせてみせますから、ボクと一緒にイッてくださいっ！　ああっ、出る出るっ！　お嬢様の処女マゾマ×コにザーメン出るうぅーっ!!」

「なぁっ!?　ちょ、ちょっとお待ちなさいっ！　ナカで果てるだなんてゆるさないと言ったでしょ、オヒイィィーッ!?　ンヒアァッ、出てるわぁっ？　オマ×コにドピュドピュと、下賤な種が流し込まれてるぅ〜っ!?」

　制止の声は、少年の暴走をとどめるのにわずかに間に合わなかった。

　ライトはメリアのくびれた腰を両手でがっちり掴み、腰が浮くほど下から突き上げ、溜まりに溜まった熱い想いを灼熱の白濁に乗せて思いきり噴き上げた。

　ブビュッブビュッ、ブビュルルルゥーッ!!

「ヒアァァァ〜ンッ!?　オ、オマ×コがアツイィッ！　ドロドロの汚らしい汁がビチャビチャ当たってるぅっ、高貴な肉体がナカからドロドロに汚し尽くされるぅ〜っ！　ンホオォッ!?　し、子宮にまでビュルビュル流れ込んでぇっ？　ダメよ、ダメエェッ！　イクッ！　イクウゥゥゥ〜ンッッ!!」

　メリアは再びライトの上で背骨を折れんばかりに仰け反らせ、膣穴から脳天へとまっすぐに貫く電撃のごとき絶頂感に赤髪を掻きむしって絶叫する。

　切れ長の鋭い瞳を限界まで見開き、緩んだ挑発的な唇から舌をベロリと垂れこぼし、自慢の美貌を崩壊させて背徳の膣内射精にビクビクッと打ち震える悪役令嬢。

　美獣が上げた絶頂のいななきが劣情をますます燃え立たせ、ライトはブリッジしながらビュクルルッ、ドビュルルッと憧れの令嬢に特濃の子種を射ち込みまくった。

「ああっ、お嬢様もイッてくれたっ！　全身がビクンビクン痙攣して、オマ×コもキュキューッてキツキツに締まりまくって、くうぅ〜っ！　もっと、もっとイッてくださいっ。まだまだ出ますから、ナカ出しザーメンでマゾイキしまくっちゃえぇっ！」

「オヒイィィ〜ッ？　アヒィッ、ハヒイィィ〜ンッ!!　ど、どれだけ出すのよ、このバカ犬チ×ポォッ。ワタクシのオマ×コに、あのクラクラする強烈なニオイが染みついちゃうぅっ。ネバネバの汁がベチャベチャへばりついてジクジク染み込んでぇ、初めてなのに子宮までイキッぱなしになるぅ〜っ！　またイクゥ〜ンッ!!」

　ライトの想いに応えるように左手の指輪が光を放ち、次から次にグツグツと精液が増産され、ブビュッブビュッとひっきりなしに噴き上がる。

　メリアは理性もプライドも真っ白に塗り潰され、悪役令嬢のしがらみから解放されて一匹の牝としてひたすらに身悶え、何度も鳴き喘いだのだった……。




『実績が解除されました：膣内射精』




　やがて、長い長い射精もゆっくりと勢いが収まってゆく。

　処女膣だけでなく子宮まで大量の白濁がタポタポに溜まったメリアは、身体に力が入らなくなりふにゃふにゃとライトの胸板にもたれかかる。

　焦点の合わぬ瞳をユラユラと揺らして呆ける悦楽に緩みきった顔は、これまで見たことがないほどに愛らしかった。

「うあぁ……最高に気持ちよかったぁ……。すみません、メリアお嬢様……。ガマンできなくて、出しちゃいました……。ボク、責任を取りますから……」

　しっとりと汗に濡れたつややかな赤髪を優しく撫で、ライトもまた射精の余韻に浸ってうっとりと呟く。

　だが、ギラリと瞳を光らせたメリアがプッとライトの顔に唾を吐く。

「責任ですって……？　おまえごとき下賤なオスが、選ばれた存在であるワタクシに何を差し出せると言うのかしら？」

　メリアはゆっくりと上体を起こし、右手を下腹部に当てる。

　ゴールドのロンググローブに包まれた手のひらがボワッと赤く輝いたかと思うと、いまだ肉竿を咥え込んだままの膣穴がカァッと熱を持った。

「あつつっ！　オマ×コあっついっ。お嬢様、いったい……？」

「フンッ。炎の魔術で、子宮内のザーメンを焼き尽くしてやったのよ。駄犬の子種で孕むだなんて、虫唾が走るもの。既成事実を作ってワタクシの弱みを握ろうとでも思っていたのだろうけれど、残念だったわねぇ、オーッホッホッホッ！」

　飼い犬扱いの少年との性交に溺れてしまった、照れ隠しもあったのだろう。

　メリアはことさら意地悪く美貌を歪め、高笑いする。

　響き渡る哄笑にライトは一瞬がっかりした表情を見せたものの、すぐにニコッと笑顔になり、クルンと体を入れ替えた。
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　肉竿は引き抜かずにメリアの美脚を掴んでＶ字に開かせ、しなやかな肢体を二つ折りにして上からググッとのしかかる。

　いまだ白濁の詰まった膣穴からブピュブピュと残滓が溢れ出し、メリアは子宮を押される圧迫感におとがいを反らして悶絶した。

「おぐひいぃ〜っ!?　し、子宮が潰れりゅぅ〜っ！　な、なにをするのよっ。これほどワタクシを穢しておいて、まだ足りないというのっ？」

「はい、全然し足りないです！　お嬢様とのセックス、気持ちよすぎて、どれだけ射精してもチ×ポは勃起したまま、タマもザーメンでパンパンです。それに……」

　ライトは腰を回し、メリアの膣奥を亀頭でグリッと嬲る。

「アヒィンッ！　奥に当たってるぅっ」

「魔法であんなことができるなんて、ビックリしました。これなら何度ナカに出しても大丈夫ですね！　さすがはドＭなメリアお嬢様……ボクみたいな下等な平民と何度でも種付け交尾を愉しもうだなんて、発想がビッチすぎますよっ」

　子宮内の子種を焼き尽くしたメリアを見て、まだまだ遠慮せずに射ち込んでこいとねだっているのだと、ライトはすっかり勘違いしていた。

　憧れの令嬢にイイ格好を見せようと、射精を終えてだるさの残る体を奮い立たせ、抱きすくめたメリアの膣穴にドチュンッと猛る肉竿を突き込んだ。

「オヒイィ〜ッ!?　ま、また突かれてるぅっ。子宮にビリビリ響くぅ〜っ！」

「うはあぁ〜っ！　ナカ出しでドロドロのマゾマ×コ、キュッキュッて締まってますよっ。さっきまで処女だったのに、なんて貪欲なんだ……。ボクも童貞を卒業したばかりでテクニックなんてないけど、きっとお嬢様を満足させてみせますからっ！」

　ライトは気合を新たに猛然と腰を振り立て、白濁塗れの肉壺を何度も抉り犯す。

　倒錯したマゾアクメの味を骨の髄まで覚えれば、悪役令嬢の世のなかへの不満を煮詰めたようなキツい悪女顔もきっと晴れやかに変わるはず。

　ワガママ放題の性格も改善し、破滅フラグも消滅するに違いない。

　ライトの考えを肯定するように、左手の指輪もぽうっと淡い輝きを放っていた。

　一方、メリアはライトに覆いかぶさられ、目もくらむ鮮烈な快感の連続になすすべなく翻弄されていた。

「アヒィッ、ハヒィンッ！　ワタクシの高貴なるオマ×コがっ。ケダモノチ×ポに、オッオッ、ゾリゾリと乱暴にこそがれまくっているわっ。大切な子宮が、ンオォォッ、駄犬にドチュドチュ蹂躙されているのぉ〜っ！」

　八つ裂きにしても気が済まぬほどの恥辱を味わわされているというのに、ひと突きごとに愉悦がビリビリッと全身に染み渡り、表情がだらしなく緩んでしまう。

　下賤な子種でドロドロに汚された膣穴も、怒りに震えるどころか悦んでいるかのようにグネグネと淫らに蠢き、ネチョネチョと怒張へ肉ビラを絡みつかせる。

（ハアァンッ。これがセックス……ケダモノの交尾っ。メリア＝サドヒールともあろうものが、駄犬と同じ畜生に堕ちて、肉欲を貪っているだなんてぇっ。……アァ、でも、キモチイイわっ！　マゾメス扱いで犯されるの、たまらないのぉ〜っ!!）

　ガツンガツンと肉竿で穿うがたれるたびに脳が揺れてまともな思考ができなくなり、メリアはひたすら目の前の快楽を貪る一匹の牝獣と化す。

　元より我慢の利かぬ貪欲なワガママ令嬢が、初めて知った狂おしいほどの悦楽を手放せるはずがなかった。いつしか窮屈な姿勢ながら自分からも腰を浮かせ、抽挿にタイミングを合わせてより深い挿入を求め、痺れる快感に牝鳴きを響かせる。

「ああ、メリアお嬢様、腰がクイクイ動いてますよ。まんぐり返しで犯されながら、ビッチに挑発してくるなんて……もっと突きまくりたくなるっ！　マゾマ×コレイプで感じまくって、ドスケベなアヘ声をいっぱい聞かせてくださいっ」

「オヒッオヒィッ、ンオヒイィ〜ッ！　だ、だから勘違いするんじゃないわよっ。おまえはワタクシのただのオモチャ、肉バイブよ、アンアンッ。これはレイプなんかじゃないわ、自慰よっ。おまえでオナニーしているだけなんだからぁ〜っ」

　プライドの高いメリアはまだ自らのＭ性癖を口に出しては認められぬのか、あくまで肉玩具を用いた自慰だと言い張る。

　しかしモノ扱いされてもライトは萎えるどころかますます興奮し、愛しい主人を満足させようとひたすらに腰を振り続ける。

「ハァハァッ、わかってます。ボクはお嬢様の肉バイブですから、射精を我慢して全力でドマゾオナニーのお手伝いをしますねっ。それっそれっ！」

「オッヒィ〜ンッ!?　そ、そういうことじゃないわよぉ〜っ！」

　何を言っても激しさを増すばかりの抽挿に、子宮口はめった突きにされてジンジンと疼きっぱなし。

　メリアは生まれて初めて他者に対する恐れの感情を抱き、喘ぎ悶えながら暴走ペットを見上げる。

（ほ、本当になんなのよ、この子はっ。こんなにも罵倒され、人間以下の扱いをされているのに、どうしてワタクシから離れていかないのぉっ？）

　もし選ばれた存在である自分を蹂躙して優越感に浸っているようなら、改めて身の程を思い知らせてやらねばならない。

　首でも絞めてやろうかと、メリアは震える指をゆっくりとライトへ伸ばす。

　が、見上げた少年の表情は、あまりにも心地よさげで幸せそうで。

　邪念一つなくただ主人が満たされるのを願う姿に、寸前で手が止まる。

　すると、差し出された手に気づいたライトはニコッと笑う。

　今まで触れることの叶わなかったゴールドのロンググローブに彩られた悪役令嬢の長くしなやかな指に、自らの指をしっかりと絡めてキュッと握り込んだ。

「ああ、お嬢様の指、なんてスベスベで柔らかなんだろう。ううっ、こんな風に恋人繋ぎできるなんて夢みたいだ……」

「だ、誰が恋人ですって？　おまえのような駄犬風情が、身の程知らずなっ……」

　ライトの幸せそうな呟きと恋人手繋ぎによる手のひらの温かさに、胸がキュンと震えたメリアは激しく動揺し、膣穴にギュギュッと力がこもってしまう。

　肉体だけでなく心も満たされた少年はもはや我慢の限界を超え、ブルブルッと膣内で肉竿を震わせると辛抱たまらんとばかりに悪役令嬢へ覆いかぶさる。

「うはあぁ〜っ！　オマ×コがラブラブに締めつけてくるっ！　ボクもう、ガマンできませんっ。失礼します、メリアお嬢様っ!!」

「ラ、ラブラブだなんてふざけるにゃ、んむむぅ〜っ!?　ワタクヒの唇に、ライトの唇がっ？　ファーストキスが駄犬相手だなんて、むひゅひゅぅ〜っ!?」

　ライトは初恋相手の面影が色濃い令嬢との疑似恋人状態に興奮するあまり、感極まって唇を重ねていた。

　思いもよらぬ形でファーストキスを奪われ、メリアは動転し目をパチクリさせる。

　すべての民を自分より下の存在と見下している悪役令嬢は、たとえどこぞの貴族だろうが隣国の王子だろうが、唇を捧げるにふさわしい男などいないと考えていた。

　だからといって人間扱いすらしていなかった少年に奪われるなど、あまりの恥辱に脳が沸騰する。

　だが、獣同然の激しい性交と指輪の効力でマゾ性に目覚めていた肉体は、屈辱感すらも背徳の興奮に裏返りメリアを狂おしく燃え上がらせた。

「くうぅーっ！　オマ×コめちゃくちゃ熱くなってる、おねだりしまくってるっ！　ああっ、もう限界だっ。イキますよ、お嬢様！　ラブラブベロチューしながら、高貴な子宮にボクのザーメンを届けますっ！　うはあぁぁーっ!!」

　どれだけ悪役令嬢が悪態を重ねようとも媚肉の蠢きから真の望みを手に取るように理解したライトは、メリアの舌に舌を絡めながら盛大に種汁を噴射した。

　ドビュッドビュッ、ブビュルルルゥーッ!!

「んべあぁっ、おひっ、もひいぃぃーんっ!?　ビュルビュル出てりゅっ、オッオッ、ワタクヒのナカにドクドク出されてりゅうぅ〜っ!!　駄犬に唇を奪われて、種付けされて子宮まで穢されてぇっ……屈辱なのに、イクッ！　脳が沸騰しそうなのに、オマ×コ燃え上がってイクウゥゥ〜ンッ!?」

　炎の魔術を自在に操る紅蓮の令嬢といえども、肢体を内から焼き焦がす淫熱の業火にはなすすべもなかった。

　金の瞳をクルンと裏返らせ、牝獣の咆哮を上げてベロンと舌を垂らし、ビュクッビュクッと白濁を膣内へ注がれるたびガクンッ、ガクンッと絶頂に痙攣する。

　完璧なる美貌をグズグズに崩壊させて喘ぎ悶えるメリアに、しかしライトは百年の恋も醒めるどころかますます興奮し、ビュルビュルと精液を射ち込み続ける。

「ああっ、お嬢様のコワイ顔が、ナカ出しアクメでグチャグチャにっ！　キレイです、カワイイですっ。今のお嬢様を見たら、きっと国民の誰もが恋しちゃいますよっ。でも、メリアお嬢様の本当の素顔を見られるのは、そばで仕えてきたボクだけなんだっ。もっとマゾイキ顔を見せてください、アヘりまくってくださいっ!!」

「オヒイィ〜ンッ！　アヒッアヒッ、ハヒイィィ〜ンッ!!　メリア＝サドヒールともあろう者が、駄犬相手にこんなブザマを晒すだなんてぇっ」

　他者に見下されるのが何よりも我慢ならないプライドの塊である悪役令嬢は、主人を追い込んで勝ち誇った顔をしているであろう少年をキッと睨みつける。

　だがライトはどこまでいっても主人の幸福だけを願い、恥辱の底に眠るＭ絶頂を掘り起こして悦ばせようと献身的なまでにひたすら白濁を注ぎ続けている。

　あまりにも気持ちよさそうな邪気のない顔に、メリアは自分を取り繕うのがバカバカしく思えてきた。

（……そうよ。この子はワタクシのオモチャなのだから、ワタクシを悦ばせて当然なのだわ。どうして我慢などしなくてはならないの！　ライトの視線なんて気にする必要はまるでない……今はただこの燃える感覚を味わい尽くせばよいのよっ!!）

　そしてワガママ令嬢は、プライドよりも快楽を選んだ。

　黒のガーターストッキングに包まれた美脚がググッと少年の腰に絡み、射精を続ける肉竿をさらに膣奥深くまで引きつける。

「アッアッ、ライト、もっと出しなさいっ！　トクベツに許可してあげるから、射精人形としてワタクシのオマ×コを、子宮をイイと言うまで満たすのよっ！　オッオッ、イクッイクッ！　ビュクビュク注ぎ込まれてまたイクゥッ!!」

「は、はいっ！　ありがとうございます、メリアお嬢様っ。ボク、何発でも射精します、くあぁっ！　お嬢様の高貴なオマ×コと子宮がマゾイキを覚えて素直になるまで、ドロドロザーメンを種付けしまくりますっ。くはあぁぁ〜っ!!」

　メリアのおねだりにより興奮と幸福が頂点に達したライトは、ドロッドロに煮詰まったひときわ濃厚な白濁の塊をブビュルルゥッ、と吐き出した。

　ベチャァッと膣奥にへばりついた白濁は子宮内にまでジュクジュクと染み込み、悪役令嬢の心も身体も完全に染め上げ、禁断の種付け絶頂で呑み込んだ。

「アッヒイィィ〜ンッ!?　イクッイクッ、イクウゥゥ〜ンッ!!　ライトのザーメンでオマ×コイクッ、ドピュドピュ種付けされて子宮がイクゥッ！　駄犬に恋人扱いされて、胸も子宮も屈辱でキュンキュンしてイキュウゥゥ〜ンッ!!」

　いつしかメリアは恋人繋ぎしたライトの手をギュッと握り、自分からネロネロと舌を絡みつかせ、一匹の牝に堕ち果ててひたすら快楽を求めたのだった……。




『実績が解除されました：ラブ堕ち』




　メリアは膣内への放出が止まるまで、チュパチュパとライトの舌を吸い続けていた。

　こってりと濃い白濁で膣内も子宮もタプタプに満たされる感覚は、これまでの贅を尽くした人生でも味わった経験がないほど心地よく、全身を甘く蕩けさせた。

（ウフフ……。最初はライトに肌へ触れられるなど汚らわしく思えてならなかったけれど、意外と悪くないわね。そうよ、この子はワタクシの所有物。ワタクシを悦ばせるのが務めなんだもの……最初から堪える必要などなかったんだわ）

　新たな愉しみを見つけた悪役令嬢は、ニタァ……となんとも意地の悪い笑みを浮かべた。

　だが、ライトの忠誠心は主人の想像を遥かに超えていた。

　絶頂の余韻で痺れっぱなしの肉竿を懸命に奮い立たせ、白濁の詰まった牝膣をズボッと再び突き上げたのだ。

「おぴょぉっ!?　な、なにをするのよ、この駄犬っ！　もういいわ、アッアッ、これ以上は必要ない、ンアヒィ〜ッ？　奥をグリグリ、らめえぇ〜っ！」

「いいえ、まだまだこれからですよ、メリアお嬢様。お嬢様のドＭボディは、攻められれば攻められるほど感じるはずですから！　ボクも全力でがんばりますね。お嬢様とセックスしてると、どれだけ射精しても勃起できちゃうんです、へへっ」

　ライトはニコッと邪気のない笑顔を見せ、再び腰を振り立てはじめる。

　メリアをＭ快楽に完全に目覚めさせることこそが、彼女を救うフラグだと信じて。

「オヒッオヒィッ！　やめなさいっ、アンアンッ、おやめなさいったらぁっ。ワタクシはおまえの主人なのよっ。言うことを聞きなさいバカ犬っ、アヒィ〜ンッ！」

　あまりに主人への愛と忠誠心が高すぎたため、表面的な言葉など完全に見透かされてしまう。

　メリアの胸の奥に眠る真の願望を叶えるべく、指輪の放つ怪しげな紫の光に導かれるままライトはますます暴走するのだった……。




　それからというもの、まさに三日三晩、ライトはメリアと性交を続けた。

　食事の時間にメイドが呼びにくれば、扉に手を突かせてバックから肉竿を突き込みながら、部屋まで運ぶようにとメリアに命じさせる。

　運ばせた食事を口移しで貪り合い、時間を惜しんで対面座位で悦楽を求めた。

　湯浴みの時間となれば、Ｍ字開脚ポーズを取らせて膝裏に腕を差し込み駅弁スタイルで抱え上げ、大浴場まで突き込みを続けたまま移動する。

　汗みどろの肢体をソープでヌルテカに洗ってやったかと思えば、結局は入浴も無駄になるほど全身汗だくになってまぐわい続けた。

　指輪の効力だろうか、『プリンセスグロリア』の世界においてライトはまさに無尽蔵の体力と絶倫の性欲を持つ超人に改変されていた。

　疲れ果ててベッドで眠りに落ちてもなおズクズクと膣内を突き続けられ、さしもの悪役令嬢も悪態の一つすらつけぬほどマゾ快楽に徹底的に酔わされた。

　そして、メリアの純潔をちょうだいしてから三日後の深夜。

　窓からキラキラと淡い月光が差し込むなか、すっかり美貌から険の取れたメリアが、覆いかぶさるライトに力の入らぬ手をソロソロと伸ばして頬を優しく撫でた。

「んへあぁ……あへぇ……。わ、わかったわ、ライト……もうわかったから……。おまえのバカ犬チ×ポのせいで……ワタクシの高貴なオマ×コに、すっかりマゾイキ癖がついてしまったわ……。まったく、どうしてくれるのよ……」

　ぷうっと頬を膨らませるメリアは、すべてを見下し踏みつけてきた悪役令嬢とは思えぬほど、あまりにも愛らしくて。

　ライトはうれしくなり、吸われすぎてぽってりと悩ましく膨らんだ唇をムチュムチュとついばむ。汗や歓喜の涙、こぼれた唾液でグチャグチャになった令嬢のすべらかな頬をまさに犬のごとくベロベロと舐める。

「チュバッチュバッ……お嬢様、とってもお綺麗です……。やっぱりメリアお嬢様は、コワイ顔よりも今のトロントロンの笑顔の方がたまらなくかわいらしいですよ。ぶっ通しでセックスしまくったのに、まだ勃起しちゃうくらいに……」

　種汁を注がれすぎてすっかり白濁でパンパンの膣穴のなかで、再び絶倫肉棒がムクムクと膨らみだす。

　メリアはツリ目を呆れてパチクリさせると、おかしくなったのかプッと噴き出し、ライトの首に両腕を絡ませ美貌を寄せた。

「フフッ。本当に、どうしようもない駄犬なんだから……。ライト、命令よ。おまえがマゾに開発したワタクシのオマ×コと子宮を……これからも最高のアクメで満たし続けなさい。もっとスゴイ快楽で、何度でもワタクシを悦ばせるのよ。できるわね？　できないなら……処刑してやるんだから」

　メリアの膣穴がキュッとすぼまり、肉竿を締めつける。

　だが甘やかな締まり具合は処刑どころかご褒美に他ならず、ライトの劣情をさらに狂おしく焚きつけた。

「も、もちろんです！　メリアお嬢様のドマゾボディは、ボクが一生をかけて満たし続けてみせますから。お嬢様はたくさんたくさん、幸せなトロアヘマゾアクメに溺れまくってくださいねっ」

　ジュパジュパと唇を貪りつつ肉竿の先端でグリグリと膣奥を嬲ると、貪欲な肢体はすっかり快楽に素直になったか、子宮口がチュバチュバと亀頭へ吸いついてきた。

「プチュップチュッ、あむむぅ〜んっ♪　そうよぉ、ワタクシは選ばれた存在。誰よりも幸せになる権利があるんだからぁ、アハァ〜ンッ！」

　性格の捻じ曲がった稀代の悪役令嬢も、悦楽と幸福で蕩けるほどに温かく包まれていれば、やがてきっと角も取れるはず。

『プリンセスグロリア』には決して存在しない裏ルートに進んだと確信したライトは、これからもメリアを満たし続けてゆこうと固く心に違うのだった……。




『これまでのお話をセーブしますか？　→ＹＥＳ』











第二章　正ヒロイン登場　土下座でハメ乞いマゾアクメ









　性交という人生の新たなる愉しみを覚えたメリアは、常にライトをそばに置き、時間を見つけては快楽を貪るようになった。

　ライトもまた憧れのメリアと交わる至上の幸福を前に何度でも逞しく漲り、ワガママ令嬢の心と身体を満たすべく腰を振るい続けた。

　メリアは特に高貴な己が平民の使用人に穢される恥辱攻めがお気に入りで、様々な手段で辱めるよう命じてきた。

　ライトは生前のエロ知識も駆使して様々なプレイでメリアの興奮を煽り、Ｍ絶頂に何度も溺れさせてやった。

　これほどまでドＭの悦びに目覚めれば、きっと苛烈な振る舞いも鳴りを潜め、悪役令嬢の破滅フラグも消失したに違いない。

　そう確信していたのだが……。




　一年後。

　メリアは再び、都の中央広場でギロチン台に繋がれていた。

「ライトォォッ！　よくも裏切ったわねぇ！　駄犬の分際で、このワタクシの純潔を奪い、孕ませておいて……ずっと隣にいると誓ったくせにぃっ！」

　囚人服に着替えさせられたメリアのお腹は、ポッコリと大きく膨らんでいた。

　ライトは愕然とした表情で隣を見るが、金色の髪の愛らしい少女……次期女王となるリーネは慈愛に満ちた表情でニコリと微笑むだけ。

「心配はいりませんよ、ライトさん。これであなたはあの悪女から解放され、人間らしい生活を手に入れるのです。幸せになってくださいね」

　自らの選択に一片の過ちもないと確信しているリーネは、天使のように無垢な笑顔を浮かべ、虐げられてきた少年のためにと無慈悲にも右手を振りかざす。

「ま、待って！　ボクは不幸なんかじゃないんだっ。お嬢様を処刑しないでっ!!」

　願いは聞き届けられることはなく、無情にも巨大なギロチンの刃が落下した……。




『ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ♪♪』




「うわあぁぁーっ!?　……ハッ？　こ、この部屋は……また戻ってきたのか……」

　気がついた時には、現代日本でも『プリンセスグロリア』のゲーム内の世界でもなく、ライトは再び薄暗い石造りの一室のなかにいた。

　決定的瞬間を目撃する前にまたこの部屋に意識が飛ばされたようだが、絶望で全身にビッショリと汗を掻いている。

「うう……くそぉっ！　なんでまた、お嬢様の処刑ルートに進んじゃったんだよ……。今度こそ大丈夫だと思ったのに……」

　チートアイテムである『改変者の指輪』の力を借りてＭ性を目覚めさせてからというもの、悪役令嬢の周囲への理不尽な振る舞いは減り、畏怖を撒き散らすことはなくなっていたはずだ。

　ライトは常にメリアの隣に寄り添い、快楽で満たしつつ破滅フラグが成立せぬよう気を配ってきたのだが……どこで見落としがあったのだろうか？

　何度も体を重ね、ライトのなかでメリアは憧れ以上の大切な存在となった。

　それだけに、処刑の瞬間を思い出すと恐怖で体が震えて仕方がない。

「ああ、もう二度とあんな光景は見たくない……。今度こそ、お嬢様を救わなきゃ」

　頭上には『リトライ』と『ギブアップ』の文字が鈍く輝いている。

　どうやらこの周回では、新たなスキルやアイテムの獲得はないようだ。

　きっとどこかで見落としがあったのだろう。

　ライトは決意を新たに『リトライ』の文字へと触れたのだった……。




「……イト……ライトッ！　なにをぼさっとしているの！」

　鋭い叱責に、ライトはハッと我に返る。

　辺りをキョロキョロと見回すと……同年代と思しき貴族の令嬢たちが、おののいた表情で遠巻きにこちらを眺めていた。

　隣には、腕を組んで苛立たしげに立つメリアの姿。

　どうやらまたメリアが処刑される前……それも『プリンセスグロリア』の舞台となるメロディア魔導学院で学生生活を送っていた時間軸へと戻ってきたらしい。

　ライトは美しくも人相の悪い悪女顔を見つめると、顔をクシャクシャにして目に涙を浮かべ、ガバッと豪奢なドレス姿のメリアに抱きついた。

「ああっ、メリアお嬢様っ！　よかった、無事で……本当によかったですっ！」

　感極まった様子で胸元に顔を埋めてしがみついてきた少年に、さしものメリアも困惑する。

「ちょ、ちょっと、なんなんですの？　ボーッとしているかと思ったら、急に泣きはじめて……。ええいっ、うっとうしいですわっ！　離れなさい、この駄犬っ!!」

　メリアはドカッとライトを蹴りつけて振りほどくと、真っ赤なハイヒールパンプスの尖った踵かかとでグリグリと尻を踏みつける。

「アイタタッ！　ああ、この感触……まぎれもなくお嬢様の折檻だ……へへっ」

　その痛みすら令嬢が存在している証に思えて、踏みにじられながらも顔がにやけてしまう。

　理解不能な反応に、メリアは気味悪そうにブルブルッと肢体を震わせた。

「もう、なんなのよっ！　今日からワタクシはガルゲイムの次期女王としてこの学院に君臨するのよ。従者のおまえがそんなザマでは周囲に示しがつかないでしょうがっ。しっかりなさいな、バカ犬っ！」

　周囲の令嬢たちのひそひそ声が気に障ったか、メリアは苛立ちをぶつけるようにライトの尻をバシーンッと思いきり蹴り飛ばす。

「あうっ！　わ、わかりました、お嬢様っ!!」

　衆目の前で理不尽な目に遭わされているにもかかわらず、ライトは再び悪役令嬢に仕えられる喜びに胸を高鳴らせ、コクコクと何度も頷いたのだった。




「よし、今度こそメリアお嬢様を救ってみせるぞ！　まずは、お嬢様がゲームの主人公……リーネちゃんと最悪の出会いをする前に、フラグを潰さなきゃな」

　貴族ばかりの学院に来たので緊張でおなかの調子が……と偽り、ライトはメリアのそばを離れ、『プリンセスグロリア』の主人公・リーネの姿を探して歩く。

　平民ながら魔術の素養を持つと判明したリーネは、謎の貴族の推薦でここメロディア魔導学院へと特例で推薦入学する……というのが物語のプロローグ。

　ゲームの冒頭、平民出身で学院内に友人もいないリーネは、心優しい性格につけ込まれて同級生の貴族令嬢たちに大量の荷物運びを押しつけられてしまう。

　前も見えぬ状態でよたよたと歩いていると運悪くメリアとぶつかり、倒れた拍子にドレスが汚れたと難癖をつけられ、そこからイジメの対象とされるのだ。

　最悪の接触を避けてフラグを折るべく、ライトは広大な学院内を走り回る。

　と、ピンク色の愛らしいワンピースに身を包み金の髪を肩で切り揃えた素朴な雰囲気の美少女が、両手いっぱいに大荷物を抱えてフラフラ歩いていた。

　結んだ真っ赤なリボンがピコピコと揺れる様がなんとも愛らしい。

「いたぞ！　よし、お嬢様とぶつかる前に話しかけよう」

　元いた世界では女子に声をかけるなどほとんど経験がなかったが、何周もメリアのそば仕えを繰り返しているので今は異性にも慣れている。

　大きくふらついたところに素早く駆け寄り、背後から身体を支えてやる。

「おっとと！　大丈夫？　運ぶのを手伝うよ」

「キャッ？　あ、ありがとうございました。あの、あなたは……？」

　リーネは青く澄んだ丸く大きな瞳を煌めかせ、ライトの目を見つめてくる。

　さすがのヒロイン力か、あまりの可憐さにドキリと胸が高鳴ってしまう。

「ボクはライト。メリアお嬢様……サドヒール家の公爵令嬢の使用人をしているんだ。キミと同じ平民だから気を遣わなくていいよ。……あっ」

　思わず本人から聞く前に身分について触れてしまったが、おっとりした性格の少女は不審に思うことなく、ほわっと柔和な安堵の笑顔を浮かべる。

「そうなんですか。同じ平民の方……。わたしはリーネと言います。学院に来たばかりでお友だちもいないし、周りは貴族のお嬢様たちばかりで緊張していたんです。どうか仲良くしてくださいね」

　自己紹介をするリーネに、たちまち魅了されかけるライト。

（うわわ、かわいすぎるっ……。これじゃ、ゲームで攻略対象の貴族男子たちもあっという間にメロメロになるわけだよ……）

　ドキドキとうるさい鼓動を深呼吸で落ち着け、リーネが抱えた大荷物の半分以上を受け取る。

「うう、けっこう重い……。こんな量を女の子一人に持たせるだなんてヒドイな。リーネちゃんも、平民だからってなんでも貴族のお嬢様の言うことを聞いちゃダメだよ。どんどん無理難題を押しつけられるようになっちゃうからさ」

　ズシリと両腕に重量がかかるも、普段からメリアのワガママに付き合わされているライトにとっては、たいした苦にはならなかった。

　ひょいと荷物を抱えて歩き出す少年の後ろ姿を、両腕が軽くなったリーネは頼もしげに見つめる。

「ありがとうございます……うふふっ。素敵な方とお知り合いになれてよかった」

　花のように微笑むリーネのふくよかな胸には、本来の攻略対象である貴族男子たちの名よりも先に、ライトの名が深く刻まれたのだった……。




　ライトはリーネと共に荷物を届け、無理難題を押しつけた貴族令嬢たちにメリア＝サドヒールの名を出した上で「これからよろしくお願いします」と告げた。

　悪名高い『紅蓮の令嬢』の名を聞いた少女たちはブルブルと震え上がる。

　これで彼女たちもそうそうリーネに手を出してはこないだろう。

　一礼してから部屋を出ると、リーネはキラキラと青い瞳を輝かせ感激した表情でキュッと手を握ってきた。

　ふわふわと柔らかな白手袋に包まれた愛らしい手のひらの感触に加え、ワンピースの胸元を押し上げる深い谷間が目に入り、ライトは思わずゴクリと唾を呑む。

「ああ、すごいです、ライトさんっ。わたしじゃ、あんなに堂々とお話しできませんでした……。憧れてしまいます……ポッ」

　頬を染め瞳を潤ませてまっすぐ見つめてくるリーネに、ライトは照れ笑いを浮かべて視線を逸らす。

「い、いや、ボクはただメリアお嬢様のワガママに慣れているだけだから……」

　無意識だろうか、握られた手が一瞬ふにょんっとたわわな乳房に触れた。

　あまりに極上の柔らかさと美少女からほのかに薫る甘い匂いにクラクラし、瞬く間に魅了されて豊満な肢体に思わず吸い寄せられそうになる。

（ヤ、ヤバイッ。本気で恋しちゃいそうだ……。なるほど、お嬢様が気に入らないわけだな）

　リーネが醸す天賦の愛らしさはいずれ、王国一の美貌と高貴な家柄を兼ね備えたメリアからすらも、衆目の視線を奪ってしまうだろう。

　平民ごときにそんな屈辱を味わわされるなど、あのプライドの高いメリアが受け入れられるはずがない。

　ゲーム内でメリアがリーネを目の敵にする理由が、改めて理解できた気がした。

「そ、それじゃ、ボクはもう行くね。困ったことがあったら、なんでも相談して。力になるからさ」

　このままでは手に入れたチート能力すらも主人公の圧倒的な魅力の前に霞んで使い物にならなくなりそうで、ライトは慌ててリーネの手を放す。

「はいっ。ライトさん、またお話ししてくださいね……」

　背を向けたため気づかなかったが、そそくさと立ち去るライトの背中を見つめるリーネの瞳には、うっすらと初恋の芽生えを示すハートマークが浮かんでいた。

　そして、平民の少年少女の初々しい出会いを見つめる視線がもう一つ。

「ライトったら……このワタクシを放っておいて、あんなどこの馬の骨とも知れぬ小娘となにをイチャイチャとっ！　キイィーッ!!」

　数十歩ほど離れた柱の陰で、メリアは怒りと嫉妬で瞳を吊り上げ、ギリギリとハンカチを噛みしめていた。

　一つの破滅フラグを回避した結果、新たなフラグが成立したことを、リーネのたわわな胸の感触の余韻ににやけるライトはまるで気づいていないのだった……。




「へへっ。リーネちゃん、イイ子だったな。めちゃくちゃカワイイし……。といっても、これから色んな貴族のお坊ちゃんと恋愛フラグを立てまくってモテモテになる子なんだから、ボクとは別世界の住人なんだけどね」

　ともかく、メリアとの最悪の出会いによる破滅フラグは回避できたはず。

　ライトは改めてホッと胸を撫で下ろす。

「ここまでは問題なさそうだけど……。前回は気づいたらまた処刑フラグが立っていたし、もしかして知らないところで二人が出会っていたのかな？　今度はお嬢様を探してみるか。いつまでも戻らないとどやされるし……」

　気を緩めず、学院内をメリアの姿を探して歩き回る。

　五分ほど校舎内をうろついた時、ライトは思わぬ光景を目撃する。

　なんと中庭の芝生の上を歩くリーネに、メリアが背後から体当たりして突き飛ばしたのだ。

「あ〜ら、なにかにぶつかってしまったわぁ。平民の小娘など高貴なワタクシの目には映らないから、気づかなかったようねぇ。……まあっ？　靴が汚れてしまったじゃない！　どうしてくれるんですの、このメスブタッ!!」

「あうぅっ。ご、ごめんなさいっ……」

　完全に当たり屋同然の振る舞いで言いがかりをつけ、地面に伏せるリーネの大きくて丸いヒップを尖ったヒールでグリグリと踏みつけるメリア。

　温厚なリーネはあまりにも理不尽な暴虐にさらされ、どうしてよいかわからず地面に丸まり、瞳を潤ませて呻いている。

（な、なにやってるの、お嬢様!?　まさかこんなことになっていたなんて……）

　一つのフラグを折った結果、よりひどいフラグが立っていたとは。

　ライトは徒労に終わった努力に思わず頭を抱える。

　一方、憐憫を誘うリーネの潤んだ大きな瞳は、メリアのＳ心に火をつけたらしい。

　悪役令嬢はニタリと酷薄に微笑み、ほんのわずかに土が付着しただけの真っ赤なパンプスのつま先をヒロインの口元へ突きつける。

「ほら、キレイにしなさいな。あなたのような平民の小娘じゃ、とても弁償なんてできない高価な品だけれど……這いつくばって舐めるなら、ワタクシは寛大ですから、特別に許してあげてもいいわよぉ。……さっさとなさいな、このグズッ!!」

　メリアの怒声に、リーネはビクンッと肩を震わせかわいそうなほどに縮こまる。

　周囲にはガヤガヤと人が集まりはじめていた。

　このままではリーネの胸に深い傷が残り、やがて女王として即位した時に、平民を見下す悪女として粛清対象リストへメリアの名が一番に刻まれてしまう。

「ううっ、も、申し訳ありませんでした……。ゆるして、ください……」

　リーネは瞳の端に涙の滴を浮かべ、四つん這いでそろそろと唇を寄せてゆく。

　メリアはニヤァ〜ッとなんとも意地の悪い笑みを浮かべて少女を見下ろす。

　しかし花びらのような桜色の唇がパンプスのつま先に触れる瞬間、ライトが猛然とメリアの下へ駆け寄り、代わりに土下座してベロベロと靴を舐めはじめた。

「ああっ！　メリアお嬢様、おみ足が汚れてしまったのですね。ボクにお任せくださいっ。ベロッベロッ、チュッチュッ」

「ひゃっ？　なにをしているのよライトッ！　ワタクシはこの小娘に罰を……」

　さしものメリアも予想外の出来事に面食らったようだが、周囲の視線も気にせず主の足を舐める下僕の姿に、溜飲が下がったようだ。

　むしろ『これがワタクシの自慢の下僕よ』とでも言いたげに、誇らしげに胸を反らせてやじ馬たちを見回しニタリと笑う。

　一方、かばわれたリーネは這いつくばるライトを驚きの表情で見つめ、悲しげに声をかける。

「ライトさん、どうしてわたしなんかのために、そこまで……」

「ううん、気にしないで。メリアお嬢様のお世話はボクの役目だから」

　プライドを捨てた振る舞いに、せっかく上がった好感度も地に落ち、軽蔑されるだろうか。

　それでも悪役令嬢の処刑フラグが砕けるなら、恥辱など屁でもない。

　ライトはしばし靴を舐め続けると、土下座のまま見上げてメリアの嗜虐対象がリーネから自分へ移ったのを確信し、ホッと胸を撫で下ろす。

　そそくさと立ち上がってメリアの手をキュッと掴み、キツイ美貌にドＳな発情が滲みはじめた悪役令嬢の手を引いて中庭を立ち去ってゆく。

「お嬢様、続きは自室でさせてください。……それじゃね、リーネちゃん。ボクのことなら気にしないでね」

「ちょ、ちょっと！　ワタクシはまだこの小娘に話が……アンッ？　主人の手を強引に引っ張るだなんて、どういうつもりなのっ、このバカ犬ぅ〜っ!!」

　メリアはまだ何か言いたげだったが、周囲の目も気にせず従順な姿勢を見せたライトが、自分のモノだと証明できて満足したのだろう。

　ニヤリと勝ち誇った笑みでリーネを見下し、そのまま少年に連れられていった。

　ポツンと残されたリーネは、地面にへたり込み、少年が守ってくれた唇をそっと指でなぞる。

「ふあぁ……。ライトさん……なんて優しい人なのかしら……」

　いずれは次期女王となるフラグが成立済みである美少女の胸には、悪役令嬢の使用人として虐げられる少年の名が、しっかりと深く刻み込まれたのだった……。




　メロディア魔導学院は全寮制のため、メリアといえども寮暮らしとなる。

　だが令嬢はワガママを通し、女子寮の隣へ自分だけの別邸を建てさせ、専属の世話係としてライトを住まわせる許可を強引に取りつけた。

　メリアの手を引き部屋まで戻ったライトは、ようやく周囲の好奇の視線から解放されてふう〜っと大きく息を吐き、主人へ向き直った。

「メリアお嬢様、どうしてあんなヒドイことを……いひゃひゃっ!?」

　呆れて呟くライトのほっぺたが、ゴールドのロンググローブを填めたしなやかな指にグニィ〜ッと左右へ引っ張られる。

　メリアはブスッと膨れっ面になり、ライトの顔をギロリと睨みつけた。

「おまえがワタクシを置いてフラフラとどこかへ行ってしまうからでしょ、このバカ犬っ！　女ばかりの学院でさっそく発情して、あんな小娘の色仕掛けにブザマになびいて……。あの下品なウシチチがそんなに気に入ったというの!?」

　どうやらメリアは、リーネと話している姿を目撃していたらしい。

　己のスタイルに絶対の自信を持っているだけに、自分よりもたわわなリーネの乳房へデレデレしていたライトが許せなかったようだ。

　リーネへのあまりにもキツイ態度が嫉妬からきているのだと気づき苦笑しつつも、ツンデレが覗きはじめた悪役令嬢が愛おしくてたまらなくなる。

「勘違いですよ。ボクが発情しちゃうのは、お嬢様だけです。今だって、ほら……二人きりになった途端、すごく興奮してきちゃいました」

　ライトはギュッとメリアに抱きつき、ガチガチに勃起した肉竿を下腹部へグリグリ押しつけ、ベロベロと令嬢の膨れた頬を舐め上げる。

　大型犬のごとくじゃれつく少年に、メリアはニタリと笑みを浮かべた。

「アンッ？　もう、オチ×ポがパンパンじゃないの……。どうしようもない駄犬ねぇ。皆の前で土下座して、ブザマに靴を舐めさせられて、マゾ犬らしく発情しちゃったのかしらぁ」

　すべらかな手のひらが、ズボンの上から勃起をスリスリと撫でる。

　ニタニタと意地の悪い笑みを浮かべて嘲りの言葉を囁くメリアに、しかしライトはニッと笑い返すと、ズボンとパンツを下ろして手袋越しにナマ肉棒を握らせる。

「へへっ。ちょっと違うかも……。みんなの前でボクに意地悪をしてみせることで、後でどんなオシオキをされちゃうんだろうとメリアお嬢様がドＭに発情しているのに気づいたから……ボクも興奮が収まらなくなっちゃったんです」

　ライトの右手がドレスのスカート内部へズボッと無遠慮に潜り込み、下着の上から秘唇を指でスリッと撫で上げる。

「アヒンッ？　な、なにするんですのっ！　駄犬のくせにぃ……アッアッ♪」

　長身から見下ろしていた悪役令嬢はたったのひと撫でで腰砕けになり、スカートのなかで美脚をはしたなくガニ股に開き、ブルブルと震わせる。

　目線の高さが同じになったメリアは、恨めしげにジトッとライトを睨む。

　ライトはメリアの長くつややかな赤髪をすくって形よい耳を露出させ、耳朶をベチョベチョと卑猥に舐めあげ、耳穴へ舌先をツプツプと差し込んだ。

「やっぱり……。マゾマ×コ、もうグチュグチュですよ。ボクの土下座を見ながら、お嬢様も興奮してたんでしょ？　してみたいんですよね、土下座……。東洋に伝わる、最高に無様な屈服ポーズを……」

　パンティーの内側に指を差し入れ、濡れそぼる膣穴をクチュクチュと掻き回す。

　左手でペチンッ、ペチンッと尻たぶを打つと、メリアはキュッと肉竿にしがみつき、カクッカクッと腰を前後に揺らして悶え喘いだ。

「アヒィッ、キャヒィンッ！　ま、また駄犬ごときがワタクシのお尻をぶって……高貴なオマ×コを、好き放題にほじってぇ……アンアンッ。ゆるせないっ、ゆるせないわぁ、ハアァンッ？」

　言葉とは裏腹に、悪役令嬢の美貌はすっかりだらしなく緩んでいた。

　ライトはチュバッチュバッと愛しい主人のすべらかな頬をついばみ、耳たぶをレロレロと舌で弄んで卑猥に囁き続ける……。

「ガマンしなくていいんですよ、お嬢様。今は二人きりですから……。お嬢様を満足させることがボクの務め。さあ、どんな命令でもおっしゃってください……」

　スパンキングに膣愛撫、耳舐め奉仕に言葉責め。

　ライトの左手に填まった指輪がポウッと光り、飼い犬扱いしてきた平民から受ける最大級の恥辱が倒錯の興奮へと裏返る。

「そう、よね……。おまえはワタクシのオモチャですもの。ワタクシを愉しませる義務があるわ……。ンアァ、ラ、ライト……ワタクシに、土下座させてみせなさい。最高のマゾアクメを、高貴なるボディに味わわせるのよっ、オヒイィ〜ンッ!?」

　背徳の命令を下した瞬間、メリアはグイィッと大きく仰け反りビクビク悶絶する。

　ライトの指が膣穴にヌプリと深く潜り込み、上壁の鋭敏な突起群を指の腹でソリソリと刺激したのだ。

「わかりました……。お嬢様のドＭボディにたっぷりとマゾアクメを仕込んで、イジメるよりイジメられる方が幸せになれるんだと、改めて教えてあげますね……」

　悪役令嬢の歪んだ性格を改変し破滅フラグを回避するには、ヒロインであるリーネを虐げるよりももっと素晴らしい悦びの存在を、身体に知らしめるしかない。

　秘唇から絶頂潮がプシャプシャと熱くしぶくのを感じながら、ライトは執拗な手マン攻めでメリアのリーネへの悪感情を快楽に塗り潰してゆくのだった……。




「ぐぬぬぬぅーっ!!　や、やっぱりできないわっ！　どうしてこのメリア＝サドヒールが、人に頭を下げるなどという屈辱的な真似を……土下座なんてブザマな姿を駄犬ごときに披露しなければならないんですのっ！」

　ドレスを脱ぎ金の手袋と黒のガーターストッキングのみを纏ったメリアが、床に正座し両手をつきながらも、頭だけは下げずに屈辱で歯を食いしばっていた。

　露出した尻たぶには左にマゾ気質を示すＭの文字が赤く灯り、右にはレベルを示す30の数字がユラユラと浮かび上がっている。

　最初のうちはアクメを繰り返すたびに順調に数字が増えていたが、ある程度レベルが上がると、より強烈な体験を刻まれなければカウントアップしにくいらしい。

　ライトはメリアの前にしゃがみ込み、そそり立つ勃起を目の前でガシュガシュと扱きたてて見せつける。

「いいんですか、お嬢様？　土下座でおねだりしないと生ハメしてあげませんよ」

　尋ねると、メリアは顔を突き出して獰猛に肉竿へ食らいつかんとする。

「ダメよっ！　早くオチ×ポをよこしなさいっ。これはワタクシのモノよっ」

　肉竿は欲しいが、頭は下げたくない。

　相変わらずワガママな悪役令嬢にライトははぁ〜とため息を吐き、背後に回って尻たぶをペチンッとひっぱたいた。

「アヒィッ？　な、なにをするのよバカ犬っ。ハヒィンッ！　ペンペンだめよぉっ、お尻がジンジンしびれるのぉ〜っ」

「すっかりお尻をぶたれるのにドハマリしちゃってますね。スパンキングでゾクゾクしちゃうドＭなお嬢様ならきっと、ブザマな土下座にもたまらなく興奮しちゃうはずですよ。さあ、やってみましょう……」

　ライトは左手でベチベチとメリアの尻を叩きつつ、右手を秘唇に伸ばす。

　尻叩きに発情してすでにドロドロに濡れそぼっている膣穴をグチュグチュと掻き回してやると、ピクピクと肢体が悩ましく震え、ますます愛蜜がトロリと溢れる。

　被虐と恥辱でじわじわとプライドが塗り潰され、肉体と共に頑なだった心も徐々にほぐれて、メリアの頭がとうとうググッと下がりはじめる。

「ンアァッ、ワタクシ、ひれ伏してしまうっ。もっとキモチよくなりたくてぇっ……駄犬の前で、メス犬になってしまうわぁ〜っ……」

「へへっ。メリアお嬢様がボクと同じ犬になってくれるなんて、うれしいです。上手にメス犬になれたら、思いっきり交尾しましょうね」

　鋭敏な膣壁を指でソリソリこそぎながらの、淫らな家畜堕ちへの誘い。

　とうとう肉欲への渇望がプライドを上回り、メリアは床に額を擦りつけた。

「くひいぃぃ〜んっ!?　ど、土下座よっ、土下座をしたわっ。高貴なワタクシが、おまえと同じ犬になったわよっ。ヒアァッ、屈辱的すぎてイクッ！　脳が沸騰して、オマ×コが燃え上がってイクウゥ〜ンッ!!」

　あまりの恥辱に脳が沸騰したメリアは土下座ポーズのままアクメに呑み込まれ、プシャプシャッと膣穴から絶頂潮をしぶかせた。

　濡れそぼった媚肉はカァッと熱を帯びてライトの指に絡みつき、こんなサイズでは物足りないと肉欲を剥き出しにしてチュポチュポとむしゃぶりついてくる。

「ほら、ライトッ。早くワタクシに褒美をよこしなさい！　もうオマ×コがヒクヒク疼いてたまらないのよっ。ブザマなメス犬に堕ちたワタクシを、ケダモノらしく交尾で犯しなさいなっ！」

「まったく、メス犬になっても偉そうなんだから……。でも、そんなメリアお嬢様が最高にかわいらしいですよ。いくぞ、メリアッ！　土下座でハメ乞いしながら、ケダモノ交尾でマゾアクメしろぉっ!!」

　ライトは膣から指を引き抜くとメリアのくびれた腰を両手でガッチリと掴んで逃げられぬよう固定し、バックから剛直を勢いよくズブズブゥーッと突き立てた。

「オヒイィィ〜ッ!?　イクッイクッ！　ご褒美チ×ポでイックウゥ〜ンッ!!」

　発情しきった媚肉を熱く硬い肉竿でゴリゴリィッとこそがれ、強烈な絶頂感が全身に弾け飛び、メリアは甲高い嬌声を上げてグイィッと背筋を仰け反らせた。

　瞳をクルンと裏返らせ、舌をベロ〜ンとだらしなく垂れこぼし、次期女王であることも忘れて獣の快楽に酔いしれる悪役令嬢。

　発情しきった濡れ穴にヌッポリと肉竿を根元まで呑み込まれ、ヌチュヌチュと媚肉に揉み搾られて、ライトは圧倒的な快楽を前に溺れそうになる。

　だが、優先事項はあくまでメリアが土下座という恥辱を受け入れること。

　獣と化して今すぐ牝穴を突きまくりたい渇望を必死で抑え、いつの間にか刻まれた数字が増えていた美尻を挿入したままベチンッと平手で打ち据える。

「くうぅっ、マゾマ×コが締まりまくりだ、気持ちよすぎるぅっ……。こらっ、頭を上げない！　土下座を続けなきゃ、ズボズボしてあげませんよ？」

　ズップリと背後から膣奥まで肉竿で埋め尽くしたライトは、亀頭の先端でグリグリと子宮の入口を嬲ってやる。

「ンヒアァ……バカ犬のくせに、このワタクシにおあずけを食らわせるだなんてぇ」

　望めばなんでも手に入った自分が、犬扱いしてきた平民に頭を下げて媚びへつらい褒美をねだるなど、あまりの恥辱に全身がブルブルと震えて肌が粟立つ。

　しかしライトの指輪が妖しい輝きを放つと、その屈辱感すらも興奮に裏返る。

　メリアは快感に仰け反った肢体を懸命に沈め、再び床に額を擦りつけ、膣穴をキュムキュム締めつけて抽挿をねだった。

「ングヌヌゥ……ンハアァァ〜ッ!!　ほ、ほら、見なさいライト。もう一度土下座をしたわよ、これでいいんでしょっ？　さあ、早くご褒美チ×ポをちょうだい！　メス犬になったワタクシと交尾を、オヒイィィ〜ッ、ズボズボしゅごいぃ〜っ!!」

　メリアが伏せると同時に、ライトは猛然と腰を振りたくる。

　獣同然の激しいまぐわいに、メリアは嬌声を響かせて悶え喘ぐ。

　ズコズコと何度も鋭敏な膣奥を突かれ、痺れる快感に再び頭が上がってゆく。

　するとライトはピタリと腰を止め、ネチネチと亀頭で子宮口を嬲って焦らす。

（ぐぬうぅ〜っ！　駄犬のくせに、ワタクシを弄ぶだなんてっ。ゆるせない、ゆるせないわっ。後でキツイ折檻をくれてやるんだからっ！　アァ、でも今は……交尾されたい、オチ×ポが欲しいのよっ！　土下座でもなんでもしてやるわぁっ!!）

　悪役令嬢はプライドよりも悦楽を選び、恥辱に肩を震わせながらも床へ顔を伏せる。

　すると、ライトの手が乱れた赤髪を優しく撫でた。

　主人に褒められた飼い犬のように、メリアの胸がキュウンと甘く震える。

　そして再びズドッズドッと苛烈に打ち込まれる、凶悪な肉竿。

「アヒイィッ、キャヒイィ〜ンッ！　ケダモノ交尾、たまらないわぁっ。オチ×ポレイプ、キモチイイのぉ〜っ！　もっとよ、もっとズコズコ犯すのよぉっ!!」

「さすがはドＭなメリアお嬢様。すっかりナマハメ土下座にドハマリしちゃいましたね、それっそれっ！　くあぁ〜っ？　チ×ポがマゾマ×コにバキュームフェラされてるっ、種付けザーメンがギュンギュン吸い上げられるぅ〜っ!!」

　あまりに淫猥で苛烈な膣蠕動に、射精衝動がグングン引き上げられる。

　このまま果てたい欲求に駆られたが、本日の土下座調教の仕上げをするべく腰を止めて、伏せたメリアに囁きかける。

「どうです、お嬢様。土下座するのってイイ気分でしょう？　なら……明日、リーネちゃんに謝りにいきましょう。きっと最高に興奮できますよ」

「な……なんですってぇ!?　どうしてワタクシがあんな小便臭い小娘に頭を下げなきゃいけないのよ、オヒィ〜ンッ？　奥をグリグリ、らめぇ〜んっ♪」

　平民の小娘風情に謝罪しろと告げられ、瞬時に怒りの炎が沸点へ達する。

　しかしライトは間髪を容れずに子宮口を亀頭で嬲り、快感で怒りを塗り潰して消火してしまう。

「だからこそですよ。その怒りが、屈辱が、最高のマゾアクメを生むんです。ああっ、ボクもリーネちゃんに土下座するお嬢様が見たくてたまらないですっ！　ちゃんと土下座謝罪できたら、興奮しまくってドロッドロに煮詰まったご褒美ナカ出しザーメンをプレゼントしてあげられますよ。さあ、どうしますかっ？」

　メリアのくびれた腰に両腕を回してグイッと股間を密着させ、ズコンッ、ズコンッと膣奥を深く穿っては決断を迫るライト。

　恥辱に悶えるメリアの姿を見たいという願望も、もちろんある。

　だがそれ以上に、最悪の出会いでメリアへの好感度がマイナスを突き抜けているであろうリーネになんとか謝罪をさせ、処刑フラグを回避するのが目的だった。

　ライトに痴態を晒すのは、快楽と引き換えということもあり慣れてきたメリアだが、他者相手となるとどうにも受け入れられない。

　まして、あの平民の小娘が相手など……。

　自らの心を押し隠した取り繕った微笑みを見ると、イラつきが抑えられない。

　まるで前世でさんざん煮え湯を飲まされた経験が魂にこびりついているかのように、イジメてやりたくてたまらなくなるのだ。

　そんな相性の悪さを、ライトがマゾ快楽でひたすらグズグズと塗り潰してゆく。

　アクメか、プライドか。

　二つを天秤にかけた悪役令嬢の選択は……。

「くうぅぅーっ!!　するっ、しますわっ！　あの小娘に、土下座でもなんでもしてやるわよぉっ！　だからワタクシにご褒美を、ンホオォォーッ!?　ドピュドピュ出てるっ、ビチャビチャ当たってるぅっ！　土下座交尾でイクウゥゥーンッ!!」

　メリアがリーネへの謝罪を承諾した瞬間、膣内への放出がはじまった。

　屈辱の選択を決断した悪役令嬢をねぎらうように灼熱の白濁がブビュルルッと噴き上げ、媚肉へベチャベチャッとぶち当たり、淫熱がジクジク染み渡ってゆく。

　あまりの快感に上半身が跳ね起きそうになるが、射精の快感にたまらなくなったライトがギュッと上から抱きすくめたため、土下座が崩れることはなかった。

　結果的に土下座を従順に続ける悪役令嬢へ、ライトはねぎらいの種汁をドピュルルッ、ブピュルルッと何度も何度も腹いっぱい注いでやる。

「ああっ、やっとわかってくれたんですね、メリアお嬢様！　これで今度こそ、処刑フラグが回避できるはず……くうぅ〜っ、うれしすぎて射精が止まらないっ。土下座で悦ぶマゾマ×コに種付けしまくるぅ〜っ!!」

「ホヒイィ〜ッ、アッアッ、アヒイィ〜ンッ！　しょ、処刑ってなんのことですのっ？　ワタクシは愚民どもを処刑する側よ、処刑されるだなんてゼッタイにありえないわ、ヒギュウゥゥ〜ッ!?　オチ×ポで処刑されてりゅっ！　バカ犬のナカ出しで、高貴なオマ×コが種付け刑に処されてるぅ〜っ！　ハオォォォ〜ンッ!!」

　ライトが口にした処刑という言葉は、平民に土下座でひれ伏し種付けされている今の状況をこそ指し示しているのだと勘違いするメリア。

　肥大したＭ気質は肉処刑の恥辱すら最大級の興奮に裏返らせ、気高き紅蓮の令嬢は狼を彷彿とさせる咆哮を隣の寮にまで響かせて絶頂に悶え喘いだのだった……。
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『実績が解除されました：土下座』




　深夜。

　寮の自室で眠るリーネを、ドアをノックするけたたましい音が叩き起こす。

『ここを開けなさいな、小娘！　いつまで寝ているのよ、このグズッ!!』

「ヒッ？　だ、誰っ……？」

　ガンガンとドアを乱暴に叩く音と壁の向こうから聞こえてくる怒声に、リーネは小さく悲鳴を上げて縮こまる。

　おそるおそるドアを開けると、腰に手を当てた赤髪の令嬢が不機嫌そうに美貌を歪ませ、長身からギロリとリーネを見下ろしてきた。

「あ、あなたは、お昼の……。な、なにかわたしにご用ですか……？」

「フンッ！　用がなければおまえのような小娘の部屋を訪ねるはずがないでしょ。入るわよっ！」

　メリアは一方的に告げ、ズカズカと部屋のなかへ入ってくる。

　すっかり困惑していると、続いて一人の少年も部屋に入り、内から扉を閉めた。

「ごめんね、リーネちゃん。明日にしようって言ったんだけど、お嬢様がどうしても今夜じゃなきゃって聞いてくれなくて……」

「あっ、ライトさんっ」

　ライトの顔を見て、リーネは愛らしい顔を安堵でパッとほころばせる。

　それもまた気に食わないのか、こめかみに青筋を立てたメリアはズイズイとリーネに迫り、ドレスからはみ出そうな美巨乳を顔の前に突きつけて立ちはだかる。

「このワタクシを前にして、どこを見ているんですのっ！　フン、やはり平民の小娘は躾がなっていないわね。オスを見れば色目を使って……ムダに大きな胸といい、恥知らずなメスブタね！」

「ひうぅっ。ご、ごめんなさい……」

　理不尽に詰られ、リーネは大きな瞳に涙を浮かべて縮こまる。

　と、グルルッと唸りを上げて少女を威嚇する令嬢の尻をライトがペチンとぶった。

「ほら、お嬢様。怖がらせに来たんじゃないでしょう？　できないなら……」

「わ、わかってるわよ……小娘っ！　一度だけしかしないから、しっかりと見ておきなさい！」

　メリアは苦虫を噛み潰したような顔で吐き捨てると、ゆっくりと膝を折る。

　戸惑いの表情で見つめるリーネの前に両手を突くと、しばし屈辱に肢体を震わせて固まっていたが、やがてガバッと勢いよく頭を下げて額を床に擦りつけた。

「リーネと言ったかしら？　……ひ、昼間はぶつかってごめんなさいっ!!」

「ふぇっ？　……は、はあ……」

　まさか謝罪を受けるとは思わず、リーネはポカンとした顔で生返事をする。

　呆気に取られていただけなのだが、そんな態度がまたメリアの逆鱗に触れる。

「なによその反応はっ!?　このメリア＝サドヒールがおまえのような平民の小娘に頭を下げているのよ！　ぐぬぬぬ、調子に乗ってぇ〜……なら、これでどうかしらっ？」

　メリアは土下座の姿勢のままリーネの足を取ると、つま先に口づけをした。

「ひゃうんっ？　な、なにをっ？　アァッ、や、やめてくださいこんなこと……」

　足に触れたムチュリと柔らかな感触にリーネは思わずかわいらしい悲鳴を上げ、慌ててしゃがみ込む。

　ムチュムチュと激しく足指をしゃぶる令嬢に頭を上げさせようと覗き込めば、そこには息を呑むほどに美しくも淫らな、恥辱と発情で歪んだ牝獣の顔があった。

「チュバッチュバッ。ゆるさないわよ、小娘っ！　ワタクシに土下座をさせ、足まで舐めさせるだなんてぇ……ンホオォッ、屈辱的すぎて、イクウゥゥ〜ンッ!!」

　ギラギラと怒りに輝いていたメリアの瞳がクルンと裏返り、口から舌がベロ〜ンと垂れ、豪奢なドレスに包まれた悩ましい肢体がビクビクッと痙攣する。

　あまりの凄艶さに、リーネはペタンと尻もちをつき、へたり込んでしまう。

　なおもベロベロとリーネの足指を舐め続ける四つん這いのメリアを、ライトがサーカスの調教師のごとく背中を撫でて制する。

「お嬢様、もう充分です。リーネちゃんが怖がってますよ。帰りましょう」

　ライトの許しを得るやいなやメリアはバッと顔を上げ、ペッペッと何度も唾を吐き唇をハンカチで拭う。

「もういいのね？　ううっ、ワタクシの高貴な唇が汚れてしまったわ。早く口直しをしなくては……。ライトッ！　ちゃんと小娘に謝罪したのだから、たっぷりとご褒美をよこさないと承知しませんわよっ!!」

　メリアはバッと立ち上がると、すでにリーネの存在など眼中にないのか一瞥もくれずに、ライトの手を引っ張ってズンズンと大股で部屋を出てゆく。

　ライトは困ったような表情を浮かべつつ、リーネに小声で謝る。

「驚かせちゃってごめんね。これでもうメリアお嬢様も、リーネちゃんにヒドイことはしないはずだから……どうか許してあげて。それじゃ、おやすみなさい」

　紅蓮の令嬢と従者の少年は、嵐のように去っていった。




　一人ポツンと部屋に残されたリーネは、よたよたと再びベッドに潜り込む。

　目を閉じると浮かび上がる、メリアの憤怒に染まった恐ろしい美貌。

　そして瞼に焼きついた、美獣の凄艶なマゾ絶頂顔。

　ジュワッと股間に広がった湿り気は、恐怖からくるものだけではなかった。

　リーネは初めて肉体を襲う未知の疼きに戸惑いながら、ふくよかな乳房をムニュッ、ムニュッと自ら揉みしだき、秘唇を下着の上からスリスリと慰める。

「はうぅ……こ、こわかった……。アァ、でもライトさんが、また助けてくれた……。わたしと同じ平民の男の子なのに、あんな恐ろしい獣のような方を手なずけてしまうだなんて……。メリア様、とてもキモチのよさそうな顔をしていたわ……はあぁんっ……」

　純真無垢な物語のヒロインの胸に初めて芽生える、嫉妬という感情。

　何度も窮地を救ってくれた頼もしい少年への憧れがたわわな胸に大きく膨らみ、負の感情と混ざり合って少女の肢体を熱く焦がす。

　リーネはアンアンと甘ったるい牝鳴きを上げ、切なく疼く心と身体をたどたどしい指使いで懸命に慰めたのだった……。




『メリアのＭ奴隷レベルが40になりました

　ＩＦルートが解放されました』











第三章　ＩＦルート突入　嫉妬とぶっかけ食ザーマーキング









　メリアの謝罪によって、リーネの悪役令嬢に対する嫌悪ゲージも減少したはず。

　あとは二人を接触させなければ、フラグが立たず処刑ルートも消滅するに違いない。

　そう考えていたライトであったが、まるで個別の攻略ルートに入ったかのように、リーネの方から頻繁に話しかけてきた。

　本来ならば『プリンセスグロリア』のヒロインはメロディア魔導学院に入学した翌日、隣接する男子校舎に迷い込む。

　そこで数々の攻略対象である貴族の子息たちと出会い、まさに少女たちの夢である素敵な恋愛がはじまるはずだ。

　だがリーネは同じ平民であるライトに安心感を抱いたか、姿を見かけるたびに近寄ってくるため、一人で学院内をウロウロする迷子フラグが立たなかったのだ。




　昼休み。

　トイレから出てくると、まるでメリアと離れて一人になるタイミングを見計らっていたかのように、リーネがたわわな胸を揺らしトテテと駆け寄ってきた。

「ライトさんっ。私、お弁当を作ってきたんです。よかったら、一緒にランチを食べませんか？」

「えっ？　いや、悪いけどボクはお嬢様のランチの準備が……」

　リーネとの不用意な接触は、メリアの処刑フラグに繋がるかもしれない。

　申し出を断ろうとするライトだったが、リーネはピトリと寄り添って腕を取り、柔らかな爆乳をムニュンと押しつけてくる。

「ランチって……いつも四つん這いにさせられて、メリア様の椅子になっているだけじゃないですか。あんな扱い、ヒドすぎます。平民だって同じ人間なのに……クスン。ねえ、ライトさん……今日は、私と一緒にランチしましょう……？」

　うるうると潤んだ瞳で上目遣いに見つめられると頭がクラクラし、美少女の肢体からふわりと漂うほの甘い香りも相まって、思考が正常に働かなくなる。

（ううっ。これがヒロイン力……。処刑フラグ回避のためにも、お嬢様から離れちゃダメなのに……。ああ、でも……ちょっとだけならいいかな。邪険にしたら、それはそれでリーネちゃんのお嬢様への悪感情が強まっちゃうかもしれないし……）

　メリアを攻略するためのチートな指輪も、正ヒロインの前には無力らしい。

「わ、わかったよ。それじゃ、少しだけご馳走になろうかな」

　気づけばライトはコクリと頷いていた。

「本当ですか？　うれしい……えへへ」

　リーネは両手を合わせ、花のように可憐に微笑んだのだった。




　リーネに手を引かれ、ライトは学院の中庭へとやってきた。

　芝生の上にシートを敷いたリーネはランチボックスの蓋を開け、サンドイッチを摘まむとライトへ差し出す。

「はい、どうぞ。召し上がれ♪」

「い、いただきます。ア〜ン……」　

　生前は女子にモテたことがなく、デートの経験も皆無なライトは、デレデレと鼻の下を伸ばしながらパクリとサンドイッチにかぶりつく。

　口いっぱいに広がる、生クリームの甘さと新鮮なフルーツの甘酸っぱさ。

「わあ、おいしいっ！　フルーツサンドなんだね。初めて食べたよ。リーネちゃんにピッタリのかわいらしいメニューだなぁ。もっと食べてもいい？」

「そ、そうですか？　お口に合ってよかったです。たくさんありますから、どんどん食べてくださいね」

　リーネもやはり貴族社会のなかでは褒められることが少ないのか、ライトの賞賛に照れ笑いを浮かべてはにかみ、新しいサンドイッチを摘まむ。

　ヒロイン力溢れる美少女の笑顔に胸がいっぱいになる一方で空腹感が刺激されたライトは、バクバクと手作りフルーツサンドにかぶりつく。

　やがて行きすぎた食欲により、サンドイッチを摘まむ白手袋に包まれたリーネの愛らしい指までバクリと咥え、ムチュムチュとむしゃぶりだした。

「アンッ？　ライトさん、そ、それは……食べ物じゃないですぅ……ふあぁっ」

　メリアへの調教の成果だろうか。

　ライトの磨かれた舌技は、無垢な美少女をたちまちトロンと蕩かした。

　潤んだ瞳でライトを見つめ、みずみずしい唇をツイと突き出すリーネ。

　いつしかリーネに魅了されていたライトは、震える唇に顔を寄せてゆく……。

　だがその時、耳をつんざく怒声が中庭はおろか学院中に響き渡った。

「ライトオォォーッ!!」

　ハッと我に返って振り向くと、肩を怒らせたメリアが大股でこちらに迫ってくる。

　広げたシートの前までやってきたメリアは、怒りの表情で美脚を振り上げ、ランチボックスを思いきり蹴り飛ばしてひっくり返した。

「おまえというヤツはっ！　主人であるワタクシをほったらかしにしておいて、なにを平民の小娘とイチャイチャしているんですの、このバカ犬っ!!」

「ひいぃーっ!?　す、すみませんお嬢様ぁっ」

　怒りが収まらずゲシゲシと踏みつけてくるメリアに、ライトは体を丸めて縮こまり謝罪する。このまま折檻を受け続けて怒りの炎が鎮火するまでやり過ごすのがいつものパターンだが、リーネが慈悲深さゆえに割って入り両手を広げてライトをかばう。

「や、やめてくださいメリア様っ。私がライトさんをランチに誘ったんです。ライトさんは悪くありません。どうかイジメないであげてくださいっ」

　どんな男子にも効果的なリーネのウルウルと潤んだ大きな愛らしい瞳も、メリアが相手となればかえって怒りの炎に油を注ぐだけ。

「つまりおまえがライトをたぶらかしたのね？　やはり平民ね、どこまで卑しいのかしら……恥を知れ、俗物っ!!」

　激昂したメリアがリーネの頬めがけて右手を振り上げる。

　しかし、パァンッという乾いた音と共にぶたれたのは、ライトの頬だった。

「アイタッ！　ダ、ダメですよメリアお嬢様、それだけはっ……」

　メリアがリーネに手を上げれば、処刑フラグが成立してしまう。

　阻止せねばとの一心で急いで起き上がって代わりにビンタを受けたライトだったが、メリアからすれば、必死でリーネをかばいだてしたようにしか見えなかった。

「おまえも、その小娘をかばうのね……。なら、好きになさいっ。下層の平民同士、お似合いだわ。フンッ!!」

　メリアはプイと後ろを向くと、怒りに赤髪を揺らめかせて立ち去っていった。

　背中を追いかけねばと焦る一方で、リーネを放っておくわけにもいかない。処刑フラグ消失のためにもまずはリーネを優先し、散らばったサンドイッチを拾い集める。

「だ、大丈夫ですかライトさん。ほっぺが腫れて……はうぅ」

「心配ないよ、慣れっこだから。それより、せっかくのランチをお嬢様が台無しにしちゃってごめんね。責任をもってボクが全部食べるから」

　ライトは拾い上げたサンドイッチに付着した土を払い、ひょいと口に入れる。

「あっ？　ダメですよ、汚れてしまったのに……」

「ヘーキヘーキ。うん、やっぱりオイシイ。……あ、もしかして、品がないってかえって呆れられちゃったかな？」

　リーネはフルフルと首を横に振り、瞳を潤ませてライトを見つめる。

「いいえ、そんなことないです。本当にお優しいんですね、ライトさんは……」

　リーネのつぶらな瞳に、うっすらとピンクのハートマークが浮かぶ。

　この瞬間、『プリンセスグロリア』のヒロインと攻略対象の貴族男子たちとの恋人フラグは完全に消失した。

　しかしメリアにどう謝ろうかで頭がいっぱいのライトは、未知のルートに進みつつある事実にまるで気づかないのだった。




　昼休みが終わっても、メリアは午後の授業に出ず部屋に閉じ込もってしまった。

「入ってくるんじゃないわよ、駄犬っ!!」

　扉をノックしても、怒号が返ってくるばかり。

　ライトは主人の怒りが収まるまで、扉の前でただ立ち尽くしていた。

　やがて夜になるとようやく扉が開き、グイと腕を掴まれ室内に引っ張り込まれた。

「これ、食べなさいっ！」

　メリアは白い皿に乗った真っ黒な炭の塊を摘まみ、グイグイ押しつけてくる。

　わけがわからぬながらも言われるがままに黒い塊を口に放り込んだライトは、ポリポリと咀そ嚼しやくし、ゴクリと呑み込んだ。

「うぐっ、苦いし硬い……。これ、クッキーですか？」

　ライトが尋ねると、メリアはバツが悪そうにフイと顔を背ける。

「そ、そうよっ！　あんな小娘の貧乏くさい料理より、ワタクシの方が上手に美味しい物を作れるに決まってるんだからっ。ただ……おまえと小娘がイチャイチャしているのを思い出したらイライラが収まらなくて、炎の調節が上手くいかなかっただけなんですからね！」

　どうやらメリアはライトのために、お菓子を手作りしてくれたらしい。

　あのワガママ令嬢が自分から誰かのために何かをするなど、初めてのことだ。

　ライトはすっかり感激し、炭クッキーをポイポイと口のなかに放り込み、バリバリと噛み砕く。

　そして呆気に取られるメリアを抱き寄せ、ブチュリと唇を重ねた。

「うむむぅっ!?　な、なにをしゅるのよ、バカ犬ぅっ、んぷぷぅ〜っ」

「クッキー、ちょっと焦げちゃってますから、お嬢様の甘くてトロトロの唾液をトッピングすれば美味しく食べられるんじゃないかなって。一緒に食べましょう」

　たっぷりと咀嚼すると、ドロドロになった唾液塗れのクッキーだったものをメリアの口内に流し込む。

　悪役令嬢は戸惑いつつも舌を差し出して受け止め、クチャクチャとはしたない音を立てて味わい、コクンと嚥下した。

「んむっ、んむっ……コクン……ぷはぁ。……まったく、一人で食事もできないなんて、困った駄犬ね。いいわ、ワタクシがもう一度食事の作法から躾け直してあげる。これからは勝手に拾い食いなんてするんじゃありませんわよ。わかった？」

　拾い食いとは、リーネのサンドイッチのことだろうか。

　ライトは苦笑しつつ、今はメリアの怒りを鎮めるのが優先と、ほろ苦クッキーにこってりと唾液をまぶして互いに口移しで味わったのだった。




　数十分に渡るライトの執拗なベロチュー攻めにより、メリアは何度も甘イキを繰り返し腰が砕け、まっすぐ立っていられなくなっていた。

　ライトはメリアのドレスを脱がせると、ゴールドのロンググローブだけを身に着けナマ足にハイヒールを履いた状態で、ダイニングテーブルに寝かせる。

　手首と足首を縄で縛って大の字で仰向けに拘束すると、自らも全裸になり、ガチガチに漲った勃起でメリアの頬をペチペチ叩きつつ話しかける。

「メリアお嬢様。明日、リーネちゃんに謝ってくださいね。お弁当をひっくり返しちゃったんですから」

「ハァ!?　イヤよっ！　なぜワタクシがあんな小娘にまた頭を下げなければ、ホヒイィ〜ッ？　亀頭で鼻、グリグリしないでぇっ。ンホオォ、ワタクシの世界イチ美しい顔が、オチ×ポ用のお皿にされてりゅわぁ〜っ」

　食ってかかろうとするも、ツンと高い鼻を亀頭でひしゃげさせられ美貌にカウパーを塗りたくられてマゾ性を刺激されたか、たちまち語尾が蕩けてしまう。

　リーネの嫌悪ゲージを下げるにはプライドを捨てて謝罪させるのが有効と信じて疑わぬライトは、悪役令嬢にさらなる調教を施してゆく。

「お嬢様はいつも贅沢三昧だから、食べ物を大事にする心がわからないんですね。なら、今日はお嬢様自身に身をもって食べ物の気持ちを体験してもらいますよ」

　ライトは生クリーム絞り器を手に取ると、メリアの左右の乳房と股間にニュルニュル〜とクリームをデコレーションしてゆく。

「ハヒィンッ？　つ、冷たいわっ。アァッ、ワタクシのパーフェクトなボディがクリームに汚されて……。いったいなんのつもりよ、駄犬っ！」

　グルルルッと唸り声を上げて睨みつけるも、未知のプレイに興味津々なのか、金色の瞳は期待にキラキラと輝いていた。

　しなやかな肢体は触れてもいないのにピクッピクッと悩ましくヒクつき、秘唇から溢れた蜜で股間の生クリームもすでにトロトロと溶けはじめている。

「お嬢様は今から、ボクのディナーです。こってりと味わい尽くしてあげますから、食べられる悦びをじっくりと噛みしめてくださいね」

　ライトはニッと笑ってクリームが盛られた美巨乳をグニッとわし掴み、くびり出された乳首を乳輪ごとバクッと咥え込んだ。

「アヒイィ〜ッッ？　お、おチチが食べられてるっ。高貴なワタクシが、アッアッ、駄犬ごときの餌にぃ！　ヒアァッ、クリームごと乳首をペロペロ、らめぇ〜っ」

　飼い犬の餌になる。

　たまらない恥辱がメリアの全身をカァッと火照らせ、すべらかな肌に玉の汗が噴き出し、体温が上昇して付着したクリームがドロドロに溶けてゆく。

　ライトは口元をクリーム塗れにしながら夢中になってメリアの柔らかくも芯のある美乳を貪り、プクプクとせり出した乳輪へむしゃぶりつく。

「ジュパッジュパッ！　ああ、ただでさえほんのり甘いメリアお嬢様のオッパイが、生クリームでますます甘ったるくエッチな味になってる……。ふわっふわの食感も最高です。五つ星ですよ、お嬢様のオッパイは、ムチュチュゥ〜ッ！」

「ハヒィ〜ンッ！　あ、当たりまえでしょうっ。ワタクシはすべてが絶品と決まっているのよ。大きいだけのあんな小娘のウシチチとは比べ物にならな、ヒギュゥ〜ッ！　おチチ、乱暴に搾らないでぇっ。形が崩れてしまうわぁ、アンアンッ」

　自慢げに反り返らせた胸をギュムギュムと揉み潰され、痛み混じりの快感にメリアはテーブルの上でバタバタと暴れて悶え喘ぐ。

　しかし食欲と性欲、二大欲求の内の二つが狂おしいまでに昂っているライトは、悪役令嬢の甲高い喘ぎをＢＧＭに魅惑のボディを思うさま貪り尽くす。

「リーネちゃんにサイズで負けてるのがそんなに悔しいんですか？　こんなにキレイなオッパイなのに……。わかりました。ならもっと大きくなるように、思いきり揉みまくって吸いまくりますねっ。ムジュッムジュッ、ジュパジュパーッ！」

　ライトは新たなクリームを美巨乳にトッピングし、指の痕がつくほどグニグニと苛烈に揉みたくり、大口を開けて乳房を丸かぶりしモニュモニュと味わい尽くす。

「ヒアァ〜ンッ！　おチチがアツイわっ、ドロドロにとけりゅぅ〜っ！　先っぽがピクピクしてりゅわっ。おチチでイクッ、ライトに食べられてイクゥ〜ンッ!!」

　メリアは縛られた状態で腰だけをクイィッと浮かせ、ビクビクッと全身を痙攣させて絶頂に呑み込まれる。

　ツリ目はすっかり悦楽に垂れ下がってキツい美貌はグズグズに蕩け、ほころんだ唇から真っ赤な舌がテロンと垂れて無様なアヘ顔を晒す悪役令嬢。

　ライトはニンマリと満足げに笑みを浮かべるとヒクヒクと痙攣するメリアの舌の上にもクリームをトッピングし、美味そうにむしゃぶりつく。

「チュバッチュバッ。どうです、お嬢様。食べられるのって素敵でしょう？　食べられることこそが、食べ物にとっての幸せなんです。なのにお嬢様は、リーネちゃんの料理を台無しにしようとしたんです……。謝らなくちゃいけませんよね。じゃないと、もう食べてあげませんよ……？」

　ネットリと舌をねぶりつつ瞳を覗き込んで尋ねると、貪欲なドＭ令嬢はプライドより快楽を選び、コクコクと何度も首を縦に振る。

「アァンッ！　わかったわっ、あの子に謝る、謝るからぁっ！　早くワタクシをもっとお食べなさいっ。全身を味わい尽くすのよぉっ!!」

　ようやく謝罪に同意したメリアに、ライトはニコッと笑いかけて頭を撫でてやる。

　そして次は汗の玉が滴りクニクニと蠢く腋の窪みにクリームをデコレートし、大きく舌を垂らしてベロッ、ベロッとじっくりと舐めねぶる。

　鋭敏な腋をねぶり回され、メリアは拘束された肢体を捩って悶え喘ぐ。

「キャヒンッ!?　ワ、ワキはダメよ、キャハハッ。くすぐったいの、ヒアァンッ！　お、おやめなさいったらぁ、アンアンッ。ワキはもうっ、ゆるひてぇ〜っ！」

　くすぐったさ混じりのもどかしすぎる快感に、緩んでいたメリアの美貌が笑いも加わってさらにグチャグチャになる。

　すべてを見下す悪役令嬢が山より高いプライドを打ち捨ててまで必死に制止を懇願するも、ライトは執拗に腋をねぶり続けてトコトンまで悶え狂わせてやる。

　やがて全身が痙攣しすぎてぐったりと伸びてしまうまで追い込むと、次に縦長の形よい臍に狙いを定め、窪みにニュルニュル〜とクリームを飾る。

「ワキマ×コの次は、ヘソマ×コですよ。いつもセクシーなドレスからチラチラさせてオスを挑発するいやらしい穴を、徹底的にイジメてあげます。ブチュルル〜ッ！」

「キャヒィ〜ンッ!?　おヘソをペロペロだめっ、オッオッ、チュパチュパらめえぇ〜っ？　舌でクリクリしにゃいで、ヒアァッ、ほじくりかえさにゃいでぇ〜っ！」

　クニクニとヒクつく穴をねぶられ穿ほじくられ吸い立てられて、どこにまだ力が残っていたのかメリアはガクガクと肢体を波打たせて悶絶する。

　しかしライトは両手でガッチリとくびれを掴んで逃れられぬよう固定し、クリーム塗れの悩ましい窪みをトコトンまで味わい尽くす。

　臍穴への刺激はほど近い位置にある子宮にも伝播し、キュンキュンと切なく疼いて全身がカァッと燃え上がる。

　とうとう触れてもいない膣口からプシャップシャッと潮が噴きこぼれ、愛撫を求めて膣穴がグネグネと淫猥な蠕動を繰り返す。

　ムワンッと濃くなった発情牝の香りに、ライトは臍から口を離し、大きく広げられた悪役令嬢の股間へ吸い寄せられるように顔を寄せる。

「お嬢様のマ×コ、発情しまくりでヨダレが垂れっぱなしですよ。早く食べてほしいってウネウネして……ううっ、もうガマンできない！　メリアはボクのモノだぁっ！」

　発情がピークに達した従順な愛玩犬は獰猛な狼へ変身し、ぽってりと膨らんだ恥丘に大口を開けてバクッとかぶりついた。

「ま、またバカ犬ごときがワタクシを呼び捨てにしてっ。ワタクシがおまえのモノだなんて、身の程を知りなさイヒイィィ〜ッ!?　オマ×コ食べられてるっ、アッアッ、ナカまでベロベロ味わわれてるぅ〜っ！　イクッ、イクウゥ〜ンッ!!」

　火照った恥丘を丸ごとモニュモニュと揉みほぐされ、ぬめる媚肉をベチャベチャと激しくねぶり上げられて、目もくらむ快感が全身に弾けて染み渡る。

　悪役令嬢のプライドは粉々に砕け散り、牡に食らわれる憐れな一匹の牝と化す。

　激しくしぶく絶頂潮をライトは口で直に受け止めてゴキュゴキュと呑み下し、もっと愛牝の味を堪能したいと、ネロッネロッと媚肉を舐めねぶる。

「お嬢様の発情マ×コ、クリームなんて必要ないくらいにトロトロに蕩けきっちゃってますよ。オスを興奮させる、やらしすぎるメスの味……。食べれば食べるほど、興奮してくるっ！　ジュパッジュパッ、ベロベロォッ、ジュルルルゥ〜ッ！」

「ハヒイィ〜ンッ、アッアッ、アヒイィ〜ンッ！　オマ×コがアツイわぁっ、火照って疼いて、ヒクヒクが止まらないのぉ〜っ！　駄犬などに食べられてぇ、アンアンッ、好き放題に貪られてぇっ……マゾマ×コッ、またイクゥ〜ンッ!!」

　メリアは己のＭ性を認め、白い喉を反らせてビクビクッと絶頂に痙攣する。

　飼い犬にいいように蹂躙されているというのに嫌悪より興奮が上回っているこの状況を見れば、己が被虐体質であるとしかもはや説明のしようがなかった。

　グイィ〜ッと腰を浮かせヒクヒクと肢体をわななかせているメリアをライトは愛おしそうに見つめ、さらに舌を伸ばして膣壁の鋭敏な箇所を執拗に舐めねぶる。

「ベチョッベチョッ……そうですよ、お嬢様はマゾなんです。でも誰にも気づいてもらえなくて、いつもイライラして、周囲に八つ当たりばかりしていたんですよね……。心配しないでください。これからはボクがいつもそばにいて、毎日慰めてあげますからね。ネロッネロッ、ジュパパッ！」

「ヒアァァ〜ンッ……ナ、ナマイキよぉ、駄犬のくせにぃ……アンアンッ。そんなの、当然でしょっ。おまえはワタクシのモノなんだからぁ……あんな小娘に尻尾を振っていないで、アッアッ、ワタクシのドＭボディをもっと愛してぇ〜っ！」

　膣穴がキュムムッと収縮し、ピュッピュッとおねだりするように愛蜜がしぶく。

　濃厚な舌愛撫の前に肉体だけでなく心まで蕩けて乙女の素直な本心がこぼれ出てきた悪役令嬢に、ライトはニッとうれしそうに笑う。

「へへっ。わかりました。二度とイジワルな顔ができないくらい、もっともっとトロントロンにマゾアクメで蕩けまくらせちゃいますねっ。ムチュムチュゥ〜ッ、チュバッチュバッ、ネロネロベロォ〜ッ！」

　ライトの献身的で丁寧な舌使いが、悪役令嬢の頑なな心の皮を一枚一枚剥ぎ取り、剥き出しにしてゆく。

　メリアはもはや何も考えられなくなり、もたらされる極上の快楽にただただ甘ったるい喘ぎをこぼすばかりの愛牝となる。

「アンッアンッ。またイクわぁっ、カワイイ駄犬にじゃれつかれてイクゥンッ！　全身が蕩けて、力が入らにゃいぃ、アッアッ……ワタクシの完璧ボディが、ライトのためだけの餌になりゅぅ……。オッオッ、またイクゥッ！　グチャドロに蕩けきって、バターになっひゃうぅ〜っ！　イキュウゥゥ〜ンッ!!」

　とうとうメリアは脳まで完全にふやけきり、クルンと瞳を裏返らせベロォ〜ンと舌を垂れこぼして絶頂の波に呑み込まれ、気を失った。

　ヒクッ、ヒクッと憐れに痙攣を繰り返す弛緩した肉体を、ライトはゴクゴクとイキ潮を直に嚥下しながらさらに舌で慰め続ける。

　悪役令嬢は戯れで拾ったペットに身も心も溶かし尽くされ、イジワルさがにじみ出たキツイ美貌は見る影もないほど幸せそうに緩みきっていたのだった……。




　メリアが気を失った後も、ダイニングテーブルの上に力なく横たわった肢体の拘束を解いてやってから、ライトはひたすら舐め奉仕を続けた。

　透き通るように白いすべらかな肌は、首筋に背中、美脚や尻も、もはや唾液が付着していない箇所などないほどに全身ネトネトに汚されていた。

　うやうやしくメリアの手を取り豪奢なゴールドのロンググローブごと長くしなやかな指を一本一本じっくり丁寧にねぶったライトは、ブルルッと興奮に体を震わせる。

「ああ、メリアお嬢様がボクの唾液でヌルヌルになって、気持ちよさそうにもじもじしてる……。うう、チ×ポが爆発しそうだ、もうガマンできないっ」

　ライトもまたテーブルの上に乗り、メリアのくびれた腰を両手でしっかり掴む。

　すでに開きっぱなしで愛蜜が溢れて止まらない秘唇へクプッと亀頭の先端をあてがうと、ゆっくり腰を突き出し、蜜塗れの膣穴をヌッポリと埋め尽くした。

「くうぅ〜っ！　いつもはキツキツのマ×コがトロットロにぬめっていて、すんなり奥まで入っちゃった……。ああ、気持ちよすぎるぅ……」

　歓迎しているかのごとき肉壺の反応にうれしくなり、媚肉のうねりを堪能しつつギュ〜ッと悪役令嬢の肢体を抱きすくめる。

　と、いつの間に目を覚ましたのか、メリアがムニ〜とライトの頬を左右に引っ張りジロリと睨んできた。

「また勝手にワタクシのナカに入ってきたわねぇ、この駄犬っ。まったくおまえは……ンッンッ……どうしようもないバカ犬だわぁ……ハアァンッ」

　悪態を吐きつつも頬はほんのりと赤らんでおり、自分から腰をクイックイッと揺らめかせて火照る媚肉を肉竿へ擦りつけてくる。

　ライトはニカッと笑い、お詫びとばかりにキスの雨を降らせる。

「すみません、お嬢様。どうしてもガマンできなくて……。お詫びにいっぱい、気持ちよくしますね……ムチュッムチュッ」

「アンッアンッ。ワタクシの高貴な顔に、駄犬のヨダレがぁ……アハァン」

　キスだけでは愛し足りず、ベロベロと舌で美貌を舐め回してゆく。

　ふっくらした頬もツルリとしたおでこも唾液塗れにされて、しかし汚辱感は心地よさに裏返るばかりで、メリアはアンアンと甘ったるい喘ぎをこぼす。

　キュムッキュムッと牝穴で肉竿を締めつけ、じゃれつく愛犬をかわいがる。

「ンハアァ……ライト、喉が渇いたわ。ワインを取ってちょうだい」

　メリアの視線が、広いダイニングテーブルの端に置かれたグラスに向けられる。

　ライトはコクリと頷くと透き通る真紅の液体が揺らめくグラスを手に取り、うっすらと開いたメリアの赤い唇へタラタラと注ぐ。

　ンクッ、ンクッと悩ましく喉を鳴らし、口内を潤すと満足げに唇を舐める悪役令嬢。

　あまりの妖艶さにたまらなくなり、ライトはムチュリとメリアの唇を奪う。

「うむむぅんっ？　な、なにをするのよ、バカ犬ぅっ。三十年モノのヴィンテージワインなのよ。おまえが一生働いても手が届かない高級品なの。駄犬風情がおいそれと口にしていいものじゃ、あむむぅ〜っ？　唇ごと吸われてりゅぅっ！」

「チュバッチュバッ。ああっ、ワインの味なんてわからないけれど、お嬢様の唇をグラスにして飲むと最高にオイシイですっ。うう、なんだかクラクラしてきた……。もっと飲ませてください。ボクもたくさん唾液を呑ませてあげますからっ」

　ライトは夢中になってメリアの唇をジュパジュパと吸い立て、ヒクヒクとわななく舌ごとワインをジュルジュルと啜り上げる。

　代わりにぬめる唾液をダラダラと口内に流し込まれ、淫猥すぎるブレンドカクテルにメリアはすっかり悪酔いしてツリ目をトロ〜ンと垂れ下がらせる。

「んむっ、んむっ……ぷあぁっ。ハアァン、オイシイわぁ、ワインよりライトの唾液の方が美味しく感じてしまうのぉ〜っ。高貴なワタクシの味覚まで破壊するなんてぇ、ンチュッンチュッ、どう責任を取るつもりよ、このバカいぬぅ〜っ」

「任せてください。喉が渇いたら、いつでもどこでもボクがベロチューしますから。お嬢様の高貴な唇を、ボクの味で四六時中いっぱいにしてあげます、チュババッ」

　ライトのラブラブベロチュー宣言に、メリアは胸も子宮も甘く切なくグズグズに蕩けてしまう。いつしか自分から舌を絡ませ、夢中になって濃厚接吻に没頭してゆく。

　牝穴もキュムキュムと収縮し、放出をねだって肉竿を淫靡に揉み搾る。

　これまでひたすら悪役令嬢の欲望を満たすべく奉仕に没頭してきたライトは、極上のご褒美を前にたちまち限界へと昇りつめる。

「くあぁーっ！　お嬢様、ボクもうイキそうですっ。どこに欲しいですか？」

　歯を食いしばって暴発を懸命に食い止めながら尋ねると、メリアは何を今さらとばかりにジロリと睨む。

「わかっているくせに、アンアンッ、ワタクシの口からはしたないおねだりをさせたいのねっ。駄犬のくせに、アッアッ、なんてナマイキなのっ！　でも……ハアァンッ。いいわよ、お望み通り、おねだりしてあげますわぁっ」

　すべてが蕩ける快楽の前では、プライドなどもはやなんの価値もなかった。

　ブチュゥッと深く口づけし、広げた両手をライトに向かって伸ばす。

「ライトッ！　ワタクシの身体に、おまえのザーメンを浴びせなさいっ。駄犬の唾液でヌルヌルにされて発情が止まらなくなったボディに、より濃厚なミルクをこってりと浴びせて、穢し尽くしてマゾアクメさせるのよぉ〜っ!!」

　悪役令嬢の全力ドＭおねだりに、ライトの興奮も頂点に達する。

「くうぅ〜っ!!　最高にエロエロですよ、メリアお嬢様のぶっかけおねだりっ！　うあぁっ、もうイキますっ。お嬢様にぶっかけまくってマーキングするぅっ!!」

　ライトは全力で腰を振って蜜塗れの牝穴をグポグポと犯し、放出寸前まで射精欲求を高める。

　そのままナカで果てたい衝動を懸命に堪え、ズボボッと勢いよく肉竿を引き抜く。

　発情に疼きが止まらぬ媚肉を抜け出る亀頭にゾリゾリッとこそがれて、メリアも背筋を仰け反らせて悶絶する。

　ビクビクッと肢体が激しくわなないた瞬間、亀頭の先端から噴水のように大量の白濁が勢いよくぶちまけられた。

　ブビュブビュッ、ドビュドビュドビュゥーッ!!

「ハヒイィィ〜ンッ!?　下賤な種汁が、ワタクシの高貴なボディに降り注いでぇっ!?　ドロドロに汚されてるぅ、グチャグチャに穢されているのぉ〜っ！　たまらないっ、たまらないわぁっ！　ライトのザーメンミルクに塗れて、イクウゥゥ〜ンッ!!」

　恥丘に、臍に、乳房に。

　ドパドパ、ビチャビチャと降り注ぎグチュグチュとへばりつく粘ついた汚汁。

　犬扱いしてきた平民に選ばれた存在である己が所有物としてマーキングされるという狂おしい恥辱に、脳が沸騰し頭のなかがグチャグチャに掻き回される。

　しかしマゾ性が開花した肢体はすべてを快感へ変換し、メリアを未知なる絶頂の高みへと押し上げる。

　悶え狂うメリアの肢体を真っ白に塗り潰したライトは、亀頭の先端をだらしなく崩壊した美貌へ向ける。

「うはあぁっ、ぶっかけでイキまくるお嬢様、エロすぎるぅっ！　まだまだ出るっ、射精が止まらないっ。もっと、もっとイッてくださいっ　二度とイジワルな顔ができないくらい、ブザマにアヘッて幸せそうにイキ狂えーっ!!」

　ビュクビュクーッ、ドパッビチャッグチャアァッ!!

「オッヒイィィ〜ンッ!?　アヒッアヒッ、ホヒイィ〜ンッ!!　顔がアツイわぁ、グチャグチャに蕩けりゅぅっ！　汚されてイクゥッ！　ライトの味とニオイが染み込んでぇ、オホォォッ、駄犬のマーキングでマゾアクメくりゅうぅぅ〜んっ!!」

　とうとうメリアのなかでライトに穢されることが快楽と直結し、ベロォ〜ンッと大きく舌を垂らしたまま瞳をクルンと裏返らせ、絶頂に脳がショートした。

　股をパックリと無様に開いて腰をカクッカクッと震わせ、わななきが止まらぬ秘唇からプシャッ、プシャッと愛蜜を何度もしぶかせてアクメ失神する悪役令嬢。

　気を失って貪欲な本能がさらに剥き出しになったか、ロンググローブをネチャネチャと汚しながら無意識に頬へ汚濁を塗り込み、だらしない笑みを浮かべている。

　射精を終えたライトはふう〜っと満足げに大きく息を吐く。

「うあぁ〜……気持ちよかった……。お嬢様も悦んでくれたみたいだ。ザーメンパックされて、アヘ顔のまま気持ちよさそうに寝息を立ててる……。でも……」

　ライトは見逃さなかった。

　まだまだ物足りないとばかりに、メリアが真っ赤な舌で唇の周りに付着した白濁をチロリと舐め回したのを。

　再び湧き上がる興奮にブルッと背筋を震わせたライトは、メリアの上に覆いかぶさりもぞもぞと、いわゆるシックスナインの体勢を取る。

　いまだ漲る肉竿を白濁塗れの美貌に突きつけ、蜜塗れの膣口を覗き込む。

「まだ満足できないんですね。本当に悪役令嬢って貪欲なんだなぁ……。でも、ボクは絶対に攻略してみせますよ。本来は存在しないルートを無理やりにでもこじ開けて、どんな手を使ってもメリアお嬢様を救ってみせますから……」

　わななく媚肉をベロリと舐め上げ、半開きの唇へヌポッと亀頭をねじ込む。

　メリアは眠ったまま残滓のへばりついた肉竿にムチュリと吸いつき、尿道口の残り汁をチュルルッと吸い上げてニタリと幸せそうに微笑んだのだった……。




　朝方。

　寮の自室でリーネがスヤスヤと寝息を立てていると、ガンガンとけたたましく扉を叩く音と共に耳障りな怒声が安眠を阻害した。

「起きなさい、小娘っ！　このワタクシがわざわざ訪ねてきたというのに、いつまで惰眠を貪っているのかしらっ？」

　リーネにとってはもはやトラウマに等しい金切り声に、恐怖で思わず両手で頭を抱えてベッドにうずくまり身体を小さく丸める。

　しかしノックの音はやかましさを増すばかりで、とてもやりすごせそうにない。

　リーネは仕方なくベッドを抜け出ると、おずおずと扉を開ける。

「お、おはようございます、メリア様……。あの、なにかご用事ですか？」

「用がなければおまえのような平民を訪ねてくるはずがないでしょ。入るわよっ」

　了承も得ずにズカズカと我が物顔で室内へ踏み込んでくるメリア。

　頼みの綱であるライトも、今朝は一緒ではないようだ。

　おどおどと様子を窺うリーネの卑屈な態度に、メリアはかえって苛立ったのか不機嫌そうにフンと鼻を鳴らす。

　しばし室内を包む沈黙。

　やがて先にふうっと息を吐いたメリアは、ドレスの胸元に手を突っ込む。

　真っ黒な炭の塊がいくつか入った袋を取り出し、グイと差し出してきた。

「……き、昨日は食事を台無しにして、悪かったわね。これはお詫びの品よ。ワタクシがわざわざ手作りしたのだから、ありがたく受け取りなさいっ」

「は、はあ……。ありがとうございます……。あの、これは……なんでしょう？」

　とても食べ物には見えぬ焦げ焦げの塊に、リーネは思わず素直な疑問を口にする。

　するとメリアはツリ目をさらにツリ上げ、こめかみに青筋を浮かせて激昂する。

「なんですって!?　まったく、最近の平民はなんてナマイキな者ばかりなのかしらっ！　ワタクシの作ったクッキーなど食べられないというのねっ、キーッ!!　……いいわよ、なら、これで気が済むかしら？」

　自分でも失敗作の自覚はあったのだろう。

　意外にもあっさりと引き下がると、今度はドロドロの白濁がなみなみと入った瓶を取り出し、炭クッキーの入った袋へダラリダラリと注ぎはじめた。

「ふわわっ？　しゅごいニオイ、クラクラしちゃう……メリア様、本当に何を……」

「フフン。さっそく反応したわね、卑しい女……。これは、ライトのオチ×ポから搾った新鮮なザーメンミルクよ。特別に、ワタクシがブザマな食事をする姿を見せてあげるわ。ライトがどうしてもというから、仕方なくなのですからねっ！」

　あまりにも卑猥すぎる謝罪方法は、メリア自身が考えたものだ。

　あれからライトに肉体を貪られるうちに目を覚ました悪役令嬢は、逆にライトが力尽きて眠ってもなお肉竿をむしゃぶり、無理やり放出させた種汁を瓶へと溜めた。

　平民風情に頭を下げる姿をライトに見られたくなかったメリアはこっそり別邸を抜け出し、さっさと謝罪を済ませてしまおうとリーネの下を強襲したのだ。

　ダラダラと糸を引く白い粘液が付着した黒い塊を指で摘まみ上げ、メリアはギロッとリーネの顔を睨みつけたまま、ひょいと口のなかへ放り込む。

　わざと口を開けたままクチャックチャッと品がなく噛み砕くと、歯茎にブジュリとへばりつく汚濁感にたちまち瞳を蕩けさせブルブルッと肢体を震わせた。

「ア〜ンッ……グチュッグチュッ……ンハアァ〜ッ！　まじゅいっ、まじゅいわぁっ！　おまえのせいで高貴なワタクシが卑猥なザーメンクッキーなどを口にするハメになってしまったのよ。どうしてくれるのよ、小娘ぇっ。ハアァ〜ンッ♪」

「そ、そんなこと言われても……。アァ、なんて幸せそうなお顔……」

　完全なる八つ当たりに困惑するリーネ。

　しかし悪態を吐きながらもメリアはキツイ美貌を蕩けさせ、炭クッキーに付着した白濁をじっくりと味わい、ゴクンッと美味そうに呑み下す。

　ハァ〜ッと吐きかけられた吐息は濃密な牡の匂いでプンプンし、リーネは後頭部を殴られたような衝撃にへなへなとその場にへたり込んでしまった。

「ンアァッ、やっぱり物足りないわっ。ザーメンミルクはオチ×ポから搾りたてじゃなくては……。小娘っ！　ワタクシはもう帰るわよ。ソレはおまえが処理しておきなさいっ」

　ぬめる白濁の味に脳がふやけたか、メリアはすっかり謝罪に来たという目的を忘れてザーメンクッキーの入った袋をポイッとリーネに投げ渡す。

　そのまま踵きびすを返し、発情に肢体をくねらせてさっさと部屋を出ていってしまった。

　一人自室に残されたリーネは嵐のような襲撃にしばし呆然としていたが、気づけばムワムワと臭気を放つ袋へ顔を寄せ、大きく息を吸い込む。

「スンスン……ふわひいぃ〜っ？　ひゅ、ひゅごいのぉっ！　これがライトさんの……クンクン……あの怖いメリア様を蕩けさせちゃうミルクのニオイなのねぇっ」

　嗅げば嗅ぐほど脳がクラクラと揺さぶられ、鼻腔がズキズキと疼き、全身がカアァッと狂おしく火照る。

　リーネは袋を握ったまま懸命に這って進み、ベッドへ身体を投げ出す。

　たわわな乳房を剥き出すと自分で揉みたくりつつ、炭クッキーを摘まんでは付着した白濁をチュパチュパとねぶり取って愛らしい顔をだらしなく緩ませる。

「ライトさんの、ミルクの味ぃ……ペチャッペチャッ……。ドロドロで、ネバネバでぇ……舐めていると舌がヒクヒクして、うっとりしてきちゃうのぉ〜っ♪」

　悪役令嬢を屈服させた牡の味が、たまらなく頼もしく思えてならず。

　精液への嫌悪感は瞬く間に憧れで塗り潰され、リーネはライトの名を小さく呼びながら、初恋の切なさに震える肢体を拙くも懸命に指で慰めたのだった……。




『実績が解除されました：食ザー

　メリアのＭ奴隷レベルが50になりました』
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第四章　忍び寄る破滅？　ラブラブＭ奴隷宣言の裏側で









　ライトが自分自身を餌として提供したことで、貪欲な悪役令嬢はおあずけを嫌がりヒロインに意地悪をする回数がゲームのストーリーに比べて大幅に減少した。

　この分なら、処刑フラグは成立しないはず。

　ライトはホッと胸を撫で下ろす。

　一方で、メリアがリーネに手を出さぬよう常に気を配りそれとなく助け舟を出していたためか、知らぬ間にリーネからの好感度が上がりすぎていたようだ。

　同じ平民同士という気楽さもあってか、少女からの無邪気なスキンシップはますます増えるばかり。

　突き刺さるメリアのキツイ視線に針のむしろとなり、生きた心地がしないライトであった。




　メリアとリーネがメロディア魔導学院に入学してから一月が経った頃。

　放課後、ライトはリーネに校舎裏へと呼び出され、手紙を渡された。

「あ、あの……ライトさんっ。これ、読んでくださいっ！」

　それだけ言うと、顔を真っ赤にしてトテテッと走り去ってゆくリーネ。

　手渡されたピンク色の封筒は、赤いハートマークのシールで留められていた。

「こ、これって……まさか、ラブレターッ!?　……いやいや、そんなわけないか。あんなカワイイ子が、ボクなんかに……」

　転生前もラブレターなどもらった経験はない。

　まして相手は、これから貴族の子息とのラブロマンスが数多あまたに待っている、世界に選ばれしヒロインなのだ。

　淡い期待を否定しつつ、それでも頬はにやけながら、手紙を開封する。

　すると愛らしい丸文字で、

『明日の正午、お買い物に付き合ってもらえませんか？

　中央広場の噴水前でお待ちしています』

　と綴られていた。

「これは、デートのお誘いっ!?　……いやいやいや。たぶん、荷物持ちが必要なんだろうな。ヘンに断ったら、メリアお嬢様のせいだと思われて、リーネちゃんの印象が悪くなるかもしれないし……。うん、行くべきだよね。お嬢様のためにも」

　言い訳を並べつつも、初めて女子に誘われて顔のにやけが止まらないライト。

　すっかり舞い上がった少年は、物陰から悪役令嬢がハンカチをギリッと噛みしめて怒りの表情で見つめていることに、まるで気づかないのであった……。




　そして、デート当日。

　メリアにどう言い訳して出かけようかと悩んでいたものの、朝に目を覚ました時には彼女の方が先にどこかへ外出したようで姿が見えなかった。

　いつもどこへ行くにもライトを連れ回す悪役令嬢にしては珍しいな、と思ったものの、これ幸いとライトは身だしなみをしっかり整えて街の中央広場へ向かう。

　待ち合わせ場所の噴水前には人だかりができていた。

「なんだか騒がしいな。リーネちゃんがかわいらしすぎて注目の的になってるのかな？」

　などと呑気に考えつつ人波を掻き分けて噴水前へとたどり着くと、そこには……。

「クスン、クスン……。あっ、ライトさんっ!?　ふえぇぇ〜んっ」

　半裸のリーネがペタンと地面にへたり込み、すすり泣いていた。

　ライトの顔を見つけると安堵したのか、つぶらな瞳から大粒の滴が流れ落ちる。

「リ、リーネちゃんっ!?　いったいどうしたのっ」

　ライトは慌てて駆け寄り、周囲の視線からリーネの小柄な身体を隠しつつ上着を脱いでかけてやる。

「わ、わからないです……。ライトさんを待っていたら、突然服だけが燃え出して……せっかくオシャレしてきたのに、ボロボロになっちゃった……うあぁ〜んっ」

　悲しげな泣き声に、ライトはようやくハッと思い出す。

『プリンセスグロリア』にて、ヒロインの初デートの日、悪役令嬢によって衣服を切り刻まれて駄目にされてしまうというストーリーがあったのを。

　人生初のデートに浮かれるあまり、すっかり失念していたのだ。

　ゲーム内ではデート相手であるお忍びで入学していた隣国の王子がヒロインに素敵なドレスをプレゼントするのだが、あいにくライトにそんな財力はない。

　それでも使用人としての給金を少ないながらも貯めておいたため、簡素な服くらいなら買えなくもなかった。

「ごめんね、僕のせいで……。リーネちゃん、泣きやんで」

　泣きじゃくるリーネを落ち着かせようと、金の髪を優しく撫でてやる。

　犯人の目星はついていた。

　火傷一つ負わせず、乳首と股間の布地だけをかろうじて残して服を燃やすなど、ここまで見事に炎を操る人物をライトは一人しか知らなかった。

「グス、グスン……ライトさんのせいじゃないです……。でも、うう……こんなみっともない姿を見せちゃうなんてぇ……嫌われちゃったら、やだよぉ……ふえぇ」

　憐れを誘うすすり泣きにたまらなくなり、ライトはリーネの身体をギュッと抱きしめて囁く。

「大丈夫だよ。嫌いになったりしないから……。さあ、新しい服を買いに行こう。それから一緒に出かけようよ」

　リーネを励まそうと、ニコッと笑いかける。

「あまりお小遣いもないから、夜景の見えるレストランでディナーをご馳走なんてできないけど……商店街でクレープを食べ歩くくらいなら平気だからさ」

　ゲームの攻略対象である貴族の子息たちとは比べ物にならない質素なもてなししかできぬ己に苦笑するも、それがライトのせいいっぱいの誠意だった。

　愛らしい顔を悲しげに伏せていたリーネだが、想いが伝わったのか、滴の溜まった瞳の端を指でそっと拭うとようやく顔を上げてくれた。

「ライトさん……。えへへ、うれしい……。今日のデート、よろしくおねがいしますね……チュッ」

　リーネはふっくらした唇を生まれて初めて異性の頬へとそっと重ね、はにかんで微笑み、ライトの腕を取りギュッと身体を寄せてくる。

　可憐な笑顔とふくよかな胸の感触に、ライトの脳内はたちまち桃色のハートで埋め尽くされ、極上美少女の圧倒的なヒロイン力に魅了された。

　二人は人だかりを抜け出し、まずは洋服屋でシンプルだがリーネによく似合っている愛らしい桃色のワンピースを見繕ってその場で着替える。

　それから手を繋いで商店街をブラリと見て回り、一つのクレープを二人で一緒にパクついたりと、贅沢ではないが楽しい時間を共有したのだった……。




　夕刻に学院寮の隣に立つ別邸へと戻ると、メリアが豪奢な椅子に偉そうに腰かけて長い美脚を悠然と組み、ニヤニヤとなんとも意地の悪い微笑を浮かべていた。

「あ〜ら、遅かったじゃない。ワタクシが恋しくなって、飛んで帰ってくるかと思っていたのに……オホホホッ」

　メリアの目論見では、ボロ布に身を包んだリーネにライトが幻滅し『やっぱり高貴で美しいお嬢様が一番！』と尻尾を振って帰ってくるはずだった。

　しかしライトは肩を震わせつつ無言でズボンをずり下ろし、ズイとメリアの前に進み出ると、反り返った剛直を勝ち誇る美貌にベチョッと押しつけた。

「ホヒィッ!?　な、なにをするんですのいきなりっ！　オッオッ、オチ×ポがいつも以上にバキバキに硬いわっ。ふごぉっ、鼻がグリグリ潰されてりゅぅ〜っ！」

「お嬢様……どうしてリーネちゃんにあんなヒドイことをしたんですかっ！　かわいそうじゃないですか！　それに、ボクの努力をいっつも台無しにしてっ！」

　怒りに漲る怒張が悪役令嬢の美貌をグチャグチャに歪め、汚してゆく。

　しかしライトが処刑フラグ回避のために献身しているなど知りもしないメリアは、急にぶつけられた怒りに驚きで目を白黒させるばかり。

　平民の小娘のみっともない姿を見せつけてやったというのにいまだ肩を持つ飼い犬に、短気な悪役令嬢もまた激昂してライトをドンと両手で突き飛ばす。

「う、うるさいわね、駄犬のくせにっ!!　ワタクシのかわいいペットに色目を使うアバズレにオシオキをしてやっただけでしょ、何がイケナイんですのっ！」

　仰向けにひっくり返ったライトの股間を、メリアがグリグリと踏みつける。

　プクゥッと頬を膨らませた真っ赤な顔は、ドＳな女王のものではなく、嫉妬に思い悩む年頃の少女のソレだった。

「どうして生まれながらにすべてを与えられたこのワタクシがまだデートなんてしたことないのに、平民風情がイチャイチャとサカッて遊び回ってるんですのよっ！　ゆるせない、ゆるせないわっ、キイィーッ!!」

「あだだだっ!?　お、お嬢様、落ち着いてっ。チ×ポが潰れるぅ〜っ！」

　転生前はモテた経験がないため極端に鈍いライトだったが、ようやく気づく。

　メリアはリーネに嫉妬していたのだ。

　苛烈な態度も、ライトを取られたくない一心だったのだろう。

　悪役令嬢にとって、自分はただ欲求を満たす愛玩動物でしかないのだと思い込んでいた。

　だが令嬢の口からうっかりこぼれた『かわいいペット』という言葉で、ようやく分厚いプライドの下に隠れた本心に気づくことができた。

　処刑フラグの回避に集中するあまり、今現在のメリアの気持ちをまるで理解できていなかったようだ。

　申し訳なさで胸がいっぱいになったライトは、踏みつけてくる美脚を両手でそっと掴んでどけると、ゆっくりと立ち上がりメリアの瞳をまっすぐに見つめる。

「な、なによっ！　なにか文句でもあるんですの、このメリア＝サドヒールにっ」

　初めて他者に気圧されて怯んで一歩後ずさるメリアに、ライトは下がった分だけ一歩進み出てくびれた腰に手を回し、ギュッと抱き寄せる。

　揺れる金の瞳を真摯に覗き込んだまま顔を寄せ、赤い唇をムチュリと奪った。

「ふむむぅ〜っ!?　な、なにをひゅるのよ、駄犬のくせにぃっ。あむむぅんっ？」

「ムチュッチュバッ……。心配させてすみませんでした、お嬢様。でも、信じてください。ボクが本当に好きなのは……愛しているのは、メリアお嬢様だけですっ。ベロベロッ、ブチュブチュゥ〜ッ！」

「ひゅむむふぅ〜んっ!?　な、なにを勘違いひてりゅのかしら？　おまえのことなんて心配などひていな、むひゅひゅぅ〜！　ベロチューらめぇ、はげししゅぎりゅぅっ！　へ、平民風情に告白なんてされてもうれひくない、むぷむぷぅ〜っ!?　ジュパジュパ吸われてりゅ、ふやけひゃうぅ、バカ犬に食べつくされりゅぅ〜っ!!」

　あまりに熱烈で濃厚な舌接吻に、メリアの瞳はクルンと裏返り、全身がガクガクッと痙攣する。

　美脚がプルプル震えて立っていられず、長身から見下ろしていたはずがズルズルと姿勢が崩れて見下ろされる形となる。

　両手を肩に添えてなんとかしがみつく悪役令嬢へ、ライトはさらに舌を絡ませ唇をむしゃぶり口内に唾液を流し込み、溢れる熱い想いをひたすら伝えてゆく。

「メリアお嬢様、大好きです、心から愛していますっ！　ワガママでイジワルでみんなに嫌われているけれど、ボクだけはお嬢様のカワイイところもちょっとだけ優しいところも知っていますからっ。レロッレロッ、ムチュムチュジュルル〜ッ！」

「ひゅももぉ〜んっ？　バカ犬のベロチュー、しゅごひゅぎるぅ〜っ♥　だ、誰がみんなの嫌われ者よぉっ。フンッ、愚民どもはワタクシに嫉妬しているにすぎないもの、どうでもいいわ。ンアァ……でも、おまえはダメッ。ライトだけはワタクシを見ていなきゃダメなのぉ〜っ！　ペチョッペチョッ、プチュルルッ」

　ライトの熱量に圧倒されていたメリアだったが、人相のよくない悪女顔も徐々に愛らしく年相応に蕩け、自分からもおずおずと舌を絡ませ唇を押しつけてきた。

　普段のすべてを見下す悪役令嬢然とした表情とのあまりのギャップに、ライトの胸はますます熱く滾る。

　華奢な肢体が折れんばかりにギュウッと抱きしめ、ひたすら唇を貪り尽くす。

「ああっ、わかりましたお嬢様っ！　リーネちゃんの潤んだ瞳に見つめられるとサキュバスにチャームされたみたいに頭がポ〜ッとして引き寄せられちゃうけど、チュバッチュバッ、これからはメリアお嬢様だけを見つめると約束しますっ!!」

「あむむぅんっ！　そうよ、あんな小娘じゃなく、これからはワタクシだけを見つめるのっ。ちゃんと言いつけを守れたら、チュパッチュパッ、特別なご褒美をあげるからっ。このメリア＝サドヒールを、プチュプチュッ、ライト専用のラブラブＭ奴隷にしちゃっていいからぁ〜っ！　ぷあぁぁっ、イクウゥゥ〜ンッ!!」

　選ばれた存在である高貴な自分を、恋人兼Ｍ奴隷として下層の平民に捧げる。

　こみ上げる恥辱がすべて悦びへと裏返り、メリアは脳がぽやぽやと幸福感でいっぱいになって、ビクビクンッと全身を痙攣させ幸せアクメに呑み込まれた。

　全身をダラ〜ンと弛緩させて見たことがないほど幸せそうに頬を緩ませるメリアに、ライトもまた胸が愛しさで満たされる。

　己に素直になり悪態がこぼれなくなった悪役令嬢の唇を、飽きもせずふやけるまで吸い続けてだらしなく緩みっぱなしにしてやる。

　垂れこぼれて戻らなくなったメリアの舌に、今日という日の誓いを刻み込むようにネロネロと卑猥に舌を絡ませ、表面をなぞってゆく。

『改変者の指輪』が妖しく煌めいたかと思うと、二度と愛しい少年へ嘘が吐けぬように、悪役令嬢の舌にも真紅のＭの文字が刻まれたのだった。




　深夜。

　初デートに関してリーネに先を越されてしまった屈辱を晴らそうとするかのごとく、メリアはライトを引き連れ真夜中の城下町を闊歩していた。

　しかし悪役令嬢の格好は、豪奢なドレス姿ではなかった。

　ゴールドのロンググローブと真紅のピンヒールパンプスこそ愛用の物だが、悩ましい肢体にはほぼ紐状の極小ブラジャーとパンティーしか身に着けていない。

　乳輪と恥丘だけを大粒のルビーで隠したあまりにも扇情的な衣装は、まるで場末のステージで男に媚びる商売女の出で立ちだった。

　細い首には赤い犬用の首輪がガッチリと屈辱的に填まっているが、メリアは堂々と胸を張り、飼い主となったライトを引きずるように誇らしげに歩みを進める。

「お、お嬢様、やっぱりちゃんとした服を着てデートしましょうよ。いくら顔はベールで隠れているからって……チラチラ見られてますよ」

　メリアの美貌は、七色に淡く輝く薄いベールで口元が覆われている。

　心配気なライトをよそに、メリアは赤髪を妖艶に掻き上げて哄笑する。

「オホホホッ。問題ないわ。この『虹のベール』で顔を覆っていれば、正体を気づかれることはないもの。それに、ライトの初デートを奪ったあの小娘を悔しがらせるには、ただのデートじゃ意味がないでしょ。今夜を特別な夜にしなくてはね」

　メリアはランウェイを歩くモデルのごとく堂々と練り歩き、紐下着からはみ出た左右の尻たぶに刻まれた『Ｍ』と『Ｌⅴ80』の文字を周囲に見せつける。

　愛する令嬢の肢体を他人に見られるのは、あまりよい気分とは言えなかった。

　それでも、露出願望に目覚めたかベールの下で恍惚の表情を浮かべているメリアを見ていると口を出すのも無粋に思え、望むままにさせることにした。

　美貌を隠していても圧倒的な支配者のオーラは伝わるのか、すれ違う人々は悪役令嬢の肢体を遠巻きに盗み見るだけだった。

　しかし裏通りへと入れば、倫理観の壊れた者たちは欲望に目をギラつかせ、恐れ知らずにも下卑た喝采を上げヒューッと指笛を吹き囃はやし立ててくる。

「フンッ。品のない愚民どもね。いずれワタクシが治める街だもの、浄化のために燃やして回りたいところだけれど……今夜は特別に不問としましょうか」

　メリアは臆することなくしゃなりしゃなりと腰をくねらせ、自慢の肢体を見せつけながら衆人環視のなかを闊歩する。

　ライトは気が気ではないが、メリアが満足するまでと黙ってついてゆく。

　と、不安は的中し、泥酔いしたリーゼントヘアーの大柄な中年男がニヤニヤと卑猥な笑みを浮かべて声をかけてきた。

「おおっ、兄ちゃん、最高にイイ女を連れてるじゃねえか。一晩いくらだい？」

　商売女だと勘違いしたのだろう、メリアの肢体へ手を伸ばす。

　ライトは慌てて間に割って入り、男の手を遮る。

「いや、そういう子じゃないんで……。踊り子さんに手は出さないでくださいね」

　ウィットの利いた返しになったかな、と思いきや、男はかえって激昂した。

「なんだぁ？　オメーみてえなガキが女を飼うなんざ、十年早いんだよ。黙ってオレ様に差し出しやがれ、かわいがってやるからよぉ！」

　男は強引にメリアの腕を掴もうとする。

　ライトはメリアを連れて逃げようとしたが、手を差し伸べるより先に、男の手がボッと炎上していた。

「わちゃちゃちゃっ!?　な、なんだぁっ？　オ、オレ様の手が燃えてるーっ！」

「フンッ！　愚民風情が誰の肌に触れるつもりですの？　ワタクシに触れてもよいオスはライトだけよ。身の程をわきまえるのね、ウジ虫が!!」

　掴みかかってきた手が離れると炎は消えたが、次に男の髪がボワッと松たい明まつのごとく燃え上がった。

「おわーっ!?　オレ様の自慢のリーゼントが、アフロにぃーっ!?」

　男の自慢の髪形は、爆発に巻き込まれたかのごとく瞬く間にチリチリになった。

　メリアはベールの下でニタリと勝ち誇ったドＳな笑みを浮かべる。

　安堵にホッと胸を撫で下ろすライトだが、好奇の目で遠巻きにこちらを見ていた周囲の空気が変わったのに気づき、メリアの手を握って足早に歩き出す。

「行きましょう、お嬢様。これ以上騒ぎを大きくしちゃマズイですよ」

「なにをビクついているの？　やはりワタクシが女王となる日のため、今のうちに愚民どもは浄化しておくべき……キャッ？　ちょっとライト、放しなさいったらっ」

　今にも街を焼き尽くしかねないメリアを強引に抱き上げ、駆け出すライト。

　メリアは思わず愛らしい悲鳴を上げ、振り落とされぬようにキュッと少年の首へ両手を回してしがみつく。

（この子ったら、いつの間にこんなに逞しく……。フフッ、ワタクシにふさわしい男になってきたようね。躾けてきた甲斐があったわ）

　長身のメリアをお姫様抱っこで軽々と抱えて走るライトに、ドキンと胸の高鳴りを覚え、瞳にぽわっとピンク色のハートマークが浮かぶ。

　いつもより広く感じる胸板に、悪役令嬢はコテンと素直に頭を預けたのだった。




　深夜デートの目的地は、街の中央広場から十五分ほど歩いた場所に立つ国立大劇場だった。

　ライトはメリアに指示されるがまま、無人の観客席の中央最前列に腰を下ろす。

　すると数分後、パチリと指を鳴らす音がする。

　どこからともなく淫靡で妖しげな曲が流れだし、ピンスポットがステージの中央をパッと眩く照らす。

　扇情的な極小踊り子衣装に身を包んだメリアは光の中心でうやうやしく一礼すると、金属製のポールに長い美脚を絡ませ、クルクルと妖艶に舞い踊りはじめた。

「うわぁっ……ポールダンスなんて、ナマで初めて見た……。メリアお嬢様、いつの間にこんなエッチな踊りを覚えて……ゴクッ」

　メリアに付き従いお城で開かれる舞踏会を訪れた経験はあったが、もちろん令嬢が優美にステップを踏み社交ダンスを踊る姿しか見覚えがない。

　ポールを男根に見立てて乳房の谷間に挟み込み、腰を大きく上下させ股間を擦りつけるあまりにも淫猥なダンスを、食い入るように見つめて生唾を呑む。

「まあ？　エッチな踊りだなんて、芸術のわからない平民らしい感想ねぇ。高貴なワタクシが、オチ×ポをねだってオスに媚びる下賤な商売女の踊りを舞うわけがないでしょう？」

　言葉とは裏腹に、メリアはベールの下で挑発的に大きく舌を垂らし、ポールをレロ〜ンと舐め上げる仕草を見せつけて艶然と微笑む。

　両手でポールを握ったまま客席に美尻をクイッと突き出し、Ｍの文字とマゾレベルが刻まれた尻たぶを悩ましく揺すって空中にハートマークを描く。

　あまりに扇情的な踊りを特等席で見せつけられ、ライトは興奮が抑えきれなくなり、衣服を脱ぎ全裸になって反り立つ肉竿をガシュガシュと扱き立てる。

「ハァン、なんて恥知らずな駄犬なのっ。伝統ある国立大劇場で、ステージを鑑賞しながらオナニーをはじめるだなんて。芸術に対する冒ぼう涜とくだわぁ、アハァンッ」

「お嬢様のドスケベすぎるポールダンスのせいですよ、ハァハァッ。マゾボディを視姦されて発情しまくって、極ミニ衣装の股間からオマ×コ汁がビショビショに溢れてるのが丸見えですよ。お望み通り、ボク専用のズリネタにしてあげます！」

　亀頭の先端からカウパーをダラダラと垂らし、ライトは一心不乱に肉竿を扱く。

　肉欲に漲ったギラつく視線が火照った柔肌に痛いほど突き刺さり、メリアもまた発情で内股をテラテラと愛蜜に濡れ光らせ、ますます腰をくねらせる。

（アハァッ、思った通りだわ。ライトは美しい舞よりも、オチ×ポを刺激する品のないダンスが好みだったようね。いいわよぉ、もっとアツく見つめなさい……。あんな小娘のデカ乳しか取り柄のないだらしない身体じゃなく、神が与えたワタクシのライト専用極上マゾボディを、穴が空くまで視線でレイプするのよぉ〜っ！）

　ライトを挑発するのに役立てばと密かに練習していたあでやかなポールダンスが、卑猥なハメ乞い踊りへと進化し、悪役令嬢はひたすら腰を振りたくる。

　頭の上でポールを両手で掴みつつ、ガニ股蹲そん踞きよポーズでしゃがみ込みＭ字開脚で股間を客席に見せつける。

　極小ブラからこぼれ出るほど美乳をブルンブルンと揺らしガックンガックンと腰を上下に揺らす様はまさに、牡へ媚びて寵愛をねだるマゾ牝奴隷そのもの。

　ライトはとうとう我慢できなくなり、ステージ上によじ登るとメリアの正面に立ちはだかって淫猥ダンスを見下ろし、至近距離で肉竿を扱きまくる。

「アァン、ステージに勝手に上がるだなんてっ。おまえは出禁よ、出禁だわぁっ」

「ボクが出禁なら、ステージでザーメン欲しさにチン媚びダンスを踊りまくるドＭダンサーも二度と登壇禁止ですよっ。……くうぅ〜っ、もうイキそうだっ！　そら、メリアッ。ぶっかけてやるから、最高にチ×ポに響くおねだりをしてみせろっ!!」

　見下してきた平民の少年から逆に見下され、肉玩具扱いされる圧倒的な屈辱感。

　しかしＭ奴隷として完全に開花した悪役令嬢の心と身体は膨れ上がる恥辱をすべて興奮と悦びに変換し、ベールの下で美貌を淫らに緩ませて従順にねだる。

「ハアァ〜ンッ!!　メリア＝サドヒールは、ライトの前では高貴な令嬢でも次期女王でもないわ……ご主人様をたくさん興奮させてキモチよ〜くドピュドピュさせる、ラブラブＭ奴隷よ！　さあ、ワタクシに思いっきり濃厚ドロドロザーメンをぶっかけまくりなさい！　ワタクシをライトにお似合いの女の子に堕としてぇ〜んっ♥」

　金の瞳に真っ赤なハートマークを浮かべ、レロレロと淫らに舌をくねらせて精をねだる愛に溺れた悪役令嬢に、ライトの興奮も頂点に達する。

　亀頭をベールに隠された美貌へ突きつけ、滾る想いを盛大にぶちまけた。

「くあぁぁーっ！　イクッ、ボクだけの悪役令嬢にぶっかけるぅーっ!!」

　ドビュドビュドビュッ、ブピュブピュブピュッ、ビュルビュルゥゥゥーッ!!

「アヒイィィ〜ンッ!?　イクッ、イクゥンッ！　ライトのザーメンでイクウゥンッ！　ライトのニオイとネバネバで染め上げられてぇっ、ザーメンマーキングでラブ堕ちしてイクウゥゥ〜ンッ!!」

　蕩けきったキツイ美貌はベールごと真っ白に塗り潰され、メリアはぬめる汚辱感に脳までジュクジュクと侵食されて絶頂の牝鳴きを劇場いっぱいに響かせる。

　怒張からは壊れた噴水のようにブビュッブビュッと白濁がなおも噴き上がり、扇情的な踊り子衣装に彩られたメリアの美乳や美脚、股間をドロドロに汚してゆく。

「うはあぁっ、出る出るっ、まだまだ出るよっ！　メリア、イキながら踊るんだっ。もっとぶっかけてほしいでしょ？　ザーメンで真っ白になりながら、ドＭダンサーらしくおねだりダンスをしまくるんだっ！」

「ンハアァ〜ンッ！　踊るわぁっ♪　ナマイキなご主人様から、ドスケベダンスでもっとザーメンをぶちまけさせてあげるわぁっ！　ほらっほらっ♪　ぶっかけでアクメしてりゅワタクシをもっと見てぇっ♥　ザーメン塗れのＭ奴隷をオカズに、もっともっとシコシコドピュドピュしまくってえぇ〜んっ!!」

　脳を埋め尽くす絶頂感と白濁のぬめりで理性までグズグズに溶けきったか、完全にプライドを押し流された悪役令嬢は媚びた牝声でさらなる汚濁をねだる。

　左手でポールを掴みヘコッヘコッと上下に空腰を振りながら、ロンググローブをグチャグチャに濡れそぼらせて美貌や乳房に糸を引く濃厚な白濁を塗りたくる。

　やがて我慢できずに股間の布地を脇に寄せ、精液のへばりついた人差し指と中指を膣穴に突き入れグチュグチュと掻き回して快楽を貪りだす。

「オッオッ、イクッ、イクゥッ！　ライトに見られながら、オナニーダンスでブザマにイクゥンッ！　ライトに全身ドログチョに包まれてぇっ、ヒアァ〜ッ、しあわへしゅぎてイキュウゥゥ〜〜ンッ!!」

　自らの指によりこじ開けられた秘唇からプシャァッと愛蜜が勢いよくしぶき、いまだ放出を続けるライトの肉竿へピシャピシャッと降りかかる。

　大量の白濁に覆われて表情は見えないが、愛しい令嬢はベールの下できっと幸せな表情を浮かべているだろう。

　ライトはニッコリとうれしそうな笑みを浮かべ、ほつれ乱れたメリアの赤髪もベチャベチャと粘つく汚濁で彩ってゆくのだった……。




　全身白濁塗れになったメリアだが、淫靡なステージはこれからが本番だった。

　すっかり濡れそぼった極小パンティーを脱ぎ捨てると、左手でポールをギュッと掴み、いまだ絶頂の余韻で揺れている美脚を踏ん張り懸命に片足立ちする。

　右脚を頭上まで掲げて股を百八十度に大きく開脚し、右手の指を愛蜜の止まらぬ秘唇に添えてクパァッと自ら左右にくつろげ、淫らにおねだりする。

「アハァッ。ライト、早くワタクシをレイプなさいっ！　太くて硬いゴリゴリの駄犬チ×ポで、高貴なワタクシをブザマなＭ奴隷に堕とすのよっ」

「Ｍ奴隷になっても偉そうだなぁ……。へへっ、でもそれでこそメリアお嬢様ですよ。さあ、お望み通り、ワガママドＳな悪役令嬢のガチハメマゾ堕ち生本番ショー、スタートだっ！　くはあぁぁ〜っ!!」

　ライトはメリアのくびれた腰に両腕を回し、漲る怒張で女芯に狙いを定める。

　パクパクと物欲しげに開閉する秘唇へ亀頭を押し当てると一気に腰を突き出し、ズブズブーッと膣奥まで穿って高貴なる令嬢を完全に征服した。

「オッヒイィーンッ!?　イクッイクッ、マゾマ×コがイクゥッ！　ステージ上で平民チ×ポに犯されて、ヒアァンッ、駄犬にすべてを奪われてイクウゥ〜ンッ!!」

　メリアはたったのひと突きで憐れに陥落し、瞳をクルンと裏返らせ舌をペロ〜ンと垂らし、情けなくも幸せそうなトロアヘ顔を晒してマゾアクメに酔いしれる。

　真紅のハイヒールに彩られた美脚のつま先が頭上でピクピク揺れているのを満足げに見上げ、ライトは大きなストロークでズコッズコッとメリアを犯してゆく。

「あっという間にイッちゃいましたね。すっかりよわよわなドＭマ×コだ。悪名高いメリアお嬢様が、フンッフンッ、チ×ポが弱点だと知ったらみんなビックリするだろうなぁ」

　ライトがからかうと、メリアは甲高く喘ぎ悶えつつもギロッと睨んでくる。

「アンッアンッ。ち、違うわよっ。ワタクシが弱いのは、オッオッ、ライトのオチ×ポにだけよっ。他の下賤なイチモツなら触れた瞬間に焼き尽くしてやるのに、オヒィンッ！　この凶悪チ×ポだけは、なぜか憎めないのっ。女の弱点をさらけ出して、ンヒアァッ、ブザマに屈服したいと願ってしまうのぉ〜っ！」

　快感で今にもくず折れそうな美脚を必死に踏ん張り、開脚ポーズを維持したままクイクイと淫らに腰を揺らしては膣穴を収縮させるメリア。

「うはぁっ？　キツキツマ×コがギュムギュム締まって、ボクのチ×ポをやっつけようとしてるっ。ナカがアツアツに蕩けまくりで……最高に気持ちイイ、ボク専用のオナホ穴ですよ。そらっそらっ！」

　苛烈な締めつけにも、音を上げるどころかライトはますます獣欲を漲らせる。

　踊り子のブラを強引にたくし上げてナマ乳をプルルンッと露出させ、ギュムギュムと揉みしだきながら激しく腰を振って愛しの悪役令嬢をガツガツと蹂躙する。

「オヒオヒッ、アヒィ〜ンッ！　やっぱりダメよ、勝てないわぁっ……。あの日、スラム街で幼いおまえを見かけた時に感じた胸の高鳴りは、やはり本物だったのね……。眠っていたワタクシのドＭな本性は、約束された華やかだけれど退屈な人生を、ライトならメチャクチャにしてくれると見抜いていたんだわぁ〜っ」

　メリアの潤みきった金色に煌めく瞳が、頼もしげに見つめてくる。

　胸にこみ上げてくる熱い想いが抑えられず、ライトはベールを捲ってメリアの唇を猛然とむしゃぶり、ズクズクとひたすらに膣穴を抉り犯す。

「ムチュッムチュゥッ！　ああっ、ボクも本当に感謝してますっ。あの時お嬢様がボクを見つけ、拾ってくれて本当によかった……。ボクはメリアお嬢様を幸せにするために、この世界に転生したんだものっ！」

　膨れ上がる歓喜と快楽のなかで思わず口からこぼれ出た『転生』という単語。

　しかしメリアは訝しむことなく、むしろ合点がいったとばかりに受け入れる。

「チュバッチュバッ。き、聞いたことがあるわ……アンアンッ。数百年に一度、チートと呼ばれる全能の力を持って異世界から転生する者が現れると……。アァ、ライト、それがおまえだったのねっ。高貴なワタクシを淫らでブザマなマゾ牝に堕とすべく、この世界に降臨したのねぇっ！　ハアァ〜ンッ♪」

　平民の肉竿へたやすく屈したのも、プライドの高い自分が恥辱を味わわされるほどに肢体が淫らに燃え上がったのも、人知を超えた力だとすれば納得できる。

　ライトを見上げるメリアの視線には、決して恥辱に塗れさせられた恨みではなく、自分を従えるにふさわしい存在だと心から認めた隷属の意志が滲んでいた。

　肉体もまた従属の証を欲しがっているのか、子宮がズーンと深く下がり、膣穴で肉竿をキュムキュムと食いしめ子宮口が亀頭にムチュムチュ吸いついてしまう。

「くうぅ〜っ！　マ×コと子宮が種付けをねだりまくってますよっ。そうです、くあぁっ、ボクはメリアお嬢様を最高のマゾ奴隷に堕とすべく転生したんです！　今回こそルートクリアだっ。このままチートザーメンをナカ出しして、孕ませて、メリアをラブラブボテ腹Ｍ奴隷にして一生ボクだけのモノにしてやるぅーっ!!」

　悪役令嬢の頑なな心を快楽と愛情で徹底的に塗り潰し、二度とリーネへの嫉妬を抱かぬまで蕩けさせ、幸福な未来を今度こそ引き寄せる。

　それこそが己の使命だと信じ、ライトはさらに肉竿をねじ込みメリアの子宮口をグリグリとこじ開け、グッポリと亀頭を埋め込んで完全にロックオンする。

　次期女王の座を約束された高貴なる身が穢し尽くされ最下層へと転落してゆく予感に、メリアはゾクゾクッと肢体を大きく震わせ、背徳の興奮に息を呑む。

「ンハアァァ〜ッ！　ザーメン出してぇっ、種付けしてぇっ、孕ませてぇ〜んっ♥　メリア＝サドヒールはライト専用のナカ出しオナホよっ！　濃厚ザーメンをおなかいっぱいビュクビュク流し込んで、腹ボテ女王として全国民の前で即位アクメさせてえぇ〜っ!!」

　栄光の人生を台無しにして捧げる代わりに手に入れた至上のマゾアクメに、膣穴がキュキュウゥ〜ッと淫らに締まる。

　ライトは汗塗れでポールに掴まるメリアの肢体をギュウッと思いきり抱きすくめ、煮え滾る種汁を膣奥めがけて盛大にぶちまけた。

「くおぉぉーっ！　イクよっ、出るぅっ、メリアに種付けするうぅぅーっ!!」

　ドビュドビュドビュッ、ビュルビュルビュルッ、ビュパビュパァーッ!!

「ンアヒイィ〜ンッ!?　アヒッアヒッ、オアヒイィ〜ンッ!!　イクッイクッ、オマ×コイクッ、子宮がイクゥッ！　マグマみたいなドロドロザーメン、ビュルビュル流し込まれてイクゥンッ!!　チートオチ×ポに完全敗北して、平民ザーメンで孕んでイクゥッ！　Ｍ奴隷の証を子宮に刻まれて、しあわせにイクウゥゥ〜ンッ!!」

　キツいツリ目がトロ〜ンと完全に垂れ下がり、瞳の焦点がふわふわ揺らめく。

　緩んだ唇から濡れ舌をベロ〜ンと垂らしてヒクヒク痙攣させ、圧倒的なアクメに呑み込まれる悪役令嬢。

　全身が脱力して立っていられずへなへなとポールに寄りかかり、膣内で絶頂が弾けるたび全身をビクッビクッと何度も震わせて悶え喘ぐ。

　冷たい金属棒へ両手で必死にしがみつき、美乳の谷間にムニュッと挟み込み乳肉がひしゃげるほどに押しつけて、快楽の嵐に翻弄される憐れな踊り子。

　ライトもまた体の奥から噴き上がる鮮烈な快感の連続にブルブルッと腰を何度も震わせ、とうとう身も心も支配した悪役令嬢に征服の証を注ぎ続ける。

「くはあぁぁ〜っ！　メリアお嬢様、イキまくってるっ。ボクに種付け射精されて、マ×コも子宮もマゾアクメしまくってるんだっ。こんなにトロントロンで幸せそうなお嬢様、初めて見た……今のトロアヘ顔、最高にカワイイですよっ。二度とイジワルな顔ができないよう、徹底的にイキまくらせてやるっ！」

「オヒッオヒッ、ホヒイィ〜ッ!?　射精しながらドチュドチュ突いてるっ、孕みながらイカされてりゅのぉっ!!　悔しいはずなのに、うれしくなっちゃうっ♥　駄犬の種付けで堕とされりゅっ！　ハートも子宮も、ブザマにラブ堕ちしてライトのつがいになりゅぅ〜んっ！　イックウウゥゥ〜ンッ!!」

　ライトの指輪が激しい輝きを放ち、悪役令嬢の瞳にくっきりとピンク色の大きなハートマークが浮かぶ。

　やがて全身を絶頂に支配されたメリアはポールにしがみついたままズルズルとへたり込み、犬扱いしてきた少年の前で尻だけを高く掲げた牝犬のポーズとなる。

　悩ましく左右に揺れる尻たぶには、おそらく最高レベルを表しているのだろう『Ｌｖ99』の文字が真紅に輝いていた。

　溢れる愛の証をたっぷりと悪役令嬢の胎内に注ぎ込んだライトは、美尻にしがみついたままふう〜と大きく息を吐き、しばし至高の快楽の余韻を楽しむ。

　やがてズルリと膣穴から肉竿を引き抜くと、尻たぶに浮かんだＭ奴隷としての成長の証を示す文字へ、肉幹にへばりついた残滓をこってりと塗り込んでやった。

「ハアァン……お尻にザーメン、塗り塗りされてるぅ……。これでワタクシは駄犬の……いいえ……ご主人様のラブラブペットになったのねぇ……♥」

　白濁に塗れる感触にうっとりと浸っていたメリアが、コロンと仰向けに転がる。

　いまだハートマークが浮かんだ潤んだ瞳でライトを見上げ、両手両足を愛らしく折り曲げて、無防備に腹を晒す信頼のポーズを嬉々として取る悪役令嬢。

「ご主人様ぁ……もっとワタクシに、ラブラブ交尾をなさい♪　おまえのせいでマゾ犬に堕ちてしまったのだから、いいと言うまでたくさんかわいがってくれないとゆるさないわよぉ……。ほらぁ、はやくぅ〜んっ♥」

　淫靡な踊り子から愛玩ペットへと憐れに転落した悪役令嬢が、幸せそうな顔でヘコヘコと腰を揺すりはしたなく交尾をねだる。

　あの居丈高だったメリアが甘え媚びてくる姿に、あれだけ大量に射精したにもかかわらず再び狂おしく劣情がこみ上げ、ライトはガバッと上から覆いかぶさる。

「メス犬になってもワガママは相変わらずだなぁ。でも、それでこそメリアお嬢様です。よーし、もう二度と他人に迷惑をかけないように、ボクがチ×ポで徹底的に躾けてやるからな。覚悟しろよ、かわいすぎるマゾ犬めっ。そらぁっ！」

　漲る怒張が、いまだ白濁の詰まった牝穴をズプズプゥッと犯す。

　飼い犬扱いしてきた少年から逆に牝畜扱いされる恥辱すらも悦びに変え、メリアはうれしそうに両手両足をライトに絡めてギュ〜ッとしがみつく。

「キャヒイィ〜ンッ！　また交尾されてるぅ、ライトのオチ×ポにワガマママゾマ×コをズコズコ躾けられてるぅっ♥　もっとぉ、もっとズポズポしてぇっ♪　サドヒール家も次期女王の座も、もうどうでもいいのぉっ。ラブハメ交尾でメリアを幸せいっぱいにしてぇ〜んっ♥」

　ゲーム本編では聞くことができなかった悪役令嬢の幸福そうな蕩け声にうっとりと耳を傾け、ライトは獣と化してひたすら腰を振るい続ける。

　役目を終えたのか、『改変者の指輪』にピキッとヒビが入り、やがて粉々に砕けて塵と化す。

　それでも少年に備わったチートじみた精力は失われることはなく、メリアの尽きぬ深い欲望を何度も何度も満たしてやるのだった……。




　時間を忘れてステージ上で繰り広げられる、令嬢と少年の生本番ショー。

　その淫猥なまぐわいの様子を見つめる、たった一人の観客がいた。

「ああっ。メリア様、ライトさんに抱かれてあんなに幸せそうな表情を浮かべて、甘い声で鳴いて……。わたしのデートは台無しにしたくせにぃ……くぅん」

　メリアにも気取られぬほどの高位魔術で完全に気配を消したリーネは、悔しそうに右手の人差し指を噛む。

　二匹の獣のまぐわいにあてられて発情する肢体を、声を殺しつつ左手で懸命に慰める。

　ライトが心配になって別邸まで様子を窺いに来たリーネは、露出散歩に出かける二人を偶然見かけ、つい尾行して劇場内までついてきてしまったのだ。

　純粋無垢なヒロインの胸に芽生えた昏くらい嫉妬の感情は、たわわな乳房をムニムニと揉みしだくたびにムクムクと膨らんでゆく。

　本来のルートなら王国を照らす光の魔術を習得するはずのヒロインが闇の力に目覚めつつあることに、気づく者は誰もいないのであった……。




『メリアのＭ奴隷レベルが99になりました。

　Ｍスキル：露出願望を覚えました。

　シークレットルートが解放されました』
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第五章　逃れえない運命　囚われの悪役令嬢と闇堕ちヒロイン









　ライトと恋人として結ばれてからというもの、これまでの悪役令嬢ぶりはどこへやら、メリアの傍若無人さはすっかり鳴りを潜めていた。

　特段、改心したわけではない。

　ただ、ライトの存在以外に興味がなくなっただけなのだ。

　本来なら男子禁制である学院内のどこへ行くにもライトを連れ回しては隣へ座らせ、授業中にもかかわらず密着してイチャイチャと寄り添う。

　気分が高まれば人目も気にせず、むしろ周囲へ見せつけるようにムチュムチュと濃厚な接吻を交わす始末。

　目に余る風紀の乱れに、さすがに苦言を呈する教師もいた。

　だが右手に紅蓮の炎を灯して威嚇し、名家の威光を笠に着て堂々とふんぞり返るメリアを従えさせられる者は誰もいなかった。

　サドヒール家の令嬢は学院内において、すっかりアンタッチャブルな存在として扱われるようになった。

　ライトもなんとかたしなめようと尻をぶって折檻したりもしたが、かえって被虐に興奮したメリアに所かまわず押し倒される始末。

　結局、諦めてメリアの好きにさせることにした。

　こうして悪役令嬢の視線を一手に引き受けていれば、処刑フラグも成立せぬはずと確信していたからだ。

　だが、メリアとの度を越えたイチャイチャぶりが一人の純真な少女の心をどす黒く歪めていた事実に、チートスキルを失った少年はまるで気づかないのだった。




　深夜の国立大劇場での悪役令嬢によるラブラブＭ奴隷宣言から半月後。

　早朝、股間をくすぐるぬめり蕩ける心地よさにライトが目を覚ますと、全裸にゴールドのロンググローブだけを身に着けたメリアが股座に潜り込んでいた。

　ベッドの上で牝犬のごとく四つん這いになりシュクッシュクッと肉竿を淫靡に手筒で扱き立てては、先端に滲むカウパーをチロチロと美味そうに舐め啜っている。

「んん……おはようございます、メリアお嬢様。また勝手にチ×ポをイジッて……くあぁっ……。昨夜もたくさんエッチしてあげたじゃないですか」

「ネロッ、ネロンッ。昨日は昨日、今日は今日よ。朝一番のライトの搾りたてミルクをいただかないと、ムチュルルッ、一日がはじまらないでしょ。オーッホッホッ」

　メリアはムチュッと亀頭に口づけをし、悪びれもせず高笑いする。

　身体を重ねれば重ねるほど欲深さを増してゆく悪役令嬢を、ライトは苦笑しつつも愛おしげに見つめ、真っ赤な髪を撫でてやる。

　以前ならプライドが邪魔して手を振り払っていただろうが、愛される喜びを知ったメリアは素直に受け入れ、ツリ目を心地よさそうに細める。

　もし彼女が本物の牝犬だったなら、フリフリと左右に動く尻から生えた尻尾がピコピコと揺れていたことだろう。

　機嫌をよくしたメリアははしたなくも大口を開けて肉竿をヌプヌプと根元まで咥え込み、頭を振り立てて獰猛にむしゃぶりつきはじめた。

「ハアァンッ。もうガマンできないわっ。こってりザーメンミルク、早くマゾ犬のワタクシにゴックンさせなさい！　飼い主でしょっ、ジュパッジュパパッ！」

「うはあぁ〜っ？　朝勃ちチ×ポ、バキュームフェラされてるっ。昨日も射精しまくったのに、発情ペットにザーメンぶっこ抜かれるぅ〜っ！」

　頬をへこませ鼻の下を伸ばし、高貴な美貌を崩して愛しい牡の白濁ミルクを熱烈に求める牝犬に、ライトはあまりの快感で腰を浮かせて悶絶する。

　極上のすべらかな布地に包まれた手のひらが、クニクニと左右の睾丸を揉みしだいて種汁を搾り上げる。

　もはやどちらが飼い主かわからぬなか、唾液塗れのぬめり蕩ける口穴にグポグポと肉竿をしゃぶり抜かれ、ライトはあっという間に快楽の頂点へ引き上げられた。

「くあぁぁーっ！　出るよっ、射精するぅっ！　メリアの口マ×コに、朝イチザーメン排泄するぅぅ〜っ!!」

　ドピュドピュッ、ブビュビュッ、ビュクビュークゥーッ!!

「ふももぉ〜んっ♥　出てきたわぁ、ライトのザーメンッ♪　何度ドピュドピュしてもこってりドロドロでぇ、ゴキュッゴキュッ、最高ののど越しよぉ〜っ」

　口いっぱいに広がる粘つく感触と牡臭い味に、あらゆる贅沢な料理を味わってきた悪役令嬢は舌鼓を打ち、ほっぺたが落ちそうな顔で瞳を歓喜に潤ませる。

「んくっんくっ、ぷふあぁ〜っ。ほっぺも舌も蕩けりゅぅ、ジュルッジュルッ、ご奉仕だけでイッちゃうぅ〜っ♥　ワタクシの高貴なおクチをザーメントイレ扱いするだなんてぇ、ムジュルルッ、大罪よぉっ。罰としてぇ、んぽっんぽっ、もっとビュルビュル出しまくりゅのよぉっ♪　ふももぉ、イキュウゥゥ〜ンッ!!」

「くうぅ〜っ！　ザーメン止まらないっ、欲張りなマゾ犬令嬢に一滴残らず吸い尽くされるぅっ。うあぁぁぁ〜っ？」

　快楽の呻きを漏らしては腰をガクッガクッと震わせ、ライトは寝ている間にチャージした種汁をすっかりカラになるまで吸い上げられてしまった。

　やがて射精の勢いも弱まり、脱力してベッドに体を預けると絶頂の余韻に浸りながら天井を見上げて深い息を吐く。

　メリアは精飲アクメに瞳をクルンと上向かせてピクピク痙攣していたが、なおも亀頭から唇を離さず、右手で竿を撫でさすっては左手で玉袋を揉み立てている。

　奉仕の精神に目覚めたからではない。

　早くも次の放出を求めての、無意識下の行動であった。

「ムチュッ、ムチュルッ……チロッチロッ……けぷっ。ぷはあぁ……おいしかったわ、ごちそうさま。ハァン……喉が潤ったら、今度はアソコが疼いてきたわ。こちらにご馳走してもらうわよぉ……ウフフッ」

　メリアはようやく肉竿から口を離すと、のそのそと膝立ちでベッドの上を移動しライトの腰に跨ってくる。

　唇の周りに付着した残滓をチロリと舌で舐め取り、淫靡な微笑を浮かべて濡れた秘唇を二本の指で自らクニィと左右に割り広げた。

「ああ……こんなにマ×コを濡らして、物欲しげにパクパクさせて……。本当に、なんて欲深なお嬢様なんだ。今からはじめたら、授業に遅れてしまいますよ……」

「フフン♪　かまわないわ。どうせワタクシの女王としての輝かしい未来はすでに決まっているのだもの。今はおまえと繋がる方が大事よ……。さあ、高貴なるワタクシを駄犬チ×ポに夢中のラブラブＭ奴隷に堕とした責任を取って……今日もたっぷりと最高のマゾアクメを教えなさいな、ご主人様……オーッホッホッホッ！」

　ワガママ令嬢はまったく悪びれることなく授業のエスケープを選択し、どこまでも貪欲に、さらなる快楽と幸福を求めて膣口を亀頭に寄せてきた。

　だがその時。

　施錠されていたはずのドアがカチャリと音を立てて開いたかと思うと、鎧姿の女兵士たちがドヤドヤと室内に大勢踏み込んできた。

「メリア＝サドヒール！　あなたを国家騒乱罪で逮捕・拘束します……キャアッ？」

「うわわっ？　な、なにっ!?」

　勢いよく先頭で部屋に飛び込んできた兵士長と思われる女性だが、裸で男の腰に跨るあられもない姿の令嬢を目撃して悲鳴を上げ、両手で目を覆う。

　ライトも突入にすっかり動転し、驚きのあまりベッドの上で固まってしまう。

　しかしメリアはピクリと不機嫌そうに片眉を上げただけで取り乱すことなくベッドから降り、紅蓮の赤髪をファサリと手で掻き上げて兵士たちを見据える。

「おまえたち、誰の了解を得てワタクシの部屋に土足で上がり込んでいるのかしらぁ？」

　悪役令嬢がニタリと浮かべた笑みがあまりにサディスティックで恐ろしく、見慣れているはずのライトでさえブルブルッと背筋が震え上がる。

　兵士たちも、美乳を隠さずに堂々と胸を張り股間から垂れる愛蜜を拭いもせずに仁王立ちするメリアにすっかり怯み、剣を構えたまま顔を見合わせている。

「国家騒乱罪ですって？　この国の次期女王であるワタクシに剣を向けるおまえたちこそ、反逆者そのものじゃない。いいわ、ワタクシが自ら処刑してあげる。感謝するのね……フンッ！」

　メリアが口端を歪めると、右手にゴオッと紅蓮の炎が灯る。

「い、いけませんお嬢様っ!!」

　ハッと我に返ったライトが慌てて止めようとするが、一瞬遅くメリアの右手は兵士たちにかざされ、ブワアァッと業火が勢いよく迸った。

　……だが炎の塊は先頭の兵士長を包み込む寸前、空間に突如現れた黒い霧に遮られてシュウゥッと霧散した。

「まあ？　メリア様ったら、コワ〜イ。王国の兵に手て向むかうだなんて、これではやはり反逆の意志アリと見なさないわけにはいきませんね。クスクスッ」

　可憐ながらもどこか魂が底冷えするような少女の笑い声が響くと、兵士たちがザッと左右に移動して人垣が割れる。

　扉の入口には、普段のワンピース姿ではなく美麗な純白シルクのプリンセスドレスに身を包んだリーネが、慈愛に満ちた微笑を浮かべて立っていた。

「えっ？　リーネ……ちゃん？」

　愛らしい美貌はたしかによく知る少女のものだが、醸し出される雰囲気は温かさの奥にこれまでにない冷たさが滲んでいると感じるのは、ライトだけだろうか。

　それに、『プリンセスグロリア』のゲーム内でヒロインであるリーネが目覚めるのは、光の魔術だったはずだ。

　今しがた操ってみせた黒い霧はどう見ても、光というより闇の魔術に思えてならない。

　自分の知る少女とは到底同一人物に思えず、困惑の目を向けるライトに対し、リーネは澄んだ青い瞳で見つめ返しニコッと微笑む。

「うふふっ。もちろんリーネです。忘れちゃうなんてヒドイです、ライトさん……クスン。……な〜んて、えへへっ。こんなキレイで高価なドレスを着るのなんて初めてで、驚かせちゃったかしら。どうですか、似合っていますか？」

　表面上は花のような笑顔を咲かせたままだが、目の奥は笑っていない。

　激怒したメリアを目の当たりにした時以上の言い知れぬ悪寒に襲われ、ライトは頷くこともできず言葉を呑み込む。

　と、リーネが放つプレッシャーを受けても怯む素振りも見せないメリアがニタリと意地悪く笑い、嘲りの言葉をかける。

「あ〜ら、平民の小娘がどうしたのかしら、その格好は？　いい年をして、お姫様ごっこですの？　おままごとなら家でやりなさいな。ワタクシはライトと愛を育はぐくんでいる最中なのだから、邪魔をしないでちょうだい」

　少女のライトへの気持ちに薄々気づいているのだろう。

　メリアはプルンッと美乳を揺らして胸を張り、挑発する。

　しかしこれまでなら悪役令嬢の怒りを恐れて縮こまっていたはずの少女は、皮肉を堂々と受け流し、スタスタと前へ進み出る。

「うふふ。あなたこそ、令嬢ごっこは終わりにしたらいかがですか、メリア＝サドヒール様。いいえ、今のあなたは……ただの牝犬・メリアかしら？」

　臆せずメリアの正面に立ったリーネがたわわな爆乳をプルルンッと弾ませ、上目遣いに見上げてニッコリと微笑む。

「だ、誰が牝犬ですって!?　調子に乗るんじゃないわよ、下賤な売ばい女たがっ!!」

　ライトからならばどんな屈辱でも倒錯の興奮に繋がるが、他者から愚弄されるなどプライドが許せない。

　まして、世界で一番気に食わない平民の小娘相手であれば、なおさらだ。

　激昂したメリアは大きく右手を振りかぶり、リーネの頬を打ち据えようとする。

　しかしリーネはいとも簡単にメリアの右手首を左手で掴むと、逆に純白の絹手袋に包まれた右手でパシンッと悪役令嬢の頬をぶった。

「あうっ！　……ぶ、ぶたれた……。誰にも……ライトのオチ×ポにしか、ぶたれたことなんてなかったのに……」

　痛み自体はたいしたことはないが、あまりにも大きな屈辱にメリアは呆然とした顔で呟き、固まってしまう。

「うふっ。だからそんなに性格が捻じ曲がってしまったのですね。おかわいそう……クスン。わずかですが同じ血を引く者として、わたしが教育し直してあげないといけませんね、お姉さま？」

　リーネはクスクスと笑みをこぼし、パチンと指を鳴らす。

　するとメリアの両腕がググッとひとりでに持ち上がり、頭上で両手首が虚空から現れた黒い光の輪っかでひとまとめに拘束されてしまう。

　両足首も黒い足枷に繋がれ、ガパッと美脚をガニ股に開かされて身動きが取れなくなる悪役令嬢。

　無様に戒められて身体の自由を奪われ、メリアはキッとリーネを睨みつける。

「だ、誰がお姉さまよっ。ワタクシとおまえに、同じ血が流れているですって？　フンッ、汚らわしい！　そんなバカげたことがあるはずないでしょ！」

　怒声を上げるメリアを、リーネはこれまで見せたことのない意地の悪い笑みをニマニマと浮かべて憐れみの視線を向け、拘束された裸体をペタペタと撫で回す。

「あらあら、本当に何も知らないんですね。かわいそうな人……。お姉さま……わたしは、現女王の実の娘なのです。生まれてすぐに、サドヒール公爵によって死んだと偽りの報告をされていた、ね」

「な、なんですって？　そ、そんなバカなっ……!!」

　リーネが明かす衝撃の事実に、メリアは驚いて目を見開く。

　思わず兵士たちに目を向けるが、彼女たちも一様に頷くばかり。

　もしリーネの言葉が真実ならば、必然的にメリアの約束された次期女王の座は失われることになる。

　ギリッと悔しそうに奥歯を噛む悪役令嬢。

　しかし彼女の転落は、この程度では終わらない。

「王位の簒さん奪だつを目論んだとしてサドヒール公爵には処刑が言い渡され、サドヒール家は爵位の剥奪が決定しました。つまり……あなたはもう貴族のご令嬢ではないんですよ、お姉さま。いいえ、ただのメス犬の、メリアさん。クスクスッ♪」

　そう。メリアは地位も名誉も奪われ、見下していたリーネと同じ平民の立場に堕ちたのだ。

「ウ、ウソよっ！　ありえない……ありえないわっ!!　デタラメばかり並べるなら、お父様に言いつけて本当に処刑してもらうわよ、小娘っ。アヒィッ!?　ま、またぶったわねっ！　アヒッ、アヒンッ！　アァッ、ぶたないでぇっ……！」

　激しく取り乱して食ってかかるメリアだが、Ｍレベルの浮かんだ尻たぶをリーネにピシャッ、ピシャッと平手で打たれるたび、言葉尻が弱々しくなってゆく。

　すっかり意気消沈した悪役令嬢をリーネはニマニマと楽しげに見つめ、真っ赤に腫れ上がった尻たぶを愛おしげにサワサワと撫で回す。

「やっとおとなしくなったわね。本当に、躾のなっていないメス犬には困ったものだわ……。でも、凶暴なメス犬もライトさんの調教のおかげでこうしてマゾ性癖という淫らな弱点が芽生えて、御しやすくなったわ。感謝していますよ、うふふっ」

　リーネは最高品質の絹に包まれた指でメリアの濡れた牝穴をクチュクチュと掻き回しつつ、ニッコリと邪気のない笑みでライトに微笑みかける。

　いつもの傲慢さはどこへやら、美少女の指に翻弄されて腰をカクカクとくねらせアンアンと喘ぎ鳴くばかりの悪役令嬢。

　ライトは呆気に取られながらも、二人の絶世の美少女が淫らに睦み合う姿に股間を大きく反り立たせてしまう。

　完全に消滅したと思った処刑フラグが思わぬ形で復活し、動揺が収まらない。

　次期女王となった自覚からか、どこか今までと違って気さくに話しかけづらい雰囲気を漂わせるリーネに、それでもライトはおずおずと尋ねる。

「リーネちゃん……お嬢様の秘密に気づいて……。あ、あのっ！　メリアお嬢様はどうなるの……いや、どうなるんですか……？　処刑だけは、どうかっ……」

「クスッ。敬語なんて必要ないですよ、ライトさん。わたしとあなたは、一番大切なお友だちなんですから……」

　へりくだるライトに一瞬悲しげな微笑みを湛えたリーネ。

　一方、メリアは助命を嘆願するライトの姿にプライドが傷ついたか、キッと睨みつけて叱り飛ばす。

「な、なにをこんな小娘に頭を下げているのよ、ライトッ！　おまえが頭を下げてよいのは主人であるこのワタクシにだけ、キャヒイィーッ!?　ち、乳首が千切れるぅっ!!」

「本当に人の気持ちがわからない方ね。ライトさんはどうしてこんな方に……」

　マゾ勃起した乳首にガリッと歯を立てられ、メリアの振り絞った令嬢としてのプライドは甲高い悲鳴に塗り潰されてたちまち霧散する。

　リーネは憎々しげにメリアを見つめ、悩ましい裸体にガブッ、ガブッと噛みついては歯型を刻み、これまでの恥辱を晴らすかのように辱めてゆく。

「地位と財力を使ってライトさんを自分のモノにしただけでは飽き足らず、このいやらしすぎる身体を使って誘惑して、骨抜きにしたんですね……。ライトさんの優しさにつけ込んで……なんて卑しい女なのっ！　ムチュウゥッ!!」

「おむむぅーっ!?　な、なんのつもりよっ？　お、女同士でキスだなんて……。ワタクシの高貴な唇はライトだけのモノよっ。おまえのような小娘が気安く触れてよいものでは、あむむっ、むぷぷぅ〜っ!?」

　メリアはムギュッとドレス越しに爆乳を押しつけてメリアを抱きすくめ、チュバッチュバッと何度も憎い悪役令嬢の妖艶な唇を吸い立てる。

　唇を引っ張られ、唾液を啜られ、口内粘膜をネロネロと舐め回されて、メリアは苛烈な接吻攻めを前に瞳をクルンと上向かせてビクッビクッと悶絶する。

　次期女王の暴走する姿にライトも女兵士たちもすっかりあてられ、悪役令嬢が淫らな折檻を受ける様子をただただ固唾を呑み股間を熱くして見守った。

「ジュパッジュパッ！　ふあぁ、ライトさんの味がします。こってりと濃い、男の人の頼もしい味……。独り占めするなんてズルイッ。これからはわたしのモノなんだからぁっ、ムチュムチュゥ〜ッ！」

「おむおむっ、むひゅひゅぅ〜っ!?　ぷあぁっ、ど、どれだけライトのザーメンを欲しがっていたのよ、この淫乱小娘っ！　アァッ、ライトの味がすべて奪われるっ。んむむぷぅっ、吸い尽くされりゅぅ〜っ！」

　初めての接吻にもかかわらず、愛しい少年の唇や牡汁の味を間接的に味わおうと熱烈に舌をくねらせメリアを追い込んでゆくリーネ。

　可憐な美少女に眠っていた天性のＳ気質が、悪役令嬢の内に眠るＭ性をズキズキと刺激する。

　メリアはガニ股美脚の中心からダラダラと糸を引くほど愛蜜を滴らせ、無様にもレズキスだけでマゾアクメに追い込まれてしまった。

　リーネはようやく唇を離すと、瞳の焦点を揺らす悪役令嬢の呆け顔を愛憎入り混じる淫蕩に潤んだ瞳でジッと見つめる。

「はぁ、はぁ……メリア＝サドヒールよ。次期女王の名において、わたしがあなたを裁きましょう。権力を笠に着て贅の限りを尽くし民を苦しめた罪……万死に値します！　これはあなたの罪の刻印です。受け取りなさい」

　ヒクヒクと接吻快楽の余韻に震える肢体の腋から横腹にかけてのラインを両手でススーッと撫で、リーネがメリアの形よい臍の前にしゃがみ込む。

　ゆっくりと唇を開き小さな舌をテロンと覗かせた瞬間、舌先にポワッと妖しげな黒い光を纏っているのを、ライトだけが目撃した。

　しかしライトが口を開くより早くリーネはメリアの白くすべらかな腹部に美貌を寄せ、縦長の臍穴をヌプッと舌で貫いていた。

「オアヒイィーーッ!?　お、おやめなさいっ、何をしているのっ！　オッオッ、おヘソはダメッ。ライトにたくさん開発されて、ビンカンなのよぉっ。オヒイィーッ？　ヌプヌプ犯さないでぇっ！　ヘソマ×コがヒクヒクするのぉ〜っ！」

「ツプッツプッ……おヘソまで性器に変えて男性を誘惑するだなんて、とんでもない悪女だわ。やはりあなたには、この美しい国を治める資格などありません。二度と消えない罪の証を、いやらしい身体に刻んであげます……、クリュクリュクリュッ」

　リーネが舌先を尖らせ、淫猥にヒクつくメリアの臍穴を執拗に穿る。

　舌先に灯った闇の光が悪役令嬢の腹部にポウッと染み込んでゆき、やがて子宮をズクズクッと狂おしく疼かせる。

　メリアは魔術で拘束された肢体をガクガクッと暴れさせ、激しく悶え喘ぐ。

「ヒアァァ〜ッ!?　ヘソマ×コが疼くっ、子宮が震えるぅ〜っ!!」

　やがて悶絶するメリアの下腹部に、禍々しいハート型の刻印がくっきりと浮かび上がった。

　リーネはニッコリと満足げに笑みを浮かべ、いまだわななきの止まらぬメリアの臍穴をチロチロと舐めつつ上目遣いで見つめる。

「うふふっ。これであなたには、罪深く淫らなメスの証……闇の淫紋が刻まれました。もう二度と、魔術を使って暴虐を振るうことはできませんよ。一生罪を背負い、反省して生きてください」

　リーネの宣告に、メリアは激昂し右手に炎を集める。

「ふ、ふざけるんじゃないわよ小娘っ！　おまえなど、真の女王であるワタクシが焼き尽くしてっ……ンアァァッ、アヒイィィーッ!?　ど、どうしてっ？　炎が制御できない、魔力が勝手に子宮に流れ込むぅっ。身体が燃えるぅぅ〜っ!!」

　しかしメリアの拳に灯った怒りの炎は、下腹部に刻まれた淫紋が赤く輝くと魔力を奪われたかのようにシュウゥ……と消失してしまう。

　代わりに子宮がどうしようもないほど熱く疼き出し、メリアはガクッガクッと腰を前後にはしたなく震わせ、憐れな悲鳴を上げて身悶える。

「他者に怒りを向ければ向けるほど、闇の淫紋が子宮を淫らに燃やす……あなたにはお似合いの罰でしょう？　さあ、そろそろおしまいにしましょう。おとなしく逮捕されてくださいね……ヌプヌプゥッ！」

　リーネは再び舌先をメリアの臍穴に差し込み、ツポツポと穿り回す。

　絹手袋に包まれた中指がヌプヌプッと膣穴に潜り込んでソリソリと上壁の鋭敏な性感帯を刺激し、親指と人差し指が剥き出しの肉真珠をクリクリとこね回す。

　二つの性感帯へ同時に弾けた電撃のごとき鮮烈な快感に、メリアはググッと背筋を仰け反らせガニ股に開いた美脚をガクガクと暴れさせて悶絶した。

「ホヒイィィーッ!?　イクッイクッ、イカされてしまうぅっ！　兵士たちが……愚民どもが見ている前で、こんな下賤な小娘なんかに、ブザマにぃっ。……ダメッ、ダメよぉっ！　ワタクシをイカせてよいのは、ライトだけなのっ！　……で、でも……くぬぬぅーっ……も、もうダメェッ！　イックウゥゥーンッ!!」

　必死に歯を食いしばって耐えていたメリアだが、とうとう我慢の限界を超え、ビクビクッと全身を激しく痙攣させて恥辱のＭ絶頂に呑み込まれる。

　悪役令嬢は、見てしまったのだ。

　憎き恋敵に弄ばれる姿を呆然と見つめていた愛しい少年が、はちきれんばかりにそそり立った肉竿を無意識に自分で扱き立てていたのを。

　リーネに蹂躙される屈辱よりもライトに興奮してもらえた悦びが上回り、メリアは耳にこびりつく嬌声を響かせ、プシャプシャァッと盛大に愛蜜を噴き上げた。

　やがてメリアが意識を飛ばすと、魔術による拘束が解け、痙攣していた肢体がドサッと崩れ落ちる。

　潰れた蛙のように仰向けでひっくり返り、白目を剥いてベロ〜ンと舌を垂らした無様な失神アクメ顔を晒す悪役令嬢を、リーンはクスッと笑みをこぼし見下ろした。

「うふふ。マゾ失神姿がよくお似合いですよ、お姉さま。……兵士の皆さん、お待たせしました。この方を逮捕してください。もう魔術は使えませんが、暴れるといけないのでしっかりと拘束しておいてくださいね」

『ハッ！』

　新たな女王の命に従い、兵士たちがメリアを取り囲む。

　悪役令嬢は目隠しを施され猿さる轡ぐつわを噛まされると、両手両足を縄で括られて兵士たちに数人がかりで担ぎ上げられ、部屋から運び出されてゆく。

「ああっ!?　ま、待ってよっ。メリアお嬢様を連れていかないでっ！」

　想像を超える事態に呆気に取られていたライトだが、ようやく我に返り慌てて手を伸ばす。

　だがメリアの姿を隠すように、微笑みを浮かべてリーネが立ちはだかる。

　願いも虚しく、悪役令嬢はすべてを奪われ罪人として投獄されたのだった……。




「うふふ……ようやく二人きりになれましたね、ライトさん」

　リーネはポッと頬を朱に染め、青い瞳を潤ませて近づいてくる。

　ライトは絶望のあまりへたり込んだまま、困惑の表情で平民から次期女王へとなり上がった美少女の顔を見つめる。

「リーネちゃん、キミはいったい……。さっき使っていたのって、闇の魔術だよね？　本当ならキミは光の魔術に目覚めるはずなのに、どうして……」

　自分の知るゲーム内の設定とはまるで違う力を振るい宿敵を転落へと追い込んだヒロインに、ライトは恐れすら感じてベッドの上で後ずさる。

　しかしリーネはベッドに乗ると妖しく瞳を輝かせて牝ネコのごとく四つ足でにじり寄り、ライトをギュッと抱きしめてきた。

「クスクスッ♪　あなたのせいですよ？　わたしの胸をライトさんでいっぱいにしちゃったくせに、いつもメリア様の隣に寄り添って、イチャイチャする様子を見せつけて……。わたし、羨ましくて、悔しくて……メリア様が憎くてたまらなくなって……気がついたら、新たな魔術に目覚めていたんです……」

　清楚なドレスの胸元から覗くたわわな膨らみにライトの顔をムニュッと埋めさせ、熱っぽい口調で囁きかけるリーネ。

　嫉妬心が極限まで高まり、天性の魔術の素質が己の望みを手に入れるための方向へと捻じ曲がって開花したのだろうか。

　上質の絹手袋に包まれた手のひらでスリッスリッと股間を撫でられ、ライトはあまりの心地よさにブルブルッと腰を震わせ、リーネにしがみつく。

「むぷぷっ。うあぁ、スベスベの手袋をしたカワイイ手が、チ×ポをエッチに撫でてる……。あの清純なリーネちゃんが、こんな……。ごめんね、ボクのせいで……うう……」

　悪役令嬢の処刑フラグを回避するのにばかり気を取られ、本来なら苦難の先に栄光の人生を掴むはずの少女の運命さえ、捻じ曲げてしまった。

　快楽に呻きつつも胸に広がる申し訳なさに謝罪すると、リーネはフルフルと首を横に振り、本来の慈愛に満ちた笑顔を見せる。

「本当に優しい人ですね、ライトさんは。謝らないでください。わたし、ライトさんを好きになったこと、後悔なんてしていませんから……」

　シュクッシュクッと丁寧に肉竿を扱き上げて甘やかな快感を送り込みつつ、リーネはゆっくりとライトの股間へ顔を寄せてゆく。

　獣のごとくそそり立ち先端からカウパーをひっきりなしに垂らす充血した赤い亀頭をうっとりと見つめ、花びらのような可憐な唇をプチュッと重ねる。

　途端、蕩けるような快感が走り抜け、ライトはガクガクッと腰を震わせた。

「うくあぁっ？　ダ、ダメだよリーネちゃん。キミにはもっとふさわしい相手が……あくぅっ」

　本来ならば隣国の王子や名家の子息などとエンディングで幸せな口づけを交わすはずの清らかな唇に亀頭をくすぐられ、ライトは呻きながらも懸命にたしなめる。

　しかしリーネはぷうっと愛らしく頬を膨らませ、ますます淫らにプチュップチュッと亀頭を吸い立ててきた。

「そんなの、関係ありませんっ。わたしが好きなのは、ライトさんなんです。この学院に入学してお友だちのできないわたしを、同じ平民という立場からいつも優しく気にかけてくれて……。メリア様のような、あんなワガママな人の心も身体も受け止めてほぐしてしまうほど、器が大きくて、逞しくてぇ……はうぅん……」

　フラグが捻じ曲がりイケメン攻略対象たちとの出会いが生まれなかったせいか、悪役令嬢を屈服させたライトをリーネはあまりにも過大に評価し、心酔していた。

　瞳にハートマークを浮かべてンポッンポッと熱心に亀頭をむしゃぶり、胸をときめかせる切ない思いを淫らな口奉仕で必死に伝えてくる。

「ライトさんが望むなら、メリア様以上のラブラブＭ奴隷になりますからぁ……くぽっくぽっ。チートスキルなんか捨てて、今度こそわたしの恋人になってくださいぃ……チュプルルッ」

「うはあぁっ！　プルプルの唇も、トロトロのおクチのなかも、気持ちよすぎるぅっ……。ど、どうしてリーネちゃんがチートのことを？　キミは、あうぅ、どこまで知っているの……？」

　ライトが転生者である事実に気づいているのだろうか？

　亀頭をふやかす快感に呻きを漏らしつつ尋ねると、リーネはピンク色の愛らしい舌をネロッネロッとカリ首や裏筋に這わせ、尿道に溜まった汁を啜って答える。

「実は何度も、メリア様からライトさんを救う夢を見ていたんです……。そしてあの日、劇場のステージで二人がエッチしながら話しているのを聞いて、わかりました。今まで見ていた夢は、真実だったんだって……。ライトさんはメリア様のために、何度も攻略を繰り返していたんですね……。うう、ズルイですっ！」

　リーネは真っ赤なリボンをピコピコと揺らして猛然と頭を振り、肉幹を擦り玉袋を揉み転がしながらチュボッチュボッと亀頭を熱烈に吸い立てる。

「いつもライトさんをイジメてばかりのメリア様より、わたしの方がずっとあなたを好きなのにっ、チュバッチュバッ！　エッチなご奉仕の仕方だって、たくさん勉強したんですよ。この逞しいオチ×ポも、わたしならもっともっとキモチよくドピュドピュさせられるんだからぁっ、ムジュジュゥーッ!!」

「くあぁぁーっ！　リーネちゃんのジュポフェラ、激しすぎるぅっ。ザーメンがギュンギュン吸い上げられてる、くはぁ、全部がチ×ポに集まってゆくぅ〜っ」

　精液だけでなく、これまでの周回で得たメリアを救うためのスキルなどすべてが肉竿に集まり、吸い出されてゆく予感。

（ううっ、ダ、ダメだっ！　このまま射精したら、すべてを失って、もう二度と攻略を再開できない気がする……メリアお嬢様の処刑フラグが確定してしまうっ。耐えるんだ……耐えなきゃっ）

　根拠はないが、二度と処刑フラグ確定前のセーブポイントに戻れない気がして、ライトは必死に歯を食いしばり狂おしい射精衝動に抗う。

　しかし淫魔に覚醒したリーネの舌先が尿道口をクリクリと穿った瞬間、爆発寸前の怒張に強烈な絶頂の雷が走り抜け、抵抗は無に帰した。

「うあぁぁぁーっ！　イクッ、リーネちゃんにイカされるぅっ！　ザーメン出るっ、イッちゃダメなのに、メリアお嬢様を裏切ってリーネちゃんに射精するぅーっ!!」

　ドピュドピュッ、ブビュビュッ、ビュルビュルビュルゥーッ!!

「はむむぅ〜んっ♥　オチ×ポからドピュンドピュン、ドロドロのミルクが出てきまひたっ♪　これがライトさんのザーメンなんれひゅねぇっ、ムチュムチュッ、チュルヂュルゥ〜ッ」

　怒張の先端からビュルッビュルッと噴水のように白濁が噴き出し、小さな口をあっという間に埋め尽くす。

　それでもリーネは頬をぷくっと膨らませたまま亀頭にムチュリと吸いつき、むせながらもゴキュッゴキュッと懸命に白濁を嚥下してゆく。

「ひゅももぉ〜んっ♥　ライトひゃんのオヒンポミルク、こってり、ネバネバでひゅっ♪　おくひが蕩けひゃうぅ〜んっ！　もっひょぉ、ンクッンクッ、もっひょらひてぇ〜っ♪　リーネにぜ〜んぶゴックンさせてくらひゃいぃ〜っ♥」

　リーネは愛らしい美貌をトロントロンに蕩けさせ、肉幹を扱き睾丸を揉みしだいてさらなる射精を促しては初めて口にする牡の種汁を幸せそうに直呑みする。

　放出の快楽に射精中の肉竿を吸われる快感が加わり、ライトはあまりの心地よさに腰を浮かせてガクガク震わせ、ビュルビュルと白濁を噴射し続ける。

「くうあぁぁーっ!!　出るっ出るっ、イキッぱなしになるぅーっ！　リーネちゃんのおクチとおてて、清楚なのにオナホすぎるよっ、ぜんぶ搾り出されるぅ〜っ！　ああっ、お嬢様、申し訳ありませんっ。ボクもうっ、うはあぁぁぁーっ!!」

　ライトはとうとうリーネのラブラブご奉仕の前に陥落し、圧倒的な絶頂の連続のなかで救うと誓った悪役令嬢の名を呼びながら意識を失った。

　程なくして、小さな口では射精を受け止めきれなくなったリーネは唇の端からダラダラと溢れ出る精液を、手のひらを皿にして受け止める。

　ようやく長い射精が止まると亀頭からチュポッと唇を離し、手のひらにこんもりと積もった白濁をうっとりと見つめ、舌を垂らしてレロ〜ンと舐め取った。
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「ぷはあぁ〜っ……。ライトさんのザーメン、とっても濃厚で……おくちも舌も、蕩けちゃいました……えへへ♪　こんなステキなミルクを毎日プレゼントされたら、イジワルなメリア様でもハートがキュンキュンしちゃいますよね……羨ましいな」

　けぷっとはしたない音が漏れた口を恥ずかしそうに手で押さえると、リーネはチロリと口の周りを淫靡に舐めて残滓をすべて呑み下す。

　気を失ったライトに四つん這いでそっと近づき、唇を頬へそっと重ねた。

「ふあぁ……ライトさんのザーメンをゴックンしたら、おなかに不思議な温かさが満ちてゆく感じがします……。これで今度こそ、あなたをあの悪女から救い出せるはず……。あとはわたしに、すべて任せてくださいね……チュッ」

　リーネは慈愛に満ちた微笑みを浮かべ、何もかもを吐き出して力尽き泥のように眠るライトに毛布をかけて、静かに部屋を出ていったのだった……。




『スキルをすべて失いました』











第六章　ついに処刑へ!?　新女王と結ばれＭ奴隷レベルＭＡＸ









　目を覚ましたライトが見た光景は、あの異空間にあると思われる不思議な部屋……ではなく、主のいなくなったメリアの別邸であった。

　サドヒール公爵の領地と財産は没収が決定していたが、新女王となるリーネの計らいで、学院寮の隣に立つ別邸はライトの所有物として残してくれたらしい。

　外に出ると、学院内の雰囲気は明るく華やいでいるように感じられた。

　そこかしこから、メリアがいなくなったことへの安堵や処刑日時についての噂が聞こえてくる。

　改めて悪役令嬢はこれほどまでに嫌われていたのかと痛感し、ライトは肩を落とす。

　そんな少年の姿を遠巻きに見て、ひそひそと噂話をする者たちもいた。

　本来は男子禁制の学院である。

　メリアのワガママで滞在が強引に許可されていただけであり、主のいなくなった今、ライトが留まれる道理はない。

　ある者には不審げな、またある者からは同情的な視線を向けられ、ライトはすっかり針のむしろで、別邸のなかに引きこもった。

　次に目覚めた時にはまたあの部屋に戻り、攻略をやり直せるのではないか。

　そう考えてメリアの残り香がするベッドで何度も目を閉じたが、やはり事態は好転せず、無為に時間が過ぎるまま。

『改変者の指輪』は消失した。

　転生によって手に入れた悪役令嬢を救うための自信や体内に漲っていた活力も、リーネに吸い尽くされたかのようにすっかり失われていた。

　ライトは以前の気弱な童貞少年に戻ったかのごとく、メリアが自分だけに見せてくれた年相応の笑顔を思い浮かべ、ただ絶望の淵で佇んでいた。

　やがて七度目の朝を迎えた時。

　ライトは決心し、ベッドから抜け出ると表情を引き締め、着替えはじめる。

　たとえチートの力が失われても、この世界へ転生した意味……悪役令嬢を最悪の破滅から救う役割は、まだ終わっていないはず。

　なんの力も持たぬ平民となった少年は強い覚悟で、憎らしくも愛おしくてならない最愛の没落令嬢を救うため、王城へと直談判に向かうのだった……。




　王城の城門を訪れると、門前払いされるかと思いきや、意外にも謁見が認められあっさりと女王の玉座まで通された。

　玉座には女王陛下ではなく、純白のプリンセスドレスに身を包んだリーネが腰かけていた。

　リーネが人払いを命じ、玉座の間にライトと二人きりとなった。

「よくいらっしゃいましたね、ライトさん。きっと来ると思っていましたよ」

「リーネちゃん……。本当に、新しい女王様になったんだね」

　大きく変化した身分差に、へりくだった方がよいかとも考えたが、あくまで以前と同様に友人としての口調を崩さずに話しかける。

　選択は正解だったのか、リーネはうれしそうに頬をほころばせた。

「ええ。先代の女王陛下……お母さまが体調を崩されて、今はわたしが女王代行を務めているんです。まだまだ不勉強ですけど、皆さんが優しく支えてくれて……いつか貴族も平民も区別なく幸せに暮らせる国にできたら、と考えているんですよ」

　夢を語るリーネの笑顔は、あまりにも純粋で眩しく。

　悪役令嬢に肩入れするばかり、こんな素敵な少女の人生やこの国の命運までも理不尽に捻じ曲げようとしていたのか、と落ち込んでしまう。

　誰しもに好かれ愛されるリーネならば、きっと理想とする素晴らしい王国を築くことができるだろう。

　たとえ歴史の陰で、処刑され消えてゆく命があったとしても……。

　ライトが俯いていると、慈悲深き笑みを絶やさぬままリーネが声をかける。

「ライトさん、お話があったのでしょう？　……メリア様のことですね」

　図星を突かれ、ビクッと肩を震わせるライト。

　逡巡するものの、この機会を逃せばきっと一生、後悔する。

　ライトは両手を赤絨毯につき、ガバッと頭を下げて土下座した。

「おねがいします、リーネちゃんっ！　どうかメリアお嬢様を……処刑しないでください！　イジワルをたくさんされてきて、顔も見たくないほど嫌いかもしれないけれど……ああ見えてちょっとだけど、イイところもあるんだっ。そこまで悪い人じゃないんだよっ……たぶん。少なくともボクにとっては大切な人で……だからっ！」

　メリアがよい面を見せるのはおおよそライトに向けてだけだったため、弁護にもどうにも筋が通らず、これでは個人的なワガママをぶつけているだけだ。

　それでも、すがれる相手はもはやリーネしかおらず、ライトは必死で頭を下げる。

　慈愛に満ちた笑みを浮かべつつも、リーネはキリッと奥歯を噛む。

　しかし表面上は慈悲深き女王の顔を崩さず、ちょいちょいと手招きする。

「ライトさん。もっと近くに……」

　ライトはおずおずとリーネの前に進み出て、改めて足元へひざまずく。

　リーネは大胆にも見せつけるように美脚を組み替え、ガラスのハイヒールに包まれたつま先でクイッとライトの顎をしゃくらせた。

「クスクス……。ライトさんがあの方に恩義を感じているのはわかります。けれど、彼女の助命を嘆願してきたのはあなた一人だけ。メリア様はほぼ全国民に嫌われているのですよ。それに……」

　冷たいガラスのつま先がツツーッとライトの顎を撫でる。

　顎を手に乗せ美脚を組み微笑を浮かべて玉座から見下ろす姿は、かつて屋敷でふんぞり返っていたメリアよりもよほどサディスティックに見えた。

「もしあの方を釈放すれば、逆恨みして必ず将来の火種となるはず……。ライトさんもいつもそばにいたのですから、あの方の性格をよくご存じでしょう？　わたしの理想とする美しい幸せな国を築くためにも……不安の芽は摘み取っておかねばならない。……違いますか？」

　リーネの言葉はあまりにも正論で、ぐうの音も出ない。

　だからといって諦められるはずもなく、ライトは情に訴えかけるべくひたすら頭を下げてひれ伏す。

　やがてリーネの硬いつま先が、ツンツンとライトの唇をつついた。

「けれど……どうしてもと言うのなら、ライトさんは今のわたしのたった一人の大切なお友だちですし、お願いを聞いてさしあげてもよいかしら。あのワガママ放題で性格の捻じ曲がった没落令嬢のために……あなたのすべてを差し出す覚悟はありますか？」

　少しでもライトが逡巡するようなら、メリアの処刑を断行するつもりだった。

　だがライトはわずかな迷いも見せず、リーネのハイヒールをうやうやしく両手で捧げ持つとチュッと誓いの口づけをした。

「うん……。それでメリアお嬢様が助かるなら……ボクなんかでよければ、リーネちゃんの好きにしていいよ」

　ライトが見せるあまりの献身に、リーネはますますギリッと奥歯を噛む。

　しかしすぐにニタァーッとメリアをも凌ぐドＳな笑みを浮かべ、ライトにさらに近くへ寄るよう促す。

「ふう……わかりました。ライトさんがそこまで言うんですもの。命だけは助けてあげましょう。その代わり……メリア様には一生、恥辱の罰を受け続けてもらいましょう。プライドの高いあの方が耐えきれるかしら？　もしかすると、処刑された方がマシだったと思うかもしれませんね……クスクスッ♪」

　近寄ったライトをキュッと抱き寄せ、股間をサワサワと妖しく撫でながら楽しげで淫靡な笑みを浮かべるリーネ。

　フゥ〜ッと耳元へ悩ましく吐息を吹きかけ悪役令嬢への新たな処遇を囁きかける新女王に、ライトはゾクゾクッと背筋を震わせ股間を膨らませるのだった。




「いい加減にここから出しなさいっ！　いつまで閉じ込めておくつもりよ!!　ワタクシはメリア＝サドヒールなのよっ!?　女王になったらおまえたちは皆、不敬罪で処刑してやるわぁーっ!!」

　冷たい地下牢に投獄されて、はや十日が経過した。

　サドヒール公爵令嬢の名を剥奪された没落令嬢メリアは、今日も消えぬ復讐心をギラギラと燃え立たせて元気にわめき立てていた。

　リーネに刻まれた淫紋の影響か、これまでなら自在に操れた炎はどれだけ強く念じても、ロウソクの明かりほどの大きさすらも手のひらに灯らない。

　怒りに任せてガンガンと鉄格子を揺らしても、女の細腕ではビクともせず。

　あまりにやかましいためか、看守すらも様子を見にこようともしない。

　メリアは腹立ちまぎれに牢の壁をガシガシと蹴りつけ、冷たい石のベッドにふて寝する。

「キィーッ、あの泥棒ネコめっ！　ワタクシから次期女王の座だけでなく、地位も名誉も……ライトまで奪うだなんてっ。ゼッタイにゆるさない……ここから出たら、ライトの目の前で徹底的に辱めてやるわっ！　鞭がいいかしら、それともロウソクかしらぁ？　ブザマに許しを乞う顔が目に浮かぶわぁ、オーッホッホッホッ!!」

　牢内に虚しく響く高笑い。

　さしものメリアであっても、妄想でもしていないと精神が保てないのだ。

「そうよ。ライトにも改めて、あんな小娘よりワタクシの方が素晴らしい女だと教えてやらないといけないんだから……早く助けに来なさいよ、バカ犬っ……」

　メリアは愛しい少年の名をポツリと呟くと、炎が生まれないとわかっていても右手に力を込める。

　炎の代わりに淫紋がカァッと赤く燃え上がり、肢体が狂おしく疼いた。

　没落令嬢は想い人が颯爽と救いに現れるのを夢見ながら、寂しさにわななく秘唇を指でクチュクチュと慰める。

　しかし悪役令嬢は物語のヒロインではなく、少年もまたすでに特別な力を失っていたため、おとぎ話のような事態の劇的な好転は訪れないのだった……。




「んっ……んんっ……」

　肌寒さに、眠っていたメリアがブルッと身体を震わせる。

　悪役令嬢は首と両手首を大きな一枚のギロチン枷にガッチリと繋がれ、尻を突き出した姿勢で拘束されていた。

　どうやら処刑場のギロチン台にかけられるようだ。

　ゴールドのロンググローブと真紅のハイヒールパンプスだけは身に着けたままなのは、元令嬢としての憐れさをより強調するためか。

　いよいよ来るべき時がきたかと、メリアはギリリと唇を噛む。

　しかし公開処刑にしては、あまりにも周囲が静かだった。

　人々のざわめきの代わりに聞こえてくるのは、ペチョペチョと子ネコがミルクを舐めるような汁音と、男女の荒い息遣い。

　霞んでいた目の焦点がようやく合いはじめ、メリアは前方に目を凝らす。

　眼前では、全裸で股間を垂直に反り立たせた少年の前に、愛らしいピンクのワンピースから胸元を露出した美少女がひざまずいていた。

　少女は白いショート手袋を填めた手でたわわな乳房を下からムニュッとすくい上げ、剛直をふにょんっと挟んでムニッムニッと扱き立てている。

　そう。リーネがライトに乳奉仕をしていたのだ。

「なっ……なにをしているのよ、おまえたちはっ!?」

　思わず激昂してメリアが叫ぶと、ライトはバツが悪そうな表情を浮かべ、リーネは勝ち誇ったようにニコッと笑いおどけて目元で横ピースをキメた。

「ンッ、ンッ……。あら、お目覚めですか、メリア様？　いいえ、お姉さまとお呼びした方がよいかしら。えへへ、わたしたち、お付き合いすることになったんです。だから、どれだけラブラブなのかをご報告しようと思って。ね、ダーリン？」

　プルリとしたみずみずしい唇をチュッチュッと亀頭に何度も重ね、リーネはことさらイチャイチャとした雰囲気を醸し出してメリアの嫉妬を煽る。

　メリアがギリッと奥歯を噛み、ライトをギロリと睨みつける。

「なんですってぇ!?　主人がいわれなき罪で投獄されている間に、こんな小娘と浮かれてイチャイチャしていただなんてっ……。この恩知らずのバカ犬っ！」

　自分の非はまるで認めぬまま、ギャンギャンと吠えるメリア。

　あまりの剣幕にライトはビクッと首をすくめ、申し訳なさそうに目を背ける。

「ち、違うんですお嬢様。処刑を回避するためにはこれしか……イタタッ」

　鈍い痛みが走り、ライトは弁解の言葉を呑み込む。

　視線を向ければ、リーネがぷくっと頬を膨らませ亀頭にカプリと噛みついていた。

　青い瞳にジーッと見つめられ、ライトは悪役令嬢を救うために結んだ契約を改めて思い出し、本心を押し殺して打ち合わせた通りの会話を口にする。

「そ、そうだよっ。ワガママお嬢様から解放されてようやく自由になれたから、リーネちゃんと恋人になったんだ……。メ、メリアに今から、ううっ。ボクたちのラブラブなところを、たっぷり見せてあげるね……くあぁっ」

　棒読みで言葉を絞り出したライトに、リーネがよくできましたと微笑む。

　そして見せつけるように、大きく身体を上下に動かしパイズリ奉仕をはじめた。

　柔らかく蕩ける極上の乳肉が淫らにひしゃげて肉竿にペットリと吸いつく。

　スベスベの乳肌に鋭敏な肉幹をムニョンッ、ムニョンッと撫で上げられ、ライトは愛しの没落令嬢が見ているにもかかわらず快楽の呻きを堪えられなかった。

「ワタクシの名を気安く呼ぶんじゃないわよ、駄犬のくせにっ！　そんな大きさだけが取り柄のウシチチなんかで、なにを情けなく悶えているんですのっ！」

　他人の前で呼び捨てにされたのが気恥ずかしいのか、メリアはグルルルッと狼のように唸りながらライトを叱責する。

「まあ、コワ〜イ♪　そんなだからみんなに嫌われて、ライトさんにもフラれちゃうんですよ。こんな方は気にせず、わたしたちはい〜っぱいイチャイチャラブラブしましょうね、ライトさん♥　ペチョペチョッ、チュパッチュパッ」

　リーネはおどけた口調でメリアの怒りと嫉妬をさらに煽り立て、亀頭に甘やかな接吻を繰り返しては尿道口を舌先でくすぐり、滲むカウパーを舐め取る。

　快感とメリアに見られている気恥ずかしさが混じり合い、ライトはカクカクと腰を震わせて情けなく悶え喘ぐ。

「あぁっ、リーネちゃんのちっちゃな舌が、チ×ポの敏感なトコロをくすぐってるっ。おっきなオッパイでもみくちゃにされて、くうぅ、優しく丁寧にペロペロされたら、うはあぁっ！　気持ちよすぎて、腰が抜けちゃうよっ」

　あまりの心地よさにピコピコとリボンが揺れる小さな頭をたまらずギュッと掴み、切り揃えられたサラサラの金の髪を撫でつつ怒張をグイグイ突き出すライト。

　ムワンッと鼻先で薫る肉臭にもリーネは嫌な顔をするどころかうっとりと瞳を蕩けさせ、はぷっと亀頭を咥えてさらにムニッムニッと乳房で肉幹を扱き立てる。

「はうぅんっ！　悦んでもらえてうれしいです、胸がキュンキュンしちゃうぅっ。もっともっと、オッパイご奉仕しますね……ンッンッ、ンハァンッ」

　リーネは自分が新たな女王になった事実も忘れ、平民の少年にかしずいて穢れなき肢体を従順に捧げ、一心不乱に乳奉仕で極上快楽を送り届ける。

　少女の献身的な姿に、プライドの高い自分にはできない行動だと内心では敗北感を覚えつつも、嫉妬に駆られたメリアは侮蔑の言葉を投げかける。

「フ、フンッ！　はしたないサイズ同様に、乳首も大きく下品に膨らんでピンピンに尖りまくりじゃない。そんなにオスに奉仕するのが好きなのかしら？　おまえのような淫乱小娘は、やはり女王になどふさわしくありませんわっ！」

「チロッチロッ、それは違います。王族の使命は、くぽっくぽっ、民の幸せのために尽くすこと……。奉仕の精神が必要不可欠なんです、プチュルルッ。愛しいライトさんのオチ×ポにご奉仕するように、ネロッネロンッ、国民すべてに愛を注ぐ……それこそがノブレス・オブリージュなんですぅっ。チュバババッ！」

　しかしリーネはメリアの嘲りを意にも介さず、ますます奉仕に没頭する。

　乳肉で肉棒の根元から快楽をムギュムギュと搾り上げては、パクパクと開閉を繰り返す尿道口から熱烈な亀頭フェラでカウパーを啜り上げ舐め取ってゆく。

　ギュンギュンと引き上げられる射精衝動に、ライトは腰が暴れて止まらない。

「ハァン♪　ライトさん、とってもキモチよさそうです。リーネの柔らかオッパイとそこのワガママお嬢様のツンツンオッパイ、どっちがイイですかぁ？」

　悶えるライトを上目遣いに見上げ、リーネがあえて尋ねる。

「ううっ、そ、それは……。リーネちゃんのふわとろオッパイマ×コもチ×ポが溶けるくらい気持ちいいけど、メリアの芯があるパツパツオッパイにズリズリってシゴき抜かれるのもたまらなくて……。どっちかなんて選べないよ、くはあぁっ」

　あまりの心地よさに思考力も緩んでいたライトは、事前に言い含められていたのをすっかり忘れ、メリアの乳房もリーネ同様に極上だと素直に吐露してしまう。

「フフン♪　そうよね、ライトがワタクシの完璧なボディの味を忘れられるはずがないわよねぇ……。どれだけ懸命に奉仕したところで、発情したバカ犬が一時的に尻尾を振っても、結局は主人のところに戻ってくるのよ、オーッホッホッ！」

　目論見が外れたリーネはぷ〜っと愛らしく頬を膨らませ、メリアはニタッと勝ち誇った笑みを浮かべる。

　ならばとリーネは両手で左右から爆乳をムニューッと押し潰して乳房の谷間をムギュッと狭め、ズリズリッと激しく肉竿を扱き立てはじめた。

「くあぁぁ〜っ！　リーネちゃん、パイコキはげしすぎるよっ。ザーメンがグングン上がってくる、オッパイマ×コでイカされるぅ〜っ！」

「かわいそうなライトさん……。メリア様にイジメられすぎて、オチ×ポが逆らえなくなっちゃってるんですね。でも、もう心配はいりませんよ、えいっえいっ！　ライトさんは自由なんですっ。好きなようにたくさんキモチよくなってくださいっ、レロレロレロォ〜ッ♥」

　乳肉をスライムのごとくひしゃげさせて肉竿を根元までヌップリと包み込みムニョムニョと揉み搾り、カウパーの滴る亀頭の先端を執拗にネロネロと舐めねぶる。

　あまりの快感にガクガク震えて腰を突き上げるライトに、メリアはすっかり余裕をなくし焦りの表情で叱咤する。

「ライトッ！　なにをそんな貧相な奉仕でイキそうになってますのっ！　おまえのザーメンはすべてワタクシのモノよっ。勝手に他のメスに与えたりなんかしたら処刑よっ、承知しないんだからぁっ！」

「うくうぅぅ〜っ!!　ご、ごめん、メリアッ。ボクもう、ガマンできないっ！　出るっ出るっ、リーネちゃんのオッパイマ×コで射精するぅーっ!!」

　ライトは主従関係を打ち捨てて一人の男としてメリアに詫び、限界まで高まった性欲をリーネの愛らしい美貌へ盛大にぶちまけた。

　ビュクッビュクッ、ブビュルルッ、ビュパビュパビュパーッ!!

「きゃふうぅ〜んっ！　ライトさんのアツいミルクが、お顔いっぱいに降り注いでるのぉ〜っ！　ドロドロでネバネバで、ニオイもしゅごくてクラクラひてぇっ、ふあぁんっ。お顔でイッちゃうっ、ライトさんに包まれてイキュウゥゥ〜ンッ!!」

　リーネもまた、他人に見られながらの奉仕という特異なシチュエーションのなかで興奮が昂りきっていたのだろう。

　ビチャッ、ベチャッと白濁を顔に浴びせられ乳房もネトネトに汚され、牡の色に染め上げられる悦びに生き娘むすめながらも倒錯した絶頂を迎えてしまう。

「アァッ？　ワタクシのザーメンが、こんな小娘にムダ射ちされてぇっ……。まだ射精してるわ、ビュクンビュクン出しまくって、ウシチチ娘を真っ白に汚して……。タマタマ、カラにしちゃダメよっ。ワタクシがゴックンするんだからぁ〜っ！」

　メリアはライトが射精する姿を羨ましそうに見つめ、ギロチン枷に拘束された肢体をクネクネと身悶えさせる。

　漂うザーメン臭に刺激されたか、秘唇からはダラダラと愛蜜が滴っていた。

　顔射の衝撃ですっかり手が止まってしまったリーネに代わり、ライトはムギュッと乳肉をわし掴みズリズリと上下に揺らして残り汁も搾り出してゆく。

「くうぅ〜っ！　乳マ×コセックス、最高だったよリーネちゃんっ。女王様なのに、なんてエッチなオッパイなんだっ。ああ、まだまだ出るよ、全部受け止めてっ！」

「んぷあぁっ、しゅごいしゅごいぃ〜んっ♪　もうお顔もオッパイも真っ白なのに、まだこんなにドピュドピュ出てくるだなんてぇっ。ライトさんの前では、はうぅん、リーネはただの一人の女の子なんですっ。遠慮せずに好きなだけザーメンを浴びせてください、ぷあぁ、あなたのモノって印をつけてぇ〜っ、イクウゥゥ〜ンッ!!」

　プリンセスドレスではなく学院で過ごしたワンピースに身を包んだのも、一人の少女としてライトに愛されたいがため。

　射精を続ける獰猛な肉竿へリーネは従順に美貌を差し出し、うっとりと目を閉じて幸せそうに濃厚な熱い白濁を浴び続けた。

　魔性の淫乳は押しつけているだけでムニュムニュと肉竿を揉み抜き、ライトはすっかり種汁を搾り尽くされ、やがて脱力してペタンとへたり込む。

　リーネは愛らしい顔を白濁塗れにしたまま、ギロチン枷に拘束されているメリアの正面へのそのそと膝立ちで移動する。

「はあぁんっ……見てください、メリア様。わたし、ライトさんにた〜くさん愛されちゃいましたぁ♪　こんなにもステキな幸せを独り占めしていただなんて、やっぱりあなたは、悪い人です。大好きなライトさんをネトラれて、今までの罪をた〜っぷり反省してくださいねぇ……クスクスッ♪」

　リーネはこれみよがしに可憐な白手袋で白濁をヌチュヌチュと顔に塗りたくり、糸を引く残滓を口元に運んではチュパチュパと舐め取る。

　メリアは赤髪を逆立てギリリと歯を噛みしめ、悔しそうにリーネを睨みつける。

　懸命に舌を伸ばすがリーネの頬に貼りついた白濁までは届くはずもなく、どれだけ身体を揺さぶってもギロチン枷はビクともしない。

「キイィーッ!!　この泥棒ネコッ！　おまえなど、消し炭にしてやりたいのにっ……炎が出せないっ。身体が火照るっ、子宮が燃えるわぁっ。イクッイクッ、悔しくてたまらないのに、おあずけザーメン臭を嗅がされてイクウゥゥ〜ッ!?」

　怒りのあまり炎を生み出そうとしたことで、魔力が流れ込んだ淫紋が活性化しメリアは狂おしい嫉妬と恥辱のなかで倒錯の絶頂を迎えてしまう。

　歯を食いしばったまま瞳を上向かせて秘唇からブシャブシャと潮を噴く、憐れ極まりない没落令嬢。

　リーネはテロテロと手袋に付着した白濁を舐め取り小悪魔チックな笑みを浮かべ、悪役令嬢を罰し正義を執行した勝利の余韻と優越感に浸るのだった……。




　たっぷりと牡汁を吐き出した心地よい疲労感に地面へ座り込んだライトだが、肉竿はまだ天を向き、硬く反り返ったままだった。

　吠えるメリアの前で愛らしい美貌に付着した白濁をペチョペチョとすべて舐め取り独占したリーネは、悩ましく瞳を潤ませて頼もしそうにライトを見つめる。

　いそいそとワンピースを脱ぐと白手袋と茶色のブーツを身に着けただけの姿となり、恥ずかしそうに手で乳房と股間を隠し、コテンと地面へ仰向けに寝ころんだ。

「ふあぁぁ……ライトさんのザーメンミルクをペロペロして、身体がアツくてたまらなくなっちゃいました……。おねがいします、ライトさん……リーネの初めてを、どうかもらってください……」

　ふっくらした頬を羞恥に染め、恥じらいを呑み込んで自らクパッと指で秘唇をくつろげるリーネ。

　愛蜜が滲みテラテラと煌めく桃色の媚肉に、ライトはゴクリと生唾を呑む。

「お、お待ちなさいっ！　ライトのオチ×ポはワタクシのモノよっ!!　おまえのような小娘には渡さない、モガガッ!?　ンーンーッ、ンムムーッ!!」

　慌てて二人の交わりをやめさせようとしたメリアだったが、リーネがパチンと指を鳴らすと口内に黒い球体が生まれ、言葉を封じられてしまう。

　ギロチン拘束されたままボールギャグを噛まされてジタバタもがくメリアの前で、ライトはフラフラと引き寄せられるようにリーネへ覆いかぶさる。

「リーネちゃん……本当にボクでいいの？　キミなら物語に出てくるような素敵な王子様たちとの出会いも、この先いくらでも待っているのに……」

　悪役令嬢の怒声も、今は耳に入らない。

　ライトはリーネの澄んだ青い瞳をまっすぐに覗き込んで尋ねる。

「はい……あなたがいいんです。ライトさんにとっては違っても……わたしにとっては、あなたが運命の王子様だから……えへへ」

　リーネが少しだけ悲しげに微笑む。

　ライトがメリアを救うために自分と結ばれようとしているのが、わかっているからだ。

　チクリと胸が痛んだライトは、改めて覚悟を決める。

　これからはリーネを、恋人として愛そうと。

「ごめん、メリア……。うれしいよ、リーネ。ボクなんかでよければ、キミの王子様になるよ。いっぱい愛して、気持ちよくしてあげるね。好きだよ、リーネ……」

　小さく悪役令嬢に謝罪すると、ライトは正ヒロインの愛を受け入れ、恋人として秘唇に亀頭をヌプヌプと埋めてゆく。

「ンーッ、ンンーッッ!!」

　言葉を封じられたメリアが必死に叫ぶも、声は届かない。

　悪役令嬢の目の前で、素直になれずに犬扱いしてきた、しかし本当は何よりも大切な少年の分身が、憎らしくて仕方ない恋敵と繋がってゆく……。

「ひうぅぅ〜っ…………ひくぅんっ！」

　ズプッ、ズプッとゆっくり填まり込んだ肉竿の先端が、リーネの純潔の証である薄膜をプチンッと破る。

　たまらず小さな悲鳴を上げ、キュッと両手でライトの頭にしがみつく少女。

　ライトは優しく金の髪を撫でてやり、さらに上からゆっくりと体重をかけ、トロトロに潤った愛情深き蜜壺をヌプヌプゥ〜ッと奥まで埋め尽くしてやる。

「はぐぐぅ……んくく……ひあぁぁ〜〜んっ!!　……ふあぁ……ライトさんと一つになっちゃいました……。これでわたしたちは、恋人同士なんですね……えへへ」

　目尻に透明な滴を浮かべ、今度は本心から幸せそうな笑顔を浮かべるリーネ。

　ライトはペロリと涙の滴を舐め取り、コクリと頷いてやる。

「うん……そうだよ……。ボクはリーネの恋人だ……幸せだよ、リーネ……」

　どこか遠く聞こえる自分に向けたものではないライトの甘い囁きに、メリアはギロチンに繋がれたまま絶望にガックリとうなだれ意識を失ったのだった……。




　破瓜の痛みが収まるまでと、ライトはしばし深く結合したままリーネを優しく抱きしめていた。

　だがたっぷりと愛蜜で潤った媚肉が次第にクニクニと悩ましく蠢き、肉竿にペットリとすがりついてきた。

　ライトは心地よさにたまらず腰を震わせ、快楽の呻きを漏らす。

「うあぁっ。オマ×コがチ×ポにキュムッて抱きついてきた……。こんなにキュムキュム甘えられたら、ジッとしていられなくなっちゃうよ……。リーネ、もう痛くない？　動いてもいいかな……」

　尋ねると、リーネがはにかんだ笑みを浮かべ、コクンと頷く。

「は、はい……。まだジーンとしていますけど、大丈夫です……。もっと、ライトさんを感じたいの……好きなように、たくさん動いてください……」

　恥ずかしげな囁きの裏には期待が潜んでいるように感じられ、ライトは頷き返し、ゆっくりと腰を引いてゆく。

　悪役令嬢の前で恋敵と結ばれるという特異なシチュエーションにいつも以上に硬く太く漲った肉竿が、張り出した亀頭の傘でゾリッゾリッと媚肉を熱くこそぐ。

「ひあぁぁ〜っ？　太いのがズルズル出てゆくのぉ……。おなかのナカが掻き出されてるみたいで……ンッ、ンッ……。オマ×コ、ジンジンしびれちゃうぅ〜……」

　リーネはたわわな乳房をプルルンッと弾ませ、白い喉をクイッと反らせて愛らしい喘ぎをこぼしピクピクと身悶える。

　初めての性交の快感に翻弄される美少女をライトは愛おしげに見つめ、今度はゆっくりと腰を押し込んで膣奥へ肉竿をズブズブと埋め直してゆく。

「きゃうぅ〜っんっ。今度は奥まで、入ってきたよぉ……。また、一つになれた……うれしいよぉ。ずっとこうして繋がっていたいの……ふあぁん……」

　再び奥まで填まり込んだ肉竿を、秘唇をキュムムゥッと収縮させて離れたくないとばかりに根元を食いしめ、蜜壺全体で包み込んでくるリーネ。

　大量の蜜で常にネトネトと潤った蕩けるような媚肉の感触に、メリアの苛烈な締めつけとはまた違った極上の快楽を堪能する。

　ライトは大きなストロークでズプッ、ズプッとゆっくり肉竿を抜き差しし、うぶな反応を見せるリーネにじっくりと性交の快感を教え込んでゆく。

「リーネのナカ、トロトロで気持ちいいよ……。初めてなのに、いっぱい濡れちゃってるね。清楚で可憐なリーネのオマ×コが、こんなにもエッチだなんて思わなかったな。へへっ、かわいいよ」

「やぁんっ、言わないでぇっ。わたし、こんなエッチな女の子じゃなかったのに……。ライトさんのせいなんですからぁ……アンッ、アンッ♥」

　愛らしい喘ぎをこぼしつつ、リーネがぷくっと頬を膨らませて恨めしげにライトを見つめる。

「いつもいつも、学院の色んな場所でメリア様とイチャイチャして……あのコワイ顔を、トロントロンにかわいく蕩けさせてぇ……はあぁんっ。もしわたしが恋人だったらどんなふうにかわいがってくれるのかなって、妄想が止まらなくて……毎晩たくさん、ウズウズするオッパイとオマ×コを一人で慰めてたんだからぁっ」

　処刑フラグを回避すべく極力リーネに接触せずメリアと共にいた結果、かえって嫉妬心を煽り、この事態に繋がっていたとは。

　申し訳なさで胸がいっぱいになると同時に、これほどの清純美少女が夜ごと自慰で発情を懸命に抑え込んでいたかと思うと、狂おしい興奮が燃え上がる。

「そっか……。ボクのせいで、やらしい女の子になっちゃったんだね。こんなにビンカンじゃ、イケメン貴族にドン引きされて、恋愛フラグも折れちゃうかも……。でも安心して。リーネみたいなカワイイ子がエロエロだと、ボクは最高に興奮するから！　遠慮せずにいっぱい感じまくってねっ、それそれっ！」

　ズグッズグッと膣奥を亀頭で穿ち、弾む柔乳をグニッグニッと両手で揉み込み、これまでほったらかしにしたお詫びとばかりにねちっこく快感を送り込む。

　鋭敏すぎるリーネの肢体は許容を超えた快感の嵐にビクッビクッと打ち震える。

　ブンブンと首を横に振るたび、サラサラの髪と真っ赤なリボンがピコピコ揺れる。

　はしたない声を抑えようと白手袋を填めた小さな手が口を覆うが、力が入らずに指の隙間からアンアンとかわいらしい喘ぎが漏れ出てしまう。

「きゃふぅんっ！　奥をズンズン、だめぇっ、しびれちゃうぅっ。アンアンッ、オッパイもみくちゃにしないでぇ、はじけちゃうのぉ〜っ！」

　悦楽の滲んだ甘ったるい嬌声は、制止を促すどころかかえって獣欲を焚きつけるばかり。

　ライトは腰を振って蜜壺をジュポッジュポッと穿ちながら、両手でグニュウゥッとリーネの柔乳を揉みしだいて淫らにひしゃげさせる。

　くびり出されたプックリとした乳輪と大粒に膨らんだ乳首へジュパッジュパッと左右交互にしゃぶりつき、ガブガブと噛みついて歯型を刻む。

「あひあひっ、オッパイ食べられてるっ。ひゃうぅ〜っ、カプカプ噛まれてるのぉ〜っ！　ひあぁ〜っ、イジメられてるのに、ジンジンするぅっ。もっとイジメてほしくてウズウズして、ますますエッチに膨らんでぇっ、きゃふうぅ〜んっ!!」

　ピンピンに尖った両乳首をまとめてベロベロと舐め上げられ、鮮烈な快感が連続で弾け、リーネはとうとう乳房でアクメを迎えてビクビクッと悶絶した。

　くたっと力が抜けて荒い呼吸と共に胸を上下させるリーネをライトは愛おしげに見つめ、いまだヒクヒクと痙攣する乳首をチュバチュバと優しく舐め転がす。

「オッパイでイッちゃうなんて、女の子の夢である乙女ゲームの主人公とは思えないエッチな身体だね。初体験なのにオマ×コも濡れまくりだし、本当はエロゲーのヒロインなんじゃない？　ほらほらっ、乱暴なセックス、気持ちいいでしょ？」

　こうして繋がってみて、リーネが発する『イジメてオーラ』にライトは初めて気がついた。この被虐体質がメリアのＳ心を刺激し、どれだけ周回を重ね世界を繰り返しても、イジワルをせずにはいられない心地に無自覚で煽り立てていたのだろう。

　ピストンのペースを速めてズンズンと奥を突き、言葉攻めで詰ってやる。

「はうぅ……イジメないでぇ。エッチな女の子でごめんなさい……。好きなようにズポズポしていいですから、アンアンッ、どうかリーネを捨てないでぇっ」

　ライトの発した言葉の意味は半分もわからなかっただろうが、自分の淫らさに呆れてしまったのではと不安になったようだ。

　リーネはスンスンと啜り上げ、瞳を潤ませてキュッと首にすがりついてくる。

　イジメたくなると同時に男として守ってもあげたくなるヒロインの溢れる魅力に、ライトはたまらなくなってギュウッと強く抱きすくめ、何度も髪を撫でる。

「ごめんね。リーネがかわいすぎて、つい調子に乗っちゃった……。大丈夫、ボクたちはずっと恋人だよ。その証拠に、ホラ……。もっとしたいって、チ×ポがガチガチになってるのがわかるでしょ。いっぱい突いてあげるね。女王様になったリーネの高貴な子宮に、ハァッハァッ、ボクの平民チ×ポを刻みつけるよっ！」

　腰のくびれをガッチリと両手で掴み、ズヌッズヌッと深く激しい抽挿で次期女王の処女膣を征服してゆく。

　突かれるたびにプルンップルンッとたわわな柔乳を揺らし、リーネは甘く切なく喘ぎ悶える。

「アッアッ、きゃふぅっ、ひあぁぁ〜っ？　オチ×ポすごいのっ、セックスきもちいいよぉ〜っ！　奥をズンズンされるたびに、アンアンッ、目がチカチカして頭が真っ白になっちゃうっ。こんなの、初めてなのぉっ。あなたの逞しさに、ふあぁぁ、胸も子宮もキュンキュンしちゃうぅ〜っ♥」

　リーネの瞳にはいつの間にか、ポワンとピンク色のハートマークが浮かんでいた。

　口淫によって奪われたチート能力が結合により戻ってきたのか、それともリーネもまたメリアと同じＭ奴隷の資質を秘めた少女だったのか。

　初めての性交にもかかわらず快楽に悶え鳴く美少女の姿に、ライトは男としての自信を取り戻してゆく。

「突けば突くほどぐしょ濡れになって、キュウキュウ締めつけてくるっ……激しいセックスに感じまくりのリーネ、最高にかわいくて興奮しまくりだよっ。リーネもメリアと同じ、イジメられたがりのマゾだったんだね……。親しみやすいみんなの女王様のマゾマ×コを、これからボクが毎日イジメてあげるからねっ！」

　恋人になるだけでなくご主人様となると宣言したライトの頼もしさに、不快に思うどころかリーネはますます心酔してしまう。

　元より、女王の座などガラではない。

　誰かに尽くし、奉仕している方が、性に合っているのだ。

　女王の重責がのしかかる身体をいともたやすく支配し、本性を見抜いて被虐の快楽の頂点へと押し上げてくる逞しき牡に、リーネはすっかりメロメロになる。

「アンッアンッ、そうです、リーネもメリア様と同じＭ奴隷なんですぅっ！　あなたにいっぱいイジメられているあの方を見て、羨ましくてたまらなくて、ハアァンッ……。メリア様を罪人に仕立て上げてライトさんを奪った、本当はとっても悪い子なんですっ。もっとオシオキしてぇ、リーネに罰をくださいぃ〜っ！」

　とうとうリーネは国や民のためでなく自分の欲望でメリアを陥れたと吐露し、罪悪感に耐えかね、罰をねだって自ら腰をクイッと突き出す。

　ライトは深く腰を沈めて膣穴を奥まで怒張で埋め尽くし、チュプチュプと吸いついてくる子宮口を亀頭でグリグリとこじ開け、ロックする。

「くうぅ〜っ！　わかったよ、リーネのマゾマ×コに、種付けプレスでオシオキしてあげるっ。物語のヒロインなのに、モブのザーメンで孕んじゃえ！　リーネは一生ボクのラブラブＭ奴隷だよ、くはあぁぁーっ!!」

　獣の咆哮と共に噴き上がる、灼熱の白濁。

　ぐっぷりと填まり込んで抜くことが不可能になった肉竿から、輝かしい未来が待つ清純美少女の清らかな子宮に煮えたぎる種汁が勢いよく注ぎ込まれた。

　ブビュブビュゥッ、ビュルッビュルッ、ビュパビュパビュパーッ!!

「きゃひいぃぃ〜んっ!?　オマ×コあついぃっ、ドロドロがたくさん流れ込んでくるぅ〜っ！　ビチャビチャ当たってるぅ、ジュクジュク染み込んでくるのぉ、子宮がザーメンで染め上げられちゃうぅ〜っ!!　ひあぁぁっ、いくっいくっ、ライトさんだけのモノになってイクウゥゥ〜ンッ!!」

　全体重をかけてのしかかられ、膣奥深く杭打たれた怒張からビュクッ、ビュクッと何度も濃厚な精を打ち込まれて、リーネは嬌声を上げて絶頂に悶絶する。

　ブーツのつま先は空を向いてピクピクと痙攣し、やがてライトの腰に絡みつく。

　ひっきりなしに襲いくる脳を蕩かす悦楽でトロトロになった顔を愛しい少年に晒し、すっかり緩んで閉じなくなった唇をムチュムチュと押しつける。

「ひゃうぅ〜っ、きゃふうぅ〜んっ！　オマ×コがピクピクひてるぅ、子宮がキュンキュンふるえてりゅのぉ〜っ♪　イクのが止まらないよぉ、ライトさんにエッチな顔、たくさん見られちゃうぅ〜っ！　プチュッ、チュププッ」

「んむあぁっ。キスしてる……リーネと、種付けセックスしながらキス……。ふわふわで柔らかで、チュババッ、なんて気持ちいい唇なんだっ！　ああっ、もっとしたい……ブチュッブチュゥッ……だいしゅきホールドされながら、リーネとベロチューラブハメしまくりたいっ！」

　甘やかな接吻の心地よさと、射精中の肉棒を蜜壺で柔らかく揉み搾られる極上の快感は、ライトの脳をリーネ一色に染め上げた。

　救うべき悪役令嬢の記憶もすっかり霞み、ライトは夢中になってリーネの唇をむしゃぶり舌を絡めては吸い、射精が終わるのを待たずに再び腰を振りはじめる。

「むぷあぁっ、アンアンッ♪　ライトさんとキスしながら、チュパッチュパッ、エッチしてるぅ……。キモチよしゅぎてぇ……ペチャッペチャッ……おくちもオマ×コも、頭のナカまでぜ〜んぶ蕩けちゃうのぉ〜♥」

　リーネは両手をライトの首に、両脚を腰に絡めて、もう放さないとばかりにギュ〜ッと密着する。

　劣情に取りつかれてひたすら女体を貪り食らう獣と化した少年を、慈愛に満ちた笑みを浮かべて全身で受け止め、快楽に陶然と身をゆだねてゆく。

（こんな幸せを独り占めしてたなんてぇ……やっぱりメリア様はズルイよぉ……。ライトさんはわたしのモノなんだから……ゼッタイに渡さないんだからぁ〜っ）

　ライトの心と体に少しでも己の存在を刻もうと、リーネは一人の少女としてすべてを差し出し、少年の愛と精を求め続けたのだった……。




　耳にこびりつく甘ったるい牝鳴きに再び意識を呼び起こされたメリアが目を開いた瞬間、飛び込んできたのは絶望の光景だった。

　憎い恋敵の裸体に愛しい少年が覆いかぶさり、獣のごとく腰を振っている。

　もう何度、種を注いだのだろう。

　少女の股間は白濁が溢れて蜜壺はおろか内股までドロドロにぬめっていた。

　やがて少年は襲いくる快楽に耐えかねたか、ブルブルッと大きく腰を震わせる。

「ンーッンーッ、ンンンーッ!!」

　必死に叫ぶメリアだが、口枷により少年の名を発することができない。

　肉竿からブビュルッ、ドビュルルッと猛烈な勢いで濃厚な白濁がぶちまけられ、少女は喜悦の嬌声を上げてピーンと伸ばした足をピクピクと痙攣させる。

（ダメよライトッ、そんな小娘相手に射精しちゃダメェッ！　おまえもよ、メスネコッ！　ライトのオチ×ポもザーメンも、ワタクシだけのモノなのよ。種付けされて悦んでいるんじゃないわよぉーっ!!）

　メリアは激昂し、ギロチンから逃れようと激しく肢体を揺さぶる。

　しかし枷はビクともせず、ガシャガシャと金属音を立てるだけ。

　悔しさに滂ぼう沱だの涙を流しガリガリと口枷を噛むメリアの目の前で、少年と少女は他には何も目に入らぬかのように潤んだ瞳でお互いを見つめ合う。

　メリアの呻きなど耳に入らぬのか、愛に満ちた性交の余韻にうっとりと浸り甘い雰囲気を漂わせてムチュッ、ムチュッと唇を重ね合わせている。

（ライトのバカッ、駄犬っ、裏切り者ぉっ!!　おまえだけは、どんなことがあってもワタクシのそばにいてくれると信じていたのにぃ……。ライトも小娘もこの世界も、みんなみんな大嫌いよっ！　ぜんぶ燃え尽きてしまえばいいんだわぁっ!!）

　メリアの赤髪が怒りと悲しみで逆立ち、炎の魔術が暴走する。

　すべてを焼き尽くすかと思われた地獄の業火は……しかし新たなる女王に刻まれた淫紋により快楽に変化し、悪役令嬢の肢体だけを淫らに燃え上がらせた。

（イヤアァッ、こんなのでイキたくないぃっ！　子宮がアツイッ、オマ×コが燃えるーっ！　悔しくてたまらないのに……イクゥッ！　世界で一番大キライな小娘に、地位も名誉も、大好きな男の子まで奪われてぇ……死にたいくらいに胸が苦しいのにっ、イクウゥゥーゥ!!）

　メリアはギロチン枷にかけられた白い首をクイィッと反らせ、瞳をクルンと裏返らせてビクッビクッと全身をわななかせる。

　極限を超えた屈辱感のなかで、悔しさに震える秘唇の中央からブシャッブシャッと激しく愛蜜がしぶく。

　恥辱の絶頂により淫紋がさらに活性化し、美尻に刻まれたＭ奴隷の資質を表す文字もまた煌々と赤く輝きを放つ。

　やがて絶頂に力が抜けたメリアがガクッと首をうなだれる。

　右の尻たぶに浮かぶ数字は、最大レベルを表す『99』から限界を超えた『Ｍ』の文字へと変化していたのだった。




『メリアのＭ奴隷レベルがＭＡＸになりました。

　Ｍスキル：ＮＴＲフェチを習得しました』
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　何度蜜壺に精を注がれ、子宮を快楽と悦びで熱く染め抜かれただろうか。

　リーネの胸に渦巻いていたドロドロとした感情は溢れる愛に満たされてすっかり溶けて消え、本来の清らかな心を取り戻していた。

　ライトの頬にチュッと唇を重ね耳元へ小声で囁くと、覆いかぶさる大きな体をゆっくりとどけられ、結合部から長大な肉竿をズルリと引き抜かれる。

　名残惜しさを感じて腹の上から子宮を撫でつつリーネはのそのそと起き上がり、ギロチンにかけられうなだれたメリアの前へ膝立ちで移動する。

　口に填まったボールギャグを外してやると、メリアはもはや噛みつく気力もないのか、グスグス啜り上げてリーネを潤んだ瞳で見つめた。

「グスッ、グスッ……。もう、いいでしょ……。ワタクシが悪かったわ……謝るからぁ……。地位も名誉も、何もいらないから……どうか、ライトだけは取り上げないでぇ……うえぇぇ〜んっ」

　あれだけ恐ろしかったキツい美貌を見る影もなくグシャグシャに歪め、子供のように大泣きしてすがってくる悪役令嬢。

　リーネはニッコリと慈悲深き笑みを浮かべ、泣きじゃくるメリアの頭をあやすように優しく撫でてやる。

「ずいぶんと反省したようですね……。あなたは今まで、たくさんの方の大切なモノを奪ってきたのですよ。どれだけヒドイことをしてきたか、わかりましたか？」

　リーネが尋ねると、メリアはスンスンとすすり泣きながらコクコクと頷く。

「いいでしょう。女王の名において、あなたを許します。処刑は撤回しましょう。……ですが、罪は償わねばなりません。メリア＝サドヒールよ。あなたの財産もサドヒールの名も、王家が召し上げます。そして、ライトさんの恋人の座も……」

「そ、そんなっ！　イヤッ……それだけはイヤよぉ……」

　残酷な宣告にメリアの美貌は再び絶望で曇り、悲痛な泣き声が漏れる。

　しかしリーネは穏やかに微笑み、ギロチン枷に繋がれたメリアの手に指を絡めてキュッと握り込むと、泣き濡れる頬にチュッと唇を重ねた。

「牝犬メリアよ……。あなたには、ライトさん専用のＭ奴隷となることを命じます。もちろん、恋人はわたしですよ。でも女王の公務もあって、四六時中イチャイチャはできないから……。わたしがお相手できない時は、あなたがマゾマ×コをオナホにしてライトさんの絶倫オチ×ポを慰めるのです。できますね？」

　平民上がりの新米女王に命じられた、あまりにも屈辱的な役職。

　しかしメリアは嫌がる素振りも見せず、悲しみに曇っていた金色の瞳をパァッと輝かせコクコクと何度も頷き、嬉々として恥辱の肉穴扱いを受け入れる。

「アァッ！　なるっ、なるわっ！　ライトのＭ奴隷に……専用肉便器になるっ！　恋人じゃなくてもいいっ。ライトに使ってもらえるなら、生オナホでいいのぉっ！　ハアァン、ありがとうリーネ。大スキよっ……ムチュッ、プチュチュゥッ」

　Ｍ奴隷へと没落した元悪役令嬢は、恨むどころか恋敵の寛大な処置に感激し、フリフリと美尻を左右に振って喜びチュッチュッと頬へ接吻を繰り返す。

「アンッ？　もう、そんなにじゃれつかないで、うふふっ。……やっと名前を呼んでくれましたね。もっと早く、お友だちになれたらよかったのに……」

　実のところリーネは、美しく気高いメリアに憧れを抱いていたのだ。

　関係がこじれなければ、よき友人となれたはず……。

　いや、今からでも遅くはない。

　手のひらを重ね合わせ指と指を絡め、リーネはチュパチュパとメリアの唇を吸い淫靡な汁音を立ててチロチロと互いに舌を舐め合う。

　大切な二人の美少女がようやく心を通じ合わせた光景を、ライトは大きな感動を覚えて見守っていた。

　わだかまりを捨てることで、メリアはようやく処刑フラグを回避したのだ。

　早くねぎらってやりたくて、あれほどリーネの子宮に何度も精を注いだにもかかわらず、怒張は天を向きビクビクと逞しくいきり立つ。

「あはっ♪　ライトさんったら、もう準備万端ですね。さあ、メリア……初めてのお仕事ですよ。肉便器としてライトさんのオチ×ポにたっぷりとご奉仕して……わたしを愉しませてくださいね。クスクスッ」

　リーネはメリアから少し離れ、自ら乳房を揉み秘唇をクチュクチュと指でイジりながら興奮の面持ちで期待に目を輝かせる。

　彼女もまた、メリアとライトのまぐわいを覗き見て自慰に耽る変態的な性癖が染みついていたのだ。

　ライトはメリアの背後に回ると、ダラダラと愛蜜が垂れっぱなしでパクパクと開閉が止まらぬ膣口をチョンと亀頭でつつく。

　膣口からはたちまちドパッとさらに粘っこい本気の牝汁が溢れる。

　初めて人のために尽くす元悪役令嬢は、プライドも何もかもを打ち捨ててフリフリと淫らに尻を振りたくった。

「ハァン、顔が見えないぃ……。でも、いいの。ワタクシはライトのＭ奴隷……肉便器だから、使ってもらえればそれでいいのぉ〜っ。ライト……どうかワタクシのオマ×コを、生オナホとしてズポズポ使ってぇっ。好きなようにオチ×ポをコキコキして、こってりザーメンをドピュドピュッて遠慮なく排泄してぇ〜んっ♪」

　赤いハイヒールを見事に履きこなす悩ましい美脚をパックリとガニ股に開いてクイックイッと腰を揺すり、愛しい牡を挑発する牝畜に堕ちた悪役令嬢。

　Ｍ奴隷として完成した証が赤く輝く美尻を見つめてライトは満足げに微笑み、くびれた腰を両手でガッチリと掴み、亀頭を膣口にヌプリと埋め込む。

「ごめんね、メリア。こんな形でしか、処刑フラグを回避できなくて……。でもこれからずっと、ボクがＭ奴隷としてかわいがってあげるからっ。欲深なメリアが満足するまで、オナホマゾマ×コを使いまくるからねっ！　くあぁぁーっ!!」

　ズブズブゥーッと肉竿を突き入れると、ネトネトにぬめりきった牝穴はいともたやすく広がり、むしろ引っ張り込むように奥まで呑み込んでゆく。

「ハヒイィィ〜ンッ!?　やっときたわ、ライトの……ご主人様のオチ×ポォッ！　ヒアァァッ、久しぶりすぎて、入れられただけでイクゥッ！　寂しくてメソメソしてたオマ×コ、アツアツのオチ×ポでナデナデされてイクウゥゥ〜〜ンッ!!」

　メリアは挿入しただけでギロチン枷が壊れそうなほどガクンガクンと全身を身悶えさせ、あっという間に絶頂へ昇りつめる。

　ギュギュゥ〜ッと苛烈に収縮する牝穴に、ライトもたまらず呻きをこぼす。

　もしリーネの蜜壺に幾度も吐き出しておかなかったら、たちまち種汁をぶちまけて主人失格の無様な姿を晒していただろう。

「くうぅ〜っ！　なんてマ×コだ、チ×ポが搾り上げられるぅっ！　こらっ、オナホのくせに自分だけイッちゃってどうするのさ。もっとじっくりたくさん、ご主人様を愉しませないとダメだろっ！」

　暴発しかけたのをごまかすように、ベチンッベチンッと尻たぶを平手でぶつ。

　刻まれたＭの文字はくっきりと手形を刻まれるたびに赤く輝き、メリアはクネクネと腰を揺すって主人に媚びへつらい許しを乞う。

「アヒンッ、アヒィンッ！　自分勝手なワガママオマ×コでごめんなさいっ。どうかご主人様の獣チ×ポで、アンアンッ、メリアのダメダメマ×コを立派なマゾオナホに躾け直してぇ〜んっ♥」

　あのワガママ令嬢が自分から謝罪し、反省の意を示して女の最も大切な部分を奉仕穴として差し出している。

　ライトはあまりの興奮に脳が沸騰し、ひたすら前後に腰を振りたくる。

　媚肉をゾリゾリと火が出るほど抉り、ガツガツと膣奥に亀頭を叩き込む。

「オヒッオヒッ、アヒイィ〜ッ！　オマ×コ、ズコズコ犯されてるっ、道具扱いされてるぅっ。ワタクシはもう高貴な女ではないのね、アッアッ、ただの牝畜なのねぇっ。アァッ、あの子が、リーネが見てるぅ……。ブザマなワタクシを、もっと見てぇっ。イクッイクッ、オナホ扱いを見られてイクゥ〜ンッ!!」

　リーネに視姦される恥辱も絶頂へと裏返り、メリアは重力に引かれた美乳をブルンブルンと悩ましく弾ませ、赤髪を振り乱して喘ぎ悶える。

「リーネちゃんに見られてイッちゃったんだね。二人が仲良くなってくれて、すごくうれしいよっ。ほら、さんざんメス牛扱いしてたリーネちゃんの前で、家畜みたいにマゾ乳を搾ってあげるよ」

　ガンガンと膣奥にピストンを叩き込みながら汗の玉が浮いた背中に覆いかぶさり、乳房を根元から握りしめてグニュゥ〜ッとひしゃげるほど揉み潰してやる。

　美乳の芯から弾けた鮮烈な快感が脳天を貫き、メリアは背筋を仰け反らせてビクビクッと身悶える。

「ひぐうぅ〜っ!?　イクイクッ、おチチがイクゥッ！　完璧な形が崩れちゃう、アッアッ、だらしないマゾ乳になっちゃうぅっ。ハァンッ、でもイイッ。たくさん揉み潰して、ライトが興奮するいやらしい形に変えちゃってぇっ。アクメミルクを噴くブザマなメス牛オナホに、ワタクシを調教してぇ〜んっ♥」

　ライバル視していたリーネのたわわな乳房よりも、もっと大きく淫猥なライト好みの形に育ててほしい。

　ギュムッギュムッと乳を搾られるたび、同様に牝穴をキュムキュムッと収縮させて牡のミルクをねだるメリア。

　目の前で交尾を見せつけられているリーネも羨ましそうにムギュッムギュッと自ら乳房を揉み潰し、股間をグショグショにしてアンアンと愛らしく喘ぎ鳴く。

「はうぅんっ、だめぇっ。お姉さまのオッパイがわたしよりも大きくなったら、またライトさんを独り占めされちゃうぅっ。ライトさんっ、わたしのオッパイもモミモミしてぇっ。ミルクが出るまでイジメてくださいぃ〜っ」

　とうとう自慰では我慢できなくなったか、リーネが立ち上がりすり寄ってきた。

　ライトは体を起こし、リーネの唇をむしゃぶり柔乳をムニムニと揉み込んでやりながら、腰だけは振るってズボズボとメリアの膣穴を犯し続ける。

「アンアンッ、ひどい、ひどいわぁっ。リーネとイチャイチャしながら、オマ×コだけをオナホとして使うだなんてぇっ。けど……ンハアァ〜ッ！　ゾクゾクしちゃうのぉ〜っ！　もっとサイテーの道具扱いしてぇ〜んっ♥」

「くぅぅ〜っ！　マ×コがギチギチに締まりまくるぅっ！　このネトラレマゾめっ！　オナホマ×コにたっぷりザー汁を排泄してやるから、ボクのラブラブな恋人の前でブザマなアヘ顔アクメをキメてみせろぉっ!!」

　ライトはムチュッとリーネの舌を吸い立て、もう一度メリアの正面へと回るように頼む。

　恋敵の前で最大の恥を掻かせるべく、くびれをガッチリと掴み猛然と腰を前後に振り立て、ガツンガツンとマゾ穴を犯して絶頂の際へ追い込んでゆく。

「アグヒィ〜ッ!?　み、見られちゃうっ。一番見られたくない子の前で、アッアッ、オナホ扱いも受け入れるほどラブ堕ちしたブザマな姿を見られてしまうのぉ〜っ！」

「ふあぁんっ、見ていますよっ。恋人を奪われたメリアが、お情けで与えられたネトラレ済みチ×ポでブザマに種付けアクメする姿、バッチリ見ていますからねっ」

　二人の興奮も、最高潮に高まっていた。

　本心をいえばどちらも大切で、二人とも恋人にしたいに決まっている。

　しかし過酷な運命により、女王と牝畜という真逆の立場に分かたれた。

　それでも、メリアが処刑されずに命を繋ぐことができるなら……。

　悪役令嬢を笑えない、自分勝手なワガママかもしれない。

　だとしても、ライトはメリアを失いたくないと、己の想いを貫き通す。

「くあぁぁーっ！　イクぞメリア、種付けするぞっ！　ボクたちは恋人同士よりも最高の関係だって、リーネに教えてやるんだっ。令嬢からＭ奴隷に堕ちて、オナホマ×コにザーメン注がれて、孕みアクメでハッピーエンドだぁっ!!」

　ライトの咆哮と共に、肉竿がグプグプゥッと牝膣の奥の奥まで突き込まれる。

　子宮口はメリメリとこじ開けられ、亀頭がグッポリと埋め込まれて、滾りに滾った灼熱の白濁が猛烈な勢いで次々に流し込まれた。

　ブビュブビュブビュッ、ドクドクドクッ、ビュルビュルビュルゥゥーッ!!

「オッヒイイィーッ!?　アヒッアヒッ、ハッヒイィィィーーンッ!!　イクッイクッ、イックウゥゥゥーンッ!!　オナホアクメしゅごいぃっ、孕み家畜になれてハッピーにゃのぉ〜っ♥　しあわせしゅぎてイキュウゥゥ〜ンッ!!」

　メリアはあれだけ恐ろしげだったキツめの美貌をユルユルにだらしなく緩ませ、瞳を裏返らせ舌をベロ〜ンと垂らして最高のマゾアクメに身も心も満たされる。

　高貴なる令嬢の証だったゴールドのロンググローブに包まれた指で軽薄極まりないピースサインを作り、恋敵の前で無様極まりない絶頂顔を嬉々として晒す。

　悪役令嬢が最下層のマゾ牝に転落した姿を特等席で目の当たりにしたリーネの胸を埋め尽くすのは、優越感ではなく大きな敗北感だった。

「あぁんっ、ずるい、ずるいのぉ〜っ！　ライトさんのラブラブな恋人はわたしなのにっ。メリアはネトラレちゃったマゾの負け犬なのにぃっ！　どうしてそんなにも幸せなアヘ顔で、Ｗピースなんてキメちゃってるのっ？　代わってぇっ、わたしを代わりに肉便器にしてぇ〜っ！」

「アハァンッ、ダメよぉ、渡さないわぁ！　ライトのＭ奴隷の座はワタクシだけのモノよぉっ！　リーネはせいぜい、皆に愛される女王としてチヤホヤされていなさいっ。ワタクシはライト専用の肉便器として、ブザマに使われ続けるんだからぁっ。イクイクッ、またイクゥッ！　孕みオナホになってイクウゥゥ〜ンッ!!」

　二匹のマゾ牝のなかでは、恋人として大切に扱われるより、Ｍ奴隷として最高に屈辱的な絶頂を刻まれる方が幸福度は上のようだった。

　ビチャッビチャッと濃厚な子種汁を注ぎ込まれ、子宮がズキズキと活性化してゆくのを感じながら、メリアは懐妊の予感にニタァ〜ッと笑みを浮かべる。

　初めてリーネに対して心から勝利の美酒を味わい、ジョボボボ……と股間から悦びの小水を撒き散らす。

「ははっ。メリア、うれションしちゃってる。本当に心からボクのドＭペットになっちゃったんだね。カワイイなぁ……よしよし」

　犬扱いで背中を撫でられても、屈辱どころかうれしさが胸を埋め尽くすばかり。

「ハアァン、そうよぉ……。このワタクシを家畜にまで堕としたんだから、ちゃんと責任をもって飼いなさいよね……。リーネとイチャラブするのに夢中になって、ワタクシをほったらかしにしたら……オチ×ポにガブッて噛みついてやるんだからぁ……オーッホッホッホッ……ほへぇぇ」

　メリアは牝畜の立場を堂々と誇って楽しそうに高笑いをすると、幸せそうな笑顔のまま絶頂に呑まれて再び意識を失ったのだった……。











エピローグ　ＨＡＰＰＹ ＥＮＤ　没落幸せボテ腹メイド









　リーネが女王代行の座についてから一月後。

　先代女王の体調はやはり芳しくなく、正式にリーネ＝プリムラスのガルゲイム王国・十二代女王への即位が決定した。

　先代女王は王国北部の湖のほとりにある別荘へと療養のために隠居し、少しずつ英気を取り戻しつつあるらしい。

　王家簒奪を目論んだとして投獄されたサドヒール公爵は、新女王の恩情により処刑は免れ、領地を召し上げられ国外追放となった。

　己の人生を大きく狂わされたというのに慈悲深き御み心こころをもって寛大な措置を取ったリーネに、臣民は拍手喝采を送った。

　新たな女王の統治がもたらすであろう善政に皆が想いを馳せ、王国内は幸せな空気に包まれた。

　そんな大きな時代の変化のなかで、サドヒール公爵家のワガママ令嬢が表舞台から姿を消したことに関心を抱く者は、誰もいないのだった……。




　リーネが新たな女王に即位してから、半年が経過した。

　今日も公務を終えたリーネは、お付きのメイドたちへたおやかに微笑む。

「それでは、ごきげんよう。あなたたちもゆっくり休んでくださいね」

　女王としての貫禄がついてきたリーネにねぎらいの言葉をかけられ、その美しさにぽ〜っと見惚れていたメイドたちは慌てた様子でペコリと頭を下げる。

　リーネがクルリと踵を返すと、メイドたちが手を取り合ってキャイキャイとはしゃぐ様子が背中越しに聞こえてくる。

「ハァ〜ン、今日もステキね、女王様。なんて美しいのかしら。以前は平民として暮らしていただなんて、とても信じられないわ」

「わたしたちのような平民出身の娘にも分け隔てなく優しいし、本当にリーネ様が女王陛下になられてよかったわ。この国も安泰ね〜」

　一時は平民として暮らしていたリーネは平民出身であるメイドたちにとって憧れの的だった。

　同年代の少女たちにもてはやされて、むずがゆさを感じてならない。

　それでも生真面目なリーネは彼女たちのイメージを崩さぬよう、純白のプリンセスドレスを纏いしゃなりしゃなりと歩みを進めて自室へと戻っていった。




　自室へ戻るなり、リーネは深く大きなため息を吐いた。

「はふぅ〜。今日も疲れたよ〜。女王様なんて本当はわたしには向いてないのに……。ねえダーリン、今夜もわたしを慰めてぇ〜♥

　……って、ああぁーっ!?　ずるぅーいっ!!」

　女王の仮面をようやく外し年相応の愛らしい少女へと戻ったリーネは、部屋で待っているはずの恋人に甘えて言葉をかける。

　しかし視線を向けると、恋人はベッドの上に全裸で押し倒されていた。

　腰の上には着衣の乱れたメイドが跨り、クイクイと淫らに尻を振っていた。

「お疲れさま、リーネ。ごめんね、ボクはリーネが戻るまで待っていようと言ったんだけど……くあぁっ。メリアがガマンできないって跨ってきて……」

　弁解するリーネの恋人……ライトの肉竿は、言い訳不可能なほど垂直に逞しく屹立していた。

　そしてライトの怒張を牝穴で咥え込むメイド……公爵令嬢の地位から没落したメリアは、リーネを振り返り勝ち誇った顔でニヤリと意地悪く笑う。

「あ〜ら、今日もご苦労さま。民草の相手はお忙しかったかしらぁ、女王サマ？　サドヒール公爵の性処理のお相手は今夜もワタクシがつとめますから、お疲れでしょうしお早くお休みになったらどう？　オーッホッホッホッ♪」

　ヘッドドレスの乗った赤髪をファサリと優雅に掻き上げ、白手袋を填めた手を口元に添えて高笑いする様は、かつての悪役令嬢そのまま。

　リーネだけでなく、ライトもメリアも立場は大きく変化していた。

　ライトは王家が召し上げていたサドヒール公爵の領地を与えられ、なんと貴族の仲間入りをはたしていた。

　幼き頃に存在を抹消された、公爵の血を引く人間である……女王の名においてそのように公表されたのだ。

　もちろん出まかせであったが、リーネが女王に即位した一件があるだけにありえない話ではないと受け止められた。

　メロディア魔導学院でメリアに小間使いのごとく虐げられているのを貴族の令嬢たちが何人も目にしていたために、嘘にも信ぴょう性が加わっていた。

　今は女王の補佐役かつ許嫁いいなずけとして、王城で暮らしている。

　そしてメリアはといえば、令嬢の地位を剥奪され、ライトのお抱えメイドとなっていた。

　はじめはリーネ付きのメイドとなるべく指導を受けていたが、奉仕の精神がゼロである元令嬢は何をやらせても覚えが悪く、しまいには癇癪を起こして暴れる始末。

　仕方なく唯一できる務め……ライトの性処理メイドの役割を与えられ、立場が完全に逆転した少年の種を毎晩のように搾り上げている。

　その甲斐あってというべきか、メリアはリーネよりも早く懐妊し、淫紋の刻まれたお腹はポッコリと大きく膨らんでいた。

　自分が真面目に公務をこなしている間もイチャコラと淫らな奉仕に耽っていたと知り、温厚なリーネもさすがにぷく〜っと頬を膨らませる。

　まぐわう二人のそばへズンズンと大股で近づくと、ツンと突き出た美麗なシルエットはそのままに大きさを増したメリアの淫乳を、ムギュウッと搾り上げた。

「キャヒィンッ!?　な、なにするんですのっ！　アッアッ、お乳が出ちゃうっ。ミルクがしぶいてアクメしちゃうぅ〜っ!!」

　ピュピューッと母乳を噴き上げ、たちまち乳アクメに溺れるメリア。

　リーネは羨ましそうにメリアのアヘ顔を見つめ、しぶいた母乳を指ですくってチュパチュパと舐めながら甘えた声でライトに媚びる。

「はぅ〜んっ。ライトさん、リーネにもオマ×コしてぇっ。女王さまのお仕事、一生懸命がんばったんだからぁ……わたしにも早くドピュドピュ種付けして、メリアみたいにボテ腹にしてほしいのぉ。オッパイからミルクを噴きたいのぉ〜っ♥」

　清廉な女王の顔とはあまりにもギャップの大きい小悪魔じみた淫靡なおねだりに、ライトの興奮も大きく昂る。

　まずはメリアを絶頂させるため、下から手を伸ばして母乳の滴る乳房をムギュッと揉み搾り、ガツガツと腰を突き上げて孕みメイドの牝穴を乱暴に犯してゆく。

「わかったよ。すぐにいっぱいかわいがってあげるからね。……そらっ、まずはボテ腹メイドのオナホマ×コで性処理を済ませるぞっ！　ご褒美ザーメンが欲しかったら、もっとマゾマ×コを締めつけろ、ダメダメメイドめっ！」

　完成したＭ奴隷の証である『Ｍ』の文字が左右に刻まれた尻たぶへベチンッ、バチンッとスパンキングを施し、膣奥を突き上げると同時に母乳を搾る。

　メリアはボテ腹を震わせて甲高く喘ぎ悶え、ミルクを撒き散らし周囲に甘い香りを漂わせて、キツい美貌を悦楽でトロントロンに蕩けさせる。

「アヒンッ、ハヒィンッ！　オマ×コご奉仕しかできなダメメイドでごめんなさい、ご主人様ぁっ。ボテ腹になってもマゾマ×コをオナホとして差し出すからぁ、アンアンッ、好きなだけドピュドピュナカ出ししまくってぇ〜んっ♥」

　屈辱的な前座扱いにもメリアはかえって興奮を覚え、大きくなった腹をたぷんたぷんと揺らしてはグイングインと腰をくねらせる。

　魂まで刻み込まれたＭ気質により、ぞんざいに扱われるほど発情してしまうのだ。

　特にリーネが見ている前では、被虐願望がどこまでも高まるようだった。

　メリアがそれを望むならと、ライトは火の出る勢いで没落令嬢の孕み穴をズコズコと犯し抜く。

　やがて狂おしく湧き上がる射精衝動。

　ライトは一切の躊ちゆう躇ちよを見せずに遠慮なく、自分専用のナカ出しオナホとなったメリアの牝穴へ煮えたぎる白濁を思いきりぶちまける。

「くおぉぉーっ！　イクぞメリアッ、孕み子宮にザーメンぶちまけられてイケッ！　悪役令嬢からオナホメイドに転落して、毎日チ×ポに処刑されながらマゾイキしまくれぇぇーっ!!」

　ブビュッブビュッ、ドビュルルッ、ビュブビュブビュブゥーッ!!

「オッヒイィ〜ンッ!?　イクッイクッ、孕ませザーメンでマゾマ×コがイクゥゥ〜ンッ!!　リーネの目の前で、ライトのオチ×ポに処刑されてイクゥッ！　お乳を噴いて、おなかを揺らしてぇ、罰なのに幸せすぎてイクウゥゥ〜ンッ♥♥」

　ビュバッビュバッと膣内に噴き上がる魂の息吹を感じながら、メリアは揺れる大きなお腹を擦りテロ〜ンと舌を垂らして幸せそうな笑みを浮かべる。

　ライトが思いきり揉み搾った母乳は、ドレスをはだけて火照る身体を慰めていたリーネの愛らしい顔にビチャビチャと降り注ぐ。

「きゃうぅ〜んっ！　わたしもイッちゃうっ、メリアのミルクを浴びてイッちゃうぅんっ！　ふあぁぁっ、なんて幸せそうなアクメ顔なのぉっ。わたしも早くママになりたい、ライトさんの赤ちゃんにオッパイあげてアクメしたいのぉ〜っ♥♥」

　母性が強いリーネもまた、メリアの幸福そうな孕みアクメ姿を目の前で見せつけられ、羨ましそうな顔で温かなミルクをうっとりと浴びていた。

　やがて、絶頂に力が抜けたか、メリアがへなへなと覆いかぶさってきた。

　リーネは浴びせられたメリアの母乳を幸せそうに顔や乳房に塗りたくり、クチュクチュと濡れた秘唇を掻き回して倒錯の自慰に耽っている。

　今しばらくは余韻に浸っていてもよいだろうと、ライトはメリアを下からギュッと抱きしめ、乱れた赤髪を優しく撫でてやる。

　悪役令嬢にとって、処刑され人生の幕を下ろすよりも今の没落した爛れた生活の方が、本当に幸せだったのだろうか……。

　湧き上がる疑念を打ち消すように、ライトはポツリと呟く。

「メリア……ごめんね。ボク、キミの恋人にはなれなかったけど……ご主人様として、ずっと愛してゆくから……」

　それは自分へ言い聞かせた言葉だったのかもしれない。

　表情を曇らせたライトを潤んだ瞳で見つめたメリアが、首に両腕を絡めてチュッと頬に唇を寄せる。

「もう……やっとクリアしてくれたのね。本当に、駄犬なんだから……。でも……ありがとう……チュッ♥」

「えっ？　メリア……まさかキミも、転生前の記憶が……？」

　驚いて尋ねるも、メリアはすでにスヤスヤと寝息を立てていた。

　結局、今回の攻略が成功だったのかは、ライトにはわからない。

　ただ、メリアが処刑されるループから抜け出し、こうして今も温もりを感じられているのはたしかな事実だ。

　悪役令嬢とヒロインが時にはかわいらしいケンカをしつつも仲良く暮らす。

　そんな妄想していた都合のよいストーリーが現実となったことに、ライトは満足げな笑みを浮かべたのだった……。




『ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ♪

　　　〜エンディングナンバー　Ω〜』







[image: ]
















破滅フラグしかない悪役令嬢をドＭ奴隷に堕として幸せにします




2020/12/1 　電子版発行




著　者　鷹羽シン

挿　絵　ばん！

発　行　株式会社フランス書院

東京都千代田区飯田橋３−３−１




複製・頒布・転売等、著作権を侵害する行為は法律で禁じられており、違反した場合は刑事罰および民事罰を招来することになります。




(c)2020 Shin Takaha, Ban!, Printed in Japan.




OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
.
S
% *
4
e
H N
]
¥k

i






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		目次


		プロローグ　ギロチンエンド　前世の記憶を取り戻して


		第一章　改変リトライ！　お嬢様をＭ奴隷に堕とそう！


		第二章　正ヒロイン登場　土下座でハメ乞いマゾアクメ


		第三章　ＩＦルート突入　嫉妬とぶっかけ食ザーマーキング


		第四章　忍び寄る破滅？　ラブラブＭ奴隷宣言の裏側で


		第五章　逃れえない運命　囚われの悪役令嬢と闇堕ちヒロイン


		第六章　ついに処刑へ!?　新女王と結ばれＭ奴隷レベルＭＡＸ


		エピローグ　ＨＡＰＰＹ ＥＮＤ　没落幸せボテ腹メイド


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		もくじ








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
BN BRI





OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





